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モンゴル族には，古くから幡頬を祭る習慣がある。幡頬の呼び名には，スゥルデ

（∫拍肋）とトゥク（Jγ轟），ダルバー（（わめγ－α）の3つがある。ウラジミルツォフ

は，スゥルデとは，人間の魂（∫か）がやどっている神器であろうとみなしている（ウ

ラジミルツォ71941：330）。モスタールトは，スゥルデを「守護神」とする

（Mostaert1942：598）。エルケセチェンは，スゥルデとトゥクの区別を厳密に述べて

いる。それは，大ハーンの旗幡をスゥルデといい，父系親族集団（0∂0γJor甜）や軍
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隊，諸種の団体機関の旗類をトゥク，個人が立てる旗類をダルバーという

（Erkeseeen1991：7）。現代モンゴル国憲法では，スゥルデは，国家徽章（J∂摘ザ加

siikie）を意味する（『Mongγ01Ulus－unUndBsBnQauli』1992：43）。

内蒙古自治区のオルドス地域に3種のスゥルデがある。それは「黒いスゥルデ」

（卯用∫山鹿），「まだらのスゥルデ」（αねγ∫拍肋），「白いスゥルデ」（～叩α朋がJ虎）で

ある。「黒いスゥルデ」は現在同地域のエジン・ホロー旗（旧ジュン・ワン旗）にあ

り（Sayin5irγal＆豆araldai1983：280－329；楊1995b：41－49），「まだらのスゥルデ」

はかつてオトク旗のナンソク寺の近くにあった（Van Hecken1963：150；SayinJirγal

＆岳araldai1983：334－340；Qureabaγatur＆U錘m－e1991：74－83）が，1956年以降祭

祀は中断されたままである。「白いスゥルデ」はウーシソ旗にある。「黒いスゥルデ」

については，すでに詳しい記述報告があり（SayinJirγal＆畠araldai1983），私もその

祭祀に関する若干の試論をおこなった（楊1995b）。「まだらのスゥルデ」について

は，いまだに簡単な報告にとどまっている（Qureabaγatur＆tJ沖m－e1991：74－83）。

本論文では「白いスゥルデ」をとりあげる1㌔

オルドスの民間伝承では，「黒いスゥルデ」はチンギス・ハーンの軍神で，ハーン

は戦争に赴く際にそれを携えた。平和なときには「白いスゥルデ」を立てたという

（Sayin5irγal＆岳araldai1983：280－281）。「まだらのスゥルデ」はチンギス・ハーン

の弟，ハブト・ハサルのスゥルデであったと伝えられている（Sayin5irγal＆畠araldai

1983：334－335）。ここでは「黒と軍」，「白と平和」，「まだらと特定人物」をそれぞれ

結びつけている。

オルドス・モンゴル族は，日常生活のなかで，スゥルデとトゥクを同一の意味で使

用することが多い。「黒いスゥルデ」と「白いスゥルデ」をそれぞれ「黒いトゥク」，

「白いトゥク」とも呼ぶ。研究者による幡頬名称の使用区分を見ると，エルケセチェ

ソは，1989年の論文では，「白いトクク」と表現し（Erkeseeen1989：43－53），1991年

の報告では，「白いスゥルデ」に統一している（Erkeseeen1991）一方，サインジャ

ラガルは，「白いスゥルデ」としている（Sayinjirγal1992：29－38）。本論文では，原

則として「白いスゥルデ」に統一し，原著者のニュアンスに関わるところは原著どう

りとする。

「白いトゥク」について，『モンゴル秘史』第202節に記述がある。それは，1206年

にテムジンがオノン河のほとりで「白いトゥク」を立てて大ハーンの位に即き，チン

ギス・ハーンの称号を与えられた，というところに登場する（Eldengtei＆ArdaJab

1986：660）。「白いトゥク」は大ハーンの即位とかさなっており，モンゴル史上，き
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ゎめて重要な存在であったことがわかる。『モンゴル魂史』以来，モンゴル人が編著

した史書では，ほとんどチンギス・ハーン即位時の「白いトゥク」に言及している2㌔

チンギス・ハーンの祭殿「八白官」の祭祀は，おそくともフビライ・ハーン治世下

の元朝時代に，勅命に基づいて制度化されたと見られている（Sayin5irγal＆豆araldai

1983：23－27）。近年の研究によって，フビライ・ハーンやホトクタイ・セチェソ●ホ

ン．タイジらが編纂したとされる『十善自史』が，チンギス・ハーン祭祀の理論的根

拠となっていることが明らかになった（井上1992：14；楊1995b：27－54）。『十善自

史』が「9大象徴」（γね伽yeb如なe）とする聖物（留金鎖1981‥85）には，「黒い

トゥク」が筆頭にあがっている。私は，「9大象徴」はおそらく現在まで維持されて

きたチンギス・ハーンの8つの遺品からなる祭殿「八白官」と軍神「黒いスゥルデ」

（黒いトゥク）の原型であろうと想定している。「9大象徴」には，「白いスゥルデ」

は含まれておらず，『十善自史』にも「白いスゥルデ」の祭祀に関する記述はないの

である。

八白官の祭祀者は，「五百戸の黄色いダルハト」と称し，東西2つのグループに分

かれる（Sayinjirγal＆畠araldai1983：413－462；楊1995b：31－34）。祭祀老ダルハトは

チンギス・ハーンの8つの遺品だけでなく，軍神「黒いスゥルデ」も含め，9つの聖

物を祭る（SayinJirγal＆岳araldai1983；楊1995b）。ダルハトの約半分は軍神「黒い

スゥルデ」の専属祭祀者である。「黒いスゥルデ」の祭祀活動は，チンギス・ハーン

祭祀体系のなかでも大きな比重を占めている。このような八白官の祭祀構成は，「9

大象徴」の1つである「黒いスゥルデ」が八白官に吸収された形になっている。

オルドス・モンゴル族は，古くからチンギス・ハーンの祭殿八白官と軍神「黒いス

ゥルデ」の祭祀活動を維持してきた。換言すれば，八白官と「黒いスゥルデ」の祭祀

を挙行するために，オルドス・モンゴル族という特別な集団が形成されたのである（楊

1995a）。

「白いスゥルデ」の祭祀者集団は，現在では誰もが「オルドス・モンゴル」と自称

しているが，オルドス・モンゴル族とは異なった歴史をもつ。かれらはチャハル●モ

ンゴル族の子孫である。チャハル・モンゴル族はモンゴル最後の大ハーン，リクダソ

・ハーン直属の万戸集団で，満州族の後金国にもっとも激しく抵抗した集団であった。

かれらは17世紀前半に，モンゴル各部があいついで後金国の支配下に入った時点で，

オルドス地域に住むようになり，現在に至っている。このように，現在ではオルドス

地域ウーシソ旗で維持されている「白いスゥルデ」には，八白宮や「黒いスゥルデ」

とは完全に別の歴史的背景がある。
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モンゴルにおける政治祭祀を研究するにあたって，チンギス・ハーンの祭殿八白官

と軍神「黒いスゥルデ」に注目するのは当然のことであろう。それだけでなく，「白

いスゥルデ」祭祀を研究し，究明することも，同じく重要な意義をもつ。以下では，

オルドス地域出身の民俗学者の諸記述報告をふまえながら，私自身が1991年から1992

年にかけておこなった実地調査と1997年春の調査を中心に，「白いスゥルデ」の祭祀

老集団およびかれらが維持している祭祀活動の実態について，試論を展開したい。「ま

だらのスゥルデ」に関する研究は，私のつぎの課題としたい。

2　「白いスゥルデ」の歴史的背景とそれに関する従来の見解

ェルケセチェソは「白いスゥルデ」の祭祀者集団の1人で，長年にわたって「白い

スゥルデ」祭祀について調査をかさねてきた。エルケセチェソによると，17世紀半ば

以降，モンゴル人歴史家たちは「白いスゥルデ」に注目するようになり，18世紀以降

はとくに「白いスゥルデ」の原型について各種多様な推論が出されるようになったと

いう（Erkeseeen1989：43）。ここではエルケセチェソの見識を紹介しながら，モンゴ

ル人歴史家の筆下に登場する「白いスゥルデ」について通観してみたい。

2．1史書に見る「白いスゥルデ」

オルドスの歴史家サガン・セチェン・ホン・タイジの『蒙古源流』には「9脚の白

いトゥク」bLsunkBLtuaarantur）とある（SaγangSeeen1956：71）3）。また，1635

年4）ころに書かれた『黄金史』（Altan Tobei）にも「9脚の白いトゥク」（カun

舶肌は叩∽抽γ）とある（Co頭i1983：160）。1677年ころに成書した『アサラクチ史』

（AsaraγeiNeret仏－yinTe此e）には，チンギス・ハーンが「9脚の白いトゥク」をジ

ャライル部のムカライ国王に授けた，とある（Baγan－a1984：47）。1834年から1837

年のあいだに書かれたとされる『水晶鑑』（BulurToli）には「8脚の白いトゥク」と

している（jimbadorji1984：404）。また，1835年ころに書かれた『水晶珠』（Bulur

Erike）には「9つのマンジラガをもつ白いトゥク」（γ錯伽〝和郎Jγ血ね叩〃J町）と

の語句が見られる（Rasipungsuγ1985：54）。「マンジラガ」（ma頑lγ－a）とは垂れ房

のことであろう。1817年に書かれた宗教史的性格が強い『金掌』（AltanErike）には

「9つのグクールをもつ白いスゥルデ」とある（Na Ta1989：24）。「グクール」

（舶geJあるいは舶gガJ）とはウマのたてがみで造った垂れ房のことであろう。以上の

諸記述から，2点の相違を発見できる。1つは，「白いトゥク」の「脚」で，9とも
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8ともある。もう1つは，「脚」ではなく，「マンジラガ」，「グクール」や「クグール」

との描写である0エルケセチェソの分析では・17世紀までの歴史家の記述はほとんど

が「9脚の白いトゥク」としているのに対し，それ以降はしだいに多様化しはじめた

という（Erkeseeen1989：51）。

以上のような「白いスゥルデ」（白いトゥク）に関する記述の不一致もあって・後

世の研究者たちのあいだでも，とくに「白いスゥルデ」の原型についての見解が分か

れるようになった。村上は「9脚」の「9」はモンゴルの吉数であるとしたうえ，「九

っの吹流しの尾をつけた白い族旗」と訳している（村上1977‥342，347）。サインジ

ャラガルが「8脚」と見ているのは，中心の主要なスゥルデを除いているからである0

すなわち，周囲に立つ8本の小スゥルデからの命名である0歴史家のあいだでこのよ

ぅな混乱が発生したのは，「白いスゥルデ」の祭祀儀礼，祭祀者集団の職掌を知らな

いうえ，なによりも「黒いスゥルデ」，「白いスゥルデ」・「まだらのスゥルデ」の3着

の区別がつかないことから生じたものと見ている（Sayinjirγal1992：29－30）0

『黄金史』には「赤褐色の種雄ウマのたてがみでつくったあなた（チンギス・ハー

ン）のトゥクとスゥルデ」（極er頑rγ〝－〟緑g仏かer極∫e〃叫∫房肋～血）とある

（Coyiji1983：506）ことから，「白いスゥルデ」の「脚」は，ウマのたてがみか尻尾

でつくったと見られるようになった（Mostaert1957：548－549）。

ェルケセチェソは，現在オルドス・ウーシソ旗にある「白いスゥルデ」の形とその

祭祀を詳細に記述し，チンギス・ハーンが「白いトゥク」を即位の際に立てたことか

ら，八白官よりも早く「白いトゥク祭祀」が存在していたはずであると唱えている

（Erkeseeen1989：52）。「9脚の白いスゥルデ」とは，物体としての9本の支え柱や9

本の引き綱ではなく，9人の将軍の鼎力を借りて建てられたモンゴル帝国の国旗であ

ったため，「9脚」と結びつけて表現するようになった0「9脚」とは9人の将軍を象

徴するものであったという（Erkeseeen1989：52）0エルケセチェソはさらに，上述の

歴史家のうち，オルドス出身のサガン・セチェソ・ホン・タイジは「白いスゥルデ」

の歴史を当然知っていたであろうのに，その著作のなかで一切触れていないのはたい

へん不思議であるとの疑問を示している（Erkeseeen1989‥51）0

2．2　モンゴル各地に存在した「白いスゥルデ」

「白いスゥルデ」は，かつてモンゴルの各地で祭られていた0ロシアのモンゴル学

者ウラジミルツォフはハルハ・モンゴルの西部にあった「白いスゥルデ」の祭祀を観

察している（ウラジミルツォ71941：331）。ウラジミルツォフが見たのは，ジャサ
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クト・ハソ部のロー・ジャンジュン・グソ旗（lubsangdandub5ang5un g仕ng一也n

qosiγu）にあった「白いスゥルデ」である。現在ここは，モンゴル国ウブス県南東部

のウンドゥル・ハソガイ・ソムとなっている5㌧

私は，1993年8月にウンドゥル・ハソガイ地域を訪れ，ソム政府の長官らからこの

地にあった「白いスゥルデ」に関する情報を得ることができた。「白いスゥルデ」は，

「8脚の白いトゥク」と呼ばれており，トゥクとスゥルデを同じ意味で使っていた。

3年に一度秋に大祭があり，祭祀のことを「スゥルデを喜ばせ，トゥクを祭る」

（∫ぷ肋～e〃gge初J叩ねたiq〟）という。

「白いスゥルデ」にはかつて世襲の祭祀者が32人おり，祭の日にはみな白い服装を

身にまとい，白馬に跨ったという（T血nenjirγal1989：33－36；eingel1992：161）。『モ

ンゴル風俗習慣大辞典』では，「白いトゥク」を「白いスゥルデ」と呼んでいる。「白

いスゥルデ」はチンギス・ハーンの息子，チャガダイのスゥルデで，モンゴル帝国の

首都カラ・コルムの近くからウソドゥル・ハンガイ地域へ移されたという。その祭祀

者にはつぎのような職掌があった（eingel1992：161）。

旗手（tuγei）

儀式の進行係？（S6mgein）

木碗もち6）（ayaγaein）

「白いスゥルデ」は現在モンゴル国の国立歴史民族博物館に保存されている。その

うち最後の旗手は「天」を氏族とする（tengrioboγ），ムンクダライという人物であ

った（eingel1992：161）。別の資料では，ムンクダライは1963年に「白いスゥルデ」

祭祀に関する文書をモンゴル国の中央博物館に提出したという（T也menjirγal1989：

33－34）。

また，リンチソが編集したシャマニズム関係のテキストには，「ロー・ジャンジュ

ンの旗にあるスゥルデを喜ばせる作法および祭史」（上〟カ〃如〃Ⅷ曾0裏γ〃か〟∫房肋

～enggekuyosun∂独）というテキストが収録されている（Rintchen1975：45－48）0テ

キストには，祭祀のやり方や祭祀者の職掌に関する内容がある。具体的には以下の職

掌が見られる（Rintchen1975：48）。

旗手（tuγei）1人

尻繋役？（qudurγaei）1人
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英雄（baγatur）8人

槍者？（eeeed）4人

先鋒（qosiγuei）4人

相撲の行司？Gasaγul）4人

先鋒歩哨（mangnaiqaraγulei）2人

このほかに，サインノヤソ・ハソ部のエルデ二・ジョー寺の近く，その南のバルー

ン．クレーというところでも「白いスゥルデ」が祭られていた。ここでは「白いスゥ

ルデ」のほかにまたチンギス・ハーンの軍隊の卿机とされるものを保存していた0そ

の祭祀者はラマ僧であった（eingel1992：16ひ－161）7）0エルデ二・ジョー寺はカラ・

コルムの跡地に建てられている。カラ・コルムの近くからウソドゥル・ハソガイ地域

へ移された「白いスゥルデ」と，エルデ二・ジョー寺近くで祭られていた「白いトゥ

ク」が，どういう関係にあるか，私はまだ確認できていない。

内モンゴルでは，オルドスのウーシソ旗のほか・シリーン・ゴル盟のアバガ旗にも

「白いスゥルデ」が祭られていた（Sayinjirγal＆畠araldai1983：342－344；

sayinJirγal1992：31）。現在のところ，このアバガ旗の「白いスゥルデ」に関する詳

しい情報は得られていない。なお，現在祭祀がおこなわれているのは，オルドス●ウ‾

シソ旗の「白いスゥルデ」のみである。

2．3「白いスゥルデ」に関する報告と研究

ロシアのブリヤート・モンゴル入学者ジャムツァラーノが1909年から1910年にかけ

てオルドスを旅行した際，「8脚の白いスゥルデの祭祀」（那加α〃舶〟痴ね叩〃∫甜由一

yintakily－ainu）と題する祭祀文書を収集している（Rintchen1959：71－73）0オルド

スではウーシソ旗以外に「白いスゥルデ」が存在しないことから，ジャムツァラ‾ノ

の文書を現在ウーシソ鰍こある「白いスゥルデ」と結びつけて考えることができよう0

近年，ウーシソ旗の「白いスゥルデ」について，いくつかの調査報告が出されてい

る。なかでもェルケセチェソの報告はきわめて価値の高いものである0エルケセチェ

ソはまず1989年に雑誌『内幕古社会科学』に「白いトゥク」（白いスゥルデ）に関す

る論文を公表している（Erkeseeen1989）。これはかれ自身の幼少期以来の経験と長

年にわたるウーシソ旗の祭祀者たちにインタヴューした成果である。エルケセチェソ

は，「白いトゥク」祭祀における各種儀礼を考察した後，ウーシソ旗の「白いトゥク」

はまさにチンギス・ハーンが大ハーンの位についたときに立てた国旗たる「白いトゥ
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ク」か，もしくはそれの「直系変種」であろうと結論している（Erkeseeen1989：49）0

その後エルケセチェソは，1991年に『黄金スゥルデの祭祀』（AltanSBlde－yinTayilγ一

a）と題するガリ版印刷の報告書をウーシソ旗文史資料の第15韓として公開している

（Erkes虎en1991）。報告書には「白いスゥルデ」の祭祀者集団の歴史，祭祀状況・そ

れに各種祭詞などが含まれている。

サインジャラガルも1992年に「白いスゥルデ」に関する論文を発表している

（SayinJirγal1992）。サインジャラガルは，エルケセチェソの調査報告を参照しなが

ら，みずからの実地調査資料も加え，エルケセチェソと同じように，「白いスゥルデ」

はモンゴル帝国の国旗であったと位置づけている（Sayinjirγal1992：3ト35）。

ベルギー出身のモンゴル学者モスタールト神父は，オルドス西部のオトク旗とウー

シソ旗に20年間居住した（Francoise1972：218－220；Poppe1971：164－169）。モスター

ルトは，ウーシソ旗のナリーン・ゴル河に住むドガール・ジャブ・タイジという人物

から文書を収集している（Mostaert1956：61）。「白いスゥルデ」は，このドガール●

ジャブ・タイジの家から約15キロメートル離れたところにある。モスタールトは，オ

ルドス・モンゴル族の父系親族集団（oboγ）に関する論文のなかで，「白いスゥルデ」

の祭祀老集団旗手トゥクチをその複数形トゥクチナルと表現したうえ，旗手を八白官

の祭祀者集団ダルハトのなかの1クランであるとしている（Mostaert1934：24，39）0

確かにダルハトのなかにも旗手と称する職掌はあったが，オルドスでは，トゥクチナ

ルといえは，通常は「白いスゥルデ」の祭祀者を指すのである。モスタールトはまた，

「白いスゥルデ」の祭祀者集団チャハル・ハラーのモンゴル人にも言及しているが，

これらの祭祀者集団が直接「白いスゥルデ」を祭っていることには触れていない0か

れはまた『蒙古源流』の作者サガン・セチェソ・ホン・タイジとその祖父ホトクタイ

．セチェソ・ホン・タイジの祭祀に関する論文のなかで，「サガン・セチェソ・ホン●

タイジのスゥルデ」については記述しており，オルドスには他にも「黒いスゥルデ」，

「まだらのスゥルデ」と「白いスゥルデ」，あわせて3種のスゥルデがあると記して

いる。「白いスゥルデ」がどの旗にあるかは知らないと認めている（Mostaert1957：

548）。当時「白いスゥルデ」はモスタールトの観察したサガン・セチェソ●ホン●タ

ィジのスゥルデから東へ約50キロメートル離れたところにあった。モスタールトの収

集した数多くのオルドス関係の文書（Serruys1975：191－208）のなかには，「白いス

ゥルデ」祭祀に関する文書はないようである8㌧
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2．4　現在の「白いスゥルデ」の実態

「白いスゥルデ」は現在ウーシソ旗のムー・プラク9）にある0高さ13尺の鉄製の三

叉を中心に，両側を高さ9尺の小スゥルデと槍α血）でかこみ，潅木でつくった垣

内に立ててある0垣の外側にはキ・モリが1本立てられてある0キ・モリとは「空気

のウマ」，「希望のウマ」の意味である○キ・モリは・鉄器のスゥルデに雄ウマのたて

がみをつけ，チベット語の呪文を刷った布切れを掲げたものである（Sonom1984：

152－170）。

「白いスゥルデ」の外観について，旗手であるエルケセチェソの記述（Erkeseeen

1989：45－46）を要約すると，以下のとおりである。

東西一列に並んだスゥルデと槍の相互間の距離は約1尺である0中心の大きなスゥ

ルデの形としては，竿の先に鉄製金鍍金のスゥルデをつけ，スゥルデの下には木製の

円盤をつけたものである。円盤の直径は約1尺で，厚さは1寸である0円盤の外側に

白い種雄ウマのたてがみを巻き，さらにそのうえに白いフェルトを巻きつける0白い

フェルトは銅製の円環で固定させる。この円盤は「帽子」（mαJα叩）という0エルケ

セチェソが記録した他の祭祀者旗手たちの見方では，中心のスゥルデの高さを13尺に

するのは，「チンギス・ハーンが平和なときに官帳オルドの前に立てていたときから

13尺であった」伝統を守るためであるという0「白いスゥルデ」がムー・プラクの地

を離れて各地を巡回する際には，小スゥルデだけを旗手たちがもって出かける0この

際，小スゥルデは中心の大きなスゥルデの使者（eたわ・こなる0小スゥルデと槍はチ

ンギス・ハーンの9人の将軍が手にしていたので，その高さは9尺にしているとの解

釈である（Erkeseeen1989：45－46）。13と9はモンゴルにおける聖教である0「白いス

ゥルデ」の寸法は，聖数概念と結びついている。

槍の方には青色で縁とりをした幅約3尺の白い幡が掲げてあったという0この白い

幡は元来中心のスゥルデから掲げていたようであるが，現在では代わりに仏画を掲げ

ることになっている（Erkeseeen1989：45－46）。

「白いスゥルデ」の近くには1つの簡易テントがあった0なかには弓1張，赤い矢

13本，白い矢13本，古代の剣1振，鎧1領，火純銃1挺，招福用の矢（血届γα〃

∫〟椚〟）1本，それに祭祀用の文書と『紅史』，『自史』など「五色の史書10）」が保存

されていたという。火縄銃は1870年代にオルドスに侵攻した回族反乱軍を撃退するの

に使用されたものである（Erkeseeen1991：29－30）。このことから見れば，祭祀に使

用される道具と神聖視される遺品はつぎからつぎへと変化したことがわかる。
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写真1エルケセチェソが復元させた「神の肖像」

ェルケセチェソの1991年の報告によると，「白いスゥルデ」の遺品のなかにはもう

1枚古代の絵が保存されていたという。それは，幅1尺，長さ約2尺あまりの布地に

鎧甲と剣で武装した騎馬将軍を中心に，その前方には「白いスゥルデ」を手に淡黄色

のウマ（シャルガ）に跨った人物が措かれたものであった。武装人物の前後には無数

の兵士たちの行軍姿が描かれていた11）。この絵は祭祀の日にだけスゥルデに掲げてい

た。旗手たちはこの絵を「神の肖像」（burqankurug）と呼んでいた（Erkeseeen

1991‥2㌢30）。「神の肖像」と上述の「仏画」とは異なるものであった。1992年春に

私が調査していたとき，「神の肖像」は，1960年代の文化大革命のころに没収された

との情報を聞いた。1997年3月に，エルケセチェソを訪ねたところ，「神の肖像」は

ェルケセチェソらによって復元されていた（写真1参照）。

以上述べてきたように，エルケセチェソらは，歴史上の「白いスゥルデ」に関する

モンゴル人歴史家のさまざまな記録を検討しながら，「白いスゥルデ」の形態および

その祭祀を詳細に報告している。次章では，私自身の調査資料をもとに，上述の報告

資料を参考しながら，現在オルドス・ウーシソ旗にある「白いスゥルデ」について論

じたい。また，チャハル・モンゴル族を出自とするこれらの祭祀老集団に関する資料

と伝承を検討し，かれらとオルドス・モンゴルのガルハタン部との関係に注目する0

祭祀老集団を構成する父系親族集団とその職掌を整理する。
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3　「白いスゥルデ」の祭祀老集団

ォルドスでは「白いスゥルデ」をまた「チャハル部の白いスゥルデ」あるいは「旗

手たちの白いスゥルデ」と呼ぶ（Erkeseeen1989：44）0これは，旗手たちはチャハル

．モンゴル族を出自とする集団であることを表している。本章では，旗手と称するチャ

ハル・モンゴル人の歴史的背景について検討する。

3．1チャハル・モンゴル族としての出自

ェルケセチェソの報告では，旗手と称するチャハル・モンゴル人たちはチンギス・

ハーンの時代から「白いスゥルデ」を祭り，もとは大ハーンの親衛部隊ケシクの一部

であったという（Erkeseeen1991：5）。祭祀者旗手たちは八白官の祭祀老集団ダルハ

トと同じく，大ハーンから特別の恩賜ヤムレαm〟）を授与されていた人びと，すな

ゎちヤムタンであったという（Erkeseeen1991：30－31）。ヤムとは，「尊い食べ物」と

の意味である。チンギス・ハpンの八白官祭祀（Qureabilig1994；楊1995b）・チン

ギス．ハーンの末子トロイ・エジンの祭祀において，ヤムは特別の恩賜として祭祀者

に分配される（楊1997：66ひ－663）。

これらのチャハル・モンゴル人が，どのような経緯でオルドス部に組みこまれたか

についてまとまった記録はない。モスタールトは，かれらはおそらく1627年にオルド

ス部とリクダソ・ハーンのチャハル部が趨城で掛、，チャハル部が破れた際の捕虜か，

リクダソ・ハーンが西の青海地方で逝去した後，1635年にその息子エルケ・ホンゴル

が部属を率いてオルドスで後金国軍に投降した際の残留者か，といった2つの可能性

を示唆し，前者の可能性が強いとしている（Mostaert1934：39；1956：24）。一方和田

は，いわゆる「趨城の掛、」は，存在しなかったことを立論している（和田1959：

889－897）。和田の論考に森川も賛同し，チャハル部とオルドス部との関係が良好であ

り，オルドス部の支配者層は，リクダソ・ハーンのモンゴル統一事業に協力的で，衝

突したことはないと主張している（森川1990：50）。清朝側の資料によると，エルケ

．ホンゴルの率いるチャハル部が後金国軍に接収される以前，その一部の臣民は当時の

ォルドス部のリンチン・ジノンによって無断で分割されていたという。後に後金国軍

の脅迫を受けたリンチン・ジノンはチャハル・モンゴル人千戸あまりを引き渡してい

る（趨1976：14373）。

ェルケセチェンとサインジャラガルは，リンチン・ジノンに関するつぎのような民
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間伝承を記録している。伝承では，後金国に「無断で」チャハル部の一部を「分割」

したオルドスのリンチソ・ジノンは，疲弊したチャハル・モンゴル人の保護者として

登場する。つまり，王子エルケ・ホンゴルについて後金国側に下るのに抵抗した数千

人のチャハル・モンゴル人は，オルドスにある「八白宮の側」に居残り，そのなかに

「白いスゥルデ」の祭祀者たちも含まれていたという12㌔その後1649年にオルドス部

に盟・旗制度が導入された際，チャハル・モンゴル人たちはウーシソ旗旗王の管轄下

に移された。かれらはチャハル・ハラーという行政組織を形成し，4つのソム13）に

編入されていた（Erkeseeen1991：5；Sayinjirγal1992：32）0この伝承は・私がオル

ドスで調査した際も，旗手たちをはじめ，ウーシソ旗の多くのモンゴル人から聞いた0

伝承はオルドスではむしろ史実として受けとめられている14㌔この伝承のなかで・チ

ャハル・モンゴル人たちは，自分たちはモンゴル帝国の国旗「白いスゥルデ」の旗手

であること，清朝への投降を拒否し，オルドスにあるチンギス・ハーンの祭殿八白官

に精神的支援を求めて居残ったことを表明している。

ォルドス地域に居残ったチャハル・モンゴル人は，最初オルドス南部，長城のクヌ

ク・ホト（波羅墜）の北部にあるスゥルデ・イン・オライ地帯で放牧していた。スゥ

ルデ・イン・オライとは「スゥルデのある峠」との意味である。これらのチャハル●

モンゴル人は，つねに厳しい監視下にあった15㌔かれらは，最初モンゴル帝国の国旗

「白いスゥルデ」を所持していたことを厳密に隠していたという（Erkeseeen1991：5）0

康照晩年，ウーシソ旗は旗内10のハラー組織16）にそれぞれオヴォ1，寺院1，スゥ

ルデ1本を建てることになり，チャハル・ハラーもこの機会に「白いスゥルデ」を立

てて祭ることになった（Erkeseeen1991：13）。

19世紀末から漢族の大量入植を受けて，チャハル・モンゴル人たちは北へ移勤しは

じめるが，地名はそのまま残り，現在漢族らはこの地を「旗竿梁」と呼ぶ。これはス

ゥルデ・イン・オライの漢語訳である。かれらは無定河の雷龍湾に5年間ほどとどま

った後，またも漠族に圧迫されて，ついに無定河を渡り，一部はトゴトゥ，一部はシ

ルデク17）へと離散していった。トゴトゥの集団は1935年ごろにさらに北上して，ト

リの南あたりまで達し今日にいたる。「白いスゥルデ」は旗手たちと一緒に移動した0

旗手たちが長城のクヌク・ホト（波羅墜）の北側で放牧していたころ，「白いスゥル

デ」はスゥルデ・イン・オライで約200年間祭られていた0漢族の進出によってムー

．ゥスソ・タラ（楊家梁）に移り，ついで1卯2年から2年間クブン・イン・プラクにと

どまり，1904年に現在のムー・プラクに移ったという（Erkes虎en1991：5－6）。旗手

たちは1986年にふたたび「白いスゥルデ」を立て，祭祀を再開した。サインジャラガ
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ルは，現在ウーシソ掛こは約170戸の旗手がいるという（Sayin5irγal1992‥32）01991

年から翌年にかけて私が調査したところでは，旗手たちは主としてウーシソ旗南西の

トゴトゥ，ムクル・チャイダム，シ二・スゥメ寺，ムー・プラク，それに同旗西部の

シルデク，オンゴソ，ギラトなどに分布している。

3．2　オルドス地域に定着した後のチャハル部とガルハタン部との関係

チャハル・ハラーを含め，ウーシソ旗には計10のハラー組織があった。そのうち，

チャハル・ハラーとガルハタン（γarqatan）・ハラーのみが「白いスゥルデ」祭祀に

積極的に参加していた。他の8つのハラーが参加しない理由については，誰もが「満

州清朝のチャハル・ハラーに対する監視が厳しかった」ことをあげる。なぜ，ガルハ

タン・ハラーだけが特別な行動をとったのであろうか。以下では，ガルハタン・ハラー

とチャハル・ハラーとの関係について考えたい。

ガルハタンは，オルドス西部の大きな父系親族集団の1つである。かれらは現在主

としてウーシソ旗の東部と北部，オトク前旗のオルジャチ鎮周辺に分布している。ウー

シソ旗に住むガルハタン部の複数の長老は私に，ガルハタン部はもともと『蒙古源流』

の著者サガン・セチェソ・ホン・タイジの直轄の集団であったと語った。ガルハタン

部の人びとは，清朝時代ほぼそのままガルハタン・ハラーに改組された後も，自分た

ちは，サガン・セチェソ・ホン・タイジの子孫たちに統轄されていたという。

ガルハタン部についてまた別の伝承がある。それは，ウーシソ旗のガルハタン部は

旗王直属の軍隊であったという。ウーシソ旗東部に住むガルハタン部の長老によると・

1670年代ころ，ウーシソ旗の第2代旗王ダルジャイは，軍を率いてマーシソ（定辺県），

ウラーソ・タルキ（花馬池）の回族の反乱を鋲圧したあと，そのまま長城の南側で放

牧していたという。後にダルジャイ王はべ－ラ（貝勤）に昇進し，ガルハタン部は長

城の北側に移され，ジャンバ平野（現在の張家畔）からサントリー・ホト（神木墜）

の北にあるボダソまでの広い範囲内で放牧するようになった18）。この伝承は，ガルハ

タ∵／部のウーシソ旗東部，北部への移転の原田を示している。

モスタールトは，『蒙古源流』研究の序説で，その著者サガン・セチェソ・ホン●

タイジの生涯について，詳細に考察している。そのなかでモスタールトは，オルドス

の民間伝承をも参照しながら，1634年以降のあるとき，サガン・セチェソ●ホン●タ

イジの子孫はウーシソ旗北部へ移された後，ガルハタン・ハラーに編入されたと推察

している（Mostaert1956：28）。ガルハタン部とチャハル部との関係は，ある意味で

は，サガン・セチェソ・ホン・タイジとチャハル部との関係ともいえよう。
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サガン・セチェン・ホン・タイジは少壮のころ，モンゴル最後の大ハーン，リクダ

ン・ハーンに追随したことがある。『蒙古源流』の記述を見る限り，サガン・セチェ

ソ・ホン・タイジはリクダン・ハーンに非常に同情的である19）ばかりでなく，満州

族によるモンゴル支配についても著作のなかで文墨を多としない堅い原則をもってい

る（Mostaert1956：25－27）。モスタールトの研究にそって，当時のモンゴル全体とオ

ルドスの情勢を見てみよう。チンギス・ハーンの八白官は1632年リクダン・ハーンに

よって西の青海へ移されているが，リクダソ・ハーンの死後1634年に，オルドスへ返

還されている。1634年から1635年にかけて，リクダソ・ハーンに追随していたチャハ

ル部はつぎつぎとオルドスを通って後金国へ投降していく（Mostaert1956：20－21）。

モスタールトの分析どおり，サガン・セチェン・ホン・タイジのような由緒ある貴族

にとって，異民族に支配されることに無関心ではいられなかったにちがいない

（Mostaert1956：27）。

サガン・セチェン・ホン・タイジは，オリドス部の著名なリーダー，ホトクタイ・

セチェン・ホン・タイジ（154ひ－1586）の長子，ウルジイ・イルドゥチ・ダルハン・

バートルの長孫である。清朝による盟・旗制度がオルドスで確立された際，ウーシソ

旗の長官ジャサクに選ばれたのは，名門出身のサガン・セチェン・ホン・タイジでは

なく，ホトクタイ・セチェソ・ホン・タイジの弟で，政治力のないブヤソダラ・ホラー

チ・バートルの曾孫エリンチソである。和田は，サガン・セチェン・ホン・タイジは，

リクダン・ハーンに好意を表したため清朝の信頼を失い，ウーシソ旗の王位は，別の

系統に移ったと見ている（和田1959：721；746）。森川は，清朝のこうした選定政策

は，サガン・セチェソ・ホン・タイジの心情に影響を与えたかもしれないと指摘して

いる20）（森川1990：62－63）。

私は，「白いスゥルデ」祭祀がオルドスで再開されてからの，サガン・セチェン・

ホン・タイジの子孫が率いるウーシソ旗のガルハタン・ハラーの祭祀への約300年間

にわたる継続的な参加に注目している。現在のところ，このガルハタン部と「白いス

ゥルデ」祭祀との関わりに関する資料は見つかっていないが，とても偶然の一致とは

考えられない。以上の理由により私は，サガン・セチェン・ホン・タイジは，オルド

ス地域に流転してきた「白いスゥルデ」の存在を知っていたと想像する。リクダン・

ハーンに追随していたかれは，当然，チャハル・モンゴル族の事情にも精通していた

にちがいない。チャハル・モンゴル族の栄枯盛衰を見てきたサガン・セチェン・ホン

・タイジは，大ハーンの「白いスゥルデ」を知らぬはずがない。

「白いスゥルデ」は以上のような特殊な歴史的背景のもとで，オルドスにおちつい

14さ



楊　モンゴルにおける「白いスゥルデ」の継承と祭祀

た。そのため，「白いスゥルデ」祭祀と政治との関わりは微妙なものであった。たと

えば辰年における「血祭」（4．2参照）は旗王の印璽つきの公文書を得て，ハラーとソ

ムの長官らが協力して開催される。祭祀に使用されるヒツジの丸煮として，毎年旗王

の家畜群からヒツジを4頭徴収することになっていた（Erkeseeen1991：19；34）。祭

祀活動はチャハル，ガルハタンの両ハラー内だけでおこなわれることとし，旗王はこ

れに参加しないしきたりになっていた。旗王がチンギス・ハーンの八白官祭祀に積極

的に参加するのと比べれば，「白いスゥルデ」への対応は慎重すぎる。これについて

は，以下のような解釈ができる。それは，祭祀が秘密裏に再開したと伝えられている

康照晩年には，すでに内・外モンゴルのほぼ全体が清朝の支配下に置かれていたが，

清朝のモンゴル族に対する警戒は緩和していなかったであろう。おそらく，旗王はこ

の「白いスゥルデ」祭祀の意義を十分認識したうえで，清朝政府への配慮から祭祀へ

の積極的な介入を避け，祭祀の規模も限定したものと考えられる。大ハーンの「白い

スゥルデ」の存在とその祭祀の再開は，清朝の懐疑をかうことになる。

3．3　チャハル部内の父系親族集団とその職掌

「白いスゥルデ」の祭祀に携わる人たちは，総じて旗手（叫直）と呼ばれる。旗

手はさらに複数の父系親族集団から構成されている。エルケセチェンは，「白いスゥ

ルデ」の祭祀者は，モンゴルの各集団から集められた人びとで，本来はさまざまな父

系親族集団からなっていたが，いまはほとんどがその祭祀職掌名を父系親族集団名に

しているという（Erkeseeen1991：30－31）。私が調査していたころ，かれらの父系親

族集団名について訪ねると，まず旗手と答える人が多く，さらに質問を続けると旗手

のなかの某父系親族集団であると明かす者が多かった。現在では旗手を父系出自とす

る意識はかなり定着している。

3．3．1父系親族集団（oboγ）

エルケセチェンは，ウーシソ旗には，リクダン・ハーンに追随していた10いくつの

父系親族集団が残留したという（Erkeseeen1989：4㌢50）。一方，サインジャラガル

は具体的に以下の父系親族集団名をあげている。それはホイト（K6id），テレソグー

ス（TBl也ngg也S），ヤソガート（Yangγaγad），シニト（Sined），オンニュート

（Ongniγud），シャルガ・アジャラガタン（Sirγ－a Ajirγatan）などである

（Sayin5irγal1992：32）。サインジャラガルは，ほかにもいくつかの父系親族集団名

をあげているが，いずれも職掌を表す「チ」か「チン」が語尾としてついていること
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から，それらは本来の父系親族集団名ではなく，職掌として存在したと考える方が妥

当であろう。各父系親族集団について，エルケセチェソもサインジャラガルもこれ以

上詳しいデータを提供していない。以下では，主として私の調査で得た資料をもとに，

チャハル部内の各父系親族集団について述べたい。

1）ェルクート（Erkeg舶）：この集団については，モスタールトの詳しい報告が

ある（Mostaert1934：1－20）。また，近年では同集団出身のボーシャンによる調査が

ある（Bou岳an1988）。

モスタールトは，エルクート部の人たちがヨソルソという十字架を祭り，バクシ

伽γ∫f）という祭祀者が存在し，「洗礼」と思われる儀式をおこなうことから，かれ

らを元代のネストリウス（景教）教徒「也里可温」であると主張している

（Mostaert1934：ト20）。この件に関するモスタールトのインフォーマントは，ウーシ

ソ旗トリ地域に住むガルマバンザル1人であった。インタヴューは北京でおこなって

いる。モスタールトによれは，ガルマバンザルはエルクート出身であるという

（Mostaert1934：3）。私が複数のエルクート部の長老に確認したところ，ガルマバン

ザルがェルクート部の出身であったという確実な証拠を得ることはできなかった。

モスタールトは，エルクートがネストリウス教徒であったことを証明するため，つ

ぎのことをあげている。それは，エルクート人はチンギス・ハーン祭祀を主宰するダ

ルハトに嫌われていたため，「八白官」の祭祀用品を徴収して歩くダルハトの姿を見

ると逃亡し，なるべく衝突しないようにしていたという。また，一般のモンゴル人か

らも「黒い骨のエルクート」，「悪いエルクート」と呼ばれていたという（Mostaert

1934：6）。

ボーシャンの報告によると，現在でこそ文語としてErkeg也dとつづるが，本来は

ね曙伽に複数形房d（〟d）をつけてできたものであるという（Bou畠an1988：ト2）0

拘増加あるいは拘曙房dは，確かに元代のネストリウス（景教）教徒「也里可温」

を表現したつづりであるかもしれないが，か極砧が拍吻相に由来するとの説明は，

証拠不十分である。

私は，オルドスのエルクート人がネストリウス教徒であったという説に疑いをもつ0

ェルケとは，モンゴル語で「特権」や「愛しい」を意味し，エルクートとは「エルケ

をもつ者」の意であろう。モスタールトも記録しているように，エルケは「特権を有

する人」または，「最愛の」との意味で人名にも用いる。エルケということばは，爵

号にも使用された。たとえは『蒙古源流』の著者サガン・セチェソ・ホン・タイジは，
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ジノンから「巻狩の際に中央を進む」ことができる，という意味のエルケ・セチェソ

．ホン・タイジの爵号を授けられている0この場合のエルケとは「独立自主」の意味で

ある（Mostaert1956：22－23）。

ェルクート部はリクダン・ハーンについてオルドスに来たという伝承をもち，清朝

のころはチャハル・ハラーに所属していた0毎年旗王にヒツジ1頭を納めるだけで・

その他の税金は免ぜられていた（Bou畠an1988：6）。かれらには旗手たちの主宰する

「白いスゥルデ」の祭祀に参加する義務があった。

ェルクート部の特権エルケは，「也里可温」の歴史的背景に由来するのか，それと

も「白いスゥルデ」の祭祀者集団の一部として，チンギス・ハーンの祭祀者ダルハト

と同じように特権エルケを与えられたのか，さらに研究する必要を感じる21も

ェルクートは1860年代までは，長城のタール・ホト（鋲靖墜）の北，クヌク・ホト

（波羅墜）あたりで放牧していた。同治年間（1862－1874）の回民反乱の被害を受け，

ィダム湾へ一時避難した後，ウーシソ旗無定河南岸のシャラ・タラへ移って放牧して

いたという。今世紀初頭，漢族の進出で放牧地が占領されると，無定河を渡って一部

はスゥスハイへ，一部はシニ・スゥメ寺，トリへと分散していった0

ェルクート人の漢字姓は「王」で，「特権」エルケにちなんで採用したという。

2）シャルガ・アジャラガ（Sirγ一aAjirγ－a）：サインジャラガルはシャルガ●アジ

ャラガタンとしている（Sayin5irγal1992：32）0「タン」は複数を表す接尾辞である0

シャルガは「淡黄色のウマ」との意で，アジャラガは「種雄ウマ」である0この集団

の一部の人たちは私にシャル・アジャラガ（黄色い種雄ウマ）とも表現していた。特

定種頬の家畜を表す名詞を父系親族集団名とするのは，先祖の従事していた経済活動

と関連するとの見方もある（Serji1993：52）。「種雄ウマ」の放牧者であったなら，

職掌を表す「チソ」がつくはずである。モンゴル族はとりわけ淡黄色のウマを珍重し・

チンギス・ハーンの八白官の1つ，手綱の自官は，チンギス・ハーンが騎乗していた

とする8匹の淡黄色のウマの「転生」を祭っている（Sayinjirγal＆岳araldai1983：

274－275）。「八脚の白いスゥルデの祭祀」という文書には「九匹の淡黄色の種堆ウマ

の尻尾で，八脚の白いトゥクを造って立てる」（yね伽∫叶α頑叩〃Ⅷ昭弘かeち

Ndimankdltubarantuγ－LBqyiyulunqadqybL）とある（Rintchen1959：72）0接尾辞

「チソ」がないことを考え併せると，シャルガ・アジャラガという集団の職能は，な

んらかの「種堆ウマ」の象徴性をもっていた集団か，垂れ房など「白いスゥルデ」の

装飾品を調達する集団であった可能性がある。

かれらはかつて，「白いスゥルデ」の祭祀において，各種祭詞を唱えるバクシ役を
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つとめていた。シャルガ・アジャラガ部の漢字姓は「馬」である。

3）シニト（SinidあるいはSiniedd）：私はこの集団出身のセルジンガ老（1992年

当時74才　写真2）にインタヴューできた。かれによるとシニトは世襲制の箭簡士ホ

ルチをつとめていたという。

4）テレングース（T山dngがS）：テレングートともいう。私は，この集団につい

て記述するとき，非常に慎重な態度をとる必要があると思う。サインジャラガルとシ

ャラルダイによると，オルドスの各旗に居住するテレングースと称する父系親族集団

のもっとも大きな特徴は，その内部におけるドーダーチン（（ねγ〟（ねγ～加）と称する「雷

をよぶ」特別なシャマン集団の存在である（Sayin5irγal＆岳araldai1983：455）。「白

いスゥルデ」祭祀にもドーダーチンという職掌がある。このドーダーチン職をつとめ

る人がテレングース部の出身かどうか，私はついに確認できなかった22㌔

5）ヤソガート（Yangγaγad）：ヤソガートの語義は不明である。ハンフリーによ

ると，ブリヤート・モンゴル族のなかにヤングート（Yangut）というクランがある

（Humphrey1979：239）。語義は解明されていないが，オルドスのヤソガートと一致

するのではないかと推察される。モスタールトは，「白いスゥルデを祭るヤンガート

部の人」と書いている（Mostaert1942：598）が，それ以上の言及はない。現在はウー

シソ旗のトリ地域，ムー・プラク地域に約10数戸が確認されている。かれらは，モン

ゴル最後の大ハーンであるリクダン・ハーンの属民であったと自称している。

ヤンガート部は，北京から独自の「神」をもった1人がハルハに行き，ヤンガート

部の祖先になったという伝承をもつ。ただそれがいつの時代かはまったく分からない

写真2　シニト部のセルジンガ老
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という。また，先祖が「白いスゥルデ」の祭祀用品を窃盗した「罪」から・「白いス

ゥルデ」の祭祀において，代々ジョリク001iγ）の役を担当することになったという0

ジョリク（またはジョリダスjoliyadasu）とは，「身代わり」や「鬼」，「替罪羊」を

意味する（4・3・3参照）0いわゆる「窃盗による罪」で祭祀者にされたというモチーフ

は，チンギス・ハーンの八白官祭祀における「黄金のウマつなぎ」役も同じである〇

八日官祭祀では，この「黄金のウマつなぎ」役をつとめる人は，足を地中に埋められ

る。参拝者たちはその足元に金銀頬を捧げる（Sayinjirγal＆畠araldai1983：143－144；

215－216）。ヤソガートが身代わりジョリクをつとめる際も，参拝者はかれに金銀頬や

網などを与える。両者とも「窃盗の罪」を犯して祭祀者にされたというよりも，むし

ろ「略奪の自由をもつ」特権的な祭祀者であると見た方が適切であろう。ヤソガート

は「白いスゥルデ」の専属祭祀者集団の一部であるだけでなく，旗手たちの従者であ

ったとも伝承されている。

ヤソガートは現在，語頭のYangを表す「楊」という漢字姓を使うようになっている。

現段階で私が直接に確認し，インタヴューできた父系親族集団は以上の5つである0

ボーシャンは，「白いスゥルデ」の旗手たちはすべてエルクート出自であったろうと

いう（Bou岳an1988：26）。ボーシャンのこの推察に賛成できる点と，賛成できない

点がある，と私は思う。旗手たちは特権エルケをもっていたという点で賛成し，かれ

ら全員がネストリウス教徒「也里可温」であったかどうかには，疑問が残る。

テレングースという集団名は『モンゴル秘史』に見られる。ヤソガート，シャルガ

・アジャラガ，シニトなどの父系親族集団は，「白いスゥルデ」の祭祀活動において重

要な役命を担っており，特殊な祭祀職掌と深い関わりをもつ集団である。「白いスゥ

ルデ」祭祀に携わるこれら父系親族集団の性質から，「白いスゥルデ」にはかつて組

織的かつ複雑な祭祀体系が存在したことは認められよう。

これらの集団に共通した特徴は，いずれも旗手と自称していることである。旗手と

は，一職掌の名称である。チンギス・ハーンの八白宮と軍神「黒いスゥルデ」の祭祀

者集団ダルハトのなかにも旗手職掌が設けられている。旗手と称する祭祀老集団は，

本来はもっと多くの父系親族集団から構成されていたが，歴史的変遷のなかで，固有

の父系親族集団名が忘却されたのであろう。

祭祀老集団のなかで，現在エルクートと称する人びとは一部免税の特権を与えられ

ていた。また，旗手をつとめる人は結婚式の際，一般のオルドス・モンゴル人のよう

に花嫁の実家へ出迎えに赴く（Qasbiligtu1984：10－19）ことはせず，親類の者か兄
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弟が代わりに行くことになっていた（Erkeseeen1991：32）。これは，チンギス・ハー

ンの直系子孫タイジと同類の特権である。「白いスゥルデ」祭祀に関わるすべての祭

祀老集団が他にどのような制度的な特権を保持していたかは，現在では確認できない。

「白いスゥルデ」の祭祀者集団と，チンギス・ハーンの八白官と軍神「黒いスゥル

デ」の祭祀を維持するダルハトの父系親族集団とを比較すると，両者のあいだに大き

な差異が存在していることがわかる。ダルハトのなかの父系親族集団名は，『モンゴ

ル秘史』などに登場する歴史上の有力な部族名と一致するものが多い（楊1995b：

2㌢34）。現在でもダルハトはチンギス・ハーンの親衛部隊ケシクの子孫，英雄功臣ら

の子孫を名乗る。それを証明する家系譜も所持している（Suyul1992：46－71）。ダル

ハトは，「自由の民」たる「ダルハソ」の称号を前面に出して誇示している。一方，「白

いスゥルデ」祭祀に携わる祭祀者は「旗手」と称するが，かれらにどのような制度的

な特権が与えられていたか，現在でははっきりしなくなっている。

3．3．2　祭祀職掌

つぎに，エルケセチェンの報告（Erkeseeen1991）を参考にして，旗手集団内の諸

職掌を見てみよう。

1）旗手（tuγei）：スゥルデを守る人びとである。かれらは祭祀のときだけでなく，

ふだんからスゥルデに香を捧げ，スゥルデを立ててある祭殿の清掃，祭祀用品をみず

から調達する義務をもつ集団である。祭祀の日には，鞭を手にもち，儀礼の進行を監

督する（Erkeseeen1991：31）。

2）シルビチ（silbiei）：シルビとは「白いスゥルデ」の竿のことである。シルビ

チは，祭のときにスウルデの竿をもち，みずからが竿を演じる人びとである。「白い

スゥルデ」の「血祭」において（4．2参照），シルビチ9人がスゥルデを担ぐ儀礼があ

り，これによって「白いスゥルデ」の「9脚」を形成する（Erkeseeen1991：32）。ボー

シャンは，シルビチは世襲の職掌であったという（Bou岳an1988：23）。

3）ハラ・バクシ（qar－abaγSi）：祭詞を朗唱する人のことである。ある旗手は私

にバクシは本来世襲の職掌であったが，後に文字の読める人を任命することが多くな

ったと語った。

4）ホルチ（qorei）：箭筒士のことで，スゥルデを守る武人である。巡回に出かけ

る際，弓矢で武装して護衛にあたる。

5）ウーラガチ（urγaei）：ウーラガとは，ウマ捕り竿のことである。「白いスゥル

デ」の祭祀において，祭祀に使用されるヒツジは手で捕まえることを禁じており，す
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べてウマ捕り竿で捕獲する。ウーラガチとは，祭祀用のヒツジをウマ捕り竿で捕まえ

る人を指す23）。「白いスゥルデ」が巡回に出かけるとき，およびその「血祭」のとき

に，スゥルデよりも必ずウーラガがさきに出発する。ウーラガが動かない限り，スゥ

ルデは動かないとされる（Erkeseeen1991：33）。

6）イルガイチン（yarγaeinあるいはyariγaein）：屠殺手との意味で，祭祀用のヒ

ツジを屠殺し，解体する人のことである。

7）シレーチソ（siregeein）：シレーとは供卓の意味である。シレーチンは祭祀用

のヒツジなどを料理する人である。

8）ガブシグーチソ（γabsiγuein）：「血祭」のときにヒツジの血をスゥルデに振

りかける人である。

9）ジョリク（joliγ）：ジョリクはまたジョリダス（joliyadasu）とも呼ばれる。こ

の役は世襲制で，もっぱらヤンガート部出身者がつとめる（4．3．3参照）。

以上あげた「白いスゥルデ」の職掌を，チンギス・ハーンの八白官と軍神「黒いス

ウルデ」の祭祀老ダルハトの職掌と比較すると，つぎのような差異がある。

第1，旗手のなかの祭祀職掌は，チンギス・ハーンの八白宮と軍神「黒いスゥルデ」

の祭祀者ダルハトの職掌に比べて比較的に構成が単純で，数も少ない。『十善自史』

は，八白官と軍神「黒いスゥルデ」祭祀の理論的根拠とされており，当然それに記録

してある祭祀者たちの爵号は，八白官祭祀を運営するダルハトたちの爵号と一致する

ところが多い。これに対し，「白いスウルデ」祭祀に従事する祭祀者集団の諸職掌の

うち，『十善自史』に記録のある祭祀職掌と一致するのは，旗手とバクシのみである。

第2，ダルハトはかつて18のケシクに組織されていた（楊1995b：32）。ケシクと

は歴代大ハーンや諸王たちが組織した特権的，政治的親衛軍団である。ダルハトたち

は，ケシクに基づいて組織されているため，かれらの特権性と政治性がみごとに反映

されている。

第3，ダルハトたちは，チンギス・ハーンの八白官祭祀において，チンギス・ハー

ンから授与される「黄金の恩賜」（α加〃J∂g曙eJ）を受領することを演出し，チンギス

・ハーンとの強烈な連帯意識を誇示する（Sayinjirγal＆岳araldai1983：103－104；

419－420；楊1995b：2！ト31）。ある祭祀者集団がダルハトかどうかを識別するにあたっ

て，大ハーンから恩賜ヤムをもらっているかどうかが判断材料の1つになった

（Sayin5irγal＆岳araldai1983：455）。エルケセチェンは，自分たち旗手も大ハーンか

ら恩賜ヤムを与えられる立場にあったと主張している（Erkeseeen1991：30－31）が，
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「白いスゥルデ」祭祀において，恩賜ヤムを授与する儀礼は，現在おこなわれていな

い。

4　「白いスゥルデ」の祭祀

「白いスゥルデ」祭祀は約30年間中断されていたため，祭祀の実態を完全に復元す

ることは難しい。近年相次いで公開された調査報告にも，異なる記述が目立つ。本章

では，供物ジュマとそれをあつかう祭祀職掌ジョリクに注目する。また，新しく見つ

かった祭祀テキストを呈示することによって，祭祀の二重構造の実態究明を試みる。

4．1祭祀の期日と名称

ェルケセチェンとサインジャラガルのあいだでは，「白いスゥルデ」の祭祀期日と

名称に関する記述に差異が見られる。

ェルケセチェソの1989年の論文によると，「白いスゥルデ」には年に5回の「大祭」

があるという。それは，正月3日の「乾いた食品と茶の祭」（q町〟mf∫0γ－〟〃誠ザ如

才町〟γ〃），オルドス暦24）の8月（陰暦5月）3日の「夏の湖の盛宴大祭」（カか〟

〃叩〟用〃γe如〃町f川〝J町〃γ〃），オルドス暦の9月（陰暦6月）3日の「雄の仔ヒ

ツジの大祭」（〟γ〟Ⅳγ一〃〝γe如J町〃γ〃），オルドス暦10月（陰暦7月）3日の「ヒツ

ジの丸煮による秋季大祭」（〃αm〟r－〟〃∂（なe∫なお伽－〟γe如J町〟γ〃），オルドス暦のホ

ビ月（陰暦10月）3日の「収穫祭」（∫ir曙eq〟r如／叩り加J叫fJγ－α）の5つである。そ

のうち，もっとも重要な「夏の湖の盛宴大祭」には，チャハル・ハラーに加えて，ガ

ルハタン・ハラーが積極的に関わることになっていた（Erkeseeen1989：47）。

ェルケセチェソは1991年の報告で，さらに詳しい情報を提供している。それによる

と，毎年の祭祀はまず正月の「新年詣で」（∫〃e如r桓〟）からはじまる。旗手たちは，

正月1日の早朝，「五畜の足跡が眼に映るようになる」ころ，「白いスゥルデ」のもと

に集まり，新年を迎えるために用意した各種食料を供物として捧げ，「儀礼用の絹ニ

ソダルの祈頑」（〃血血r－〟〃血叩dqd），「灯明の祈頑」（みねザ血血叩d卯J），「振りま

きの祈頑」（∫α～〟ト〟〝血叩（ねαJ），「祭祀の祝詞」（Jα桁／γ一αヅ加か〟geJ），「白いスゥルデ

の献香」（ね叩〃∫ガ肋ザ加∫α〃g）などが唱えられる。「夏の湖の盛宴大祭」は，「夏宮

地の大祭」（カ∫α加g－〟〃γebJ町〟γ〃）または「乳製品祭」（∫叩α肋J町〃γ〃）とも呼

ばれる。「雄の仔ヒツジの大祭」はまた「仔ヒツジ祭」（q〟用叩〃J町中－α）ともいう。

ホビ月の「収穫祭」は，「冬の皮綱大祭」（eみ甜一助タがαmα〃γe如J町fJγ－α）または「冬
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宮地の大祭」（ebu的′en－Ziyeketqyily－a）ともいう（Erkeseeen1991‥14－15）。

ところが，サインジャラガルは，上述のエルケセチェンの報告を引用しながら，か

なり異なる見解を示している。モンゴル帝国の「白いスゥルデ」の祭祀には，「日祭」

（e血「伽J正〟㌣わ，「月祭」（∫αrαザ′〃J虎〟叩），「中条」（加叩－αJ虎〃叩），「大祭」

レe加わ揖Jγ－α）の数種類があるという。そのうち，「日祭」とは，旗手たちが毎朝早

朝におこなう清掃，献香などの儀礼であるとする。この際，「スゥルデの献香」

（∫〟肋ザ加∫α〃g）を唱える。「月祭」とは，毎月2日，16日に灯明と香を献上し，宝

螺と銅鍵を演奏する祭である。「中条」には，正月1日の「乾いた食品祭」，正月3日

の祭祀，5月3日の「夏宮地祭」，6月3日のチャハル・ハラー第2ソムによる祭祀，

7月3日のチャハル・ハラー第3ソムによる祭祀，10月のチャハル・ハラーのジュル

ジャガ・ソムによる「冬の祭祀」などがある。大祭とは，辰年の「血祭」（doγ裏γ〟7－

q〟）を指し，また「垂れ房に櫛けずる祭」（舶g房J誠g沈〟J虎〟叩）ともいう

（Sayinjirγal1992：33－36）。サインジャラガルの記述から，チャハル・ハラ，の各ソ

ムほ，それぞれ異なった祭祀を分担していたことがわかる。

ェルケセチェソとサインジャラガル両氏の記述は，それぞれ祭祀の一部を断片的に

とりあげているようなところがある。個々の祭祀名に関して記述が異なるのは，各々

のインフォーマントからの情報によるのであろう。

4．2「白いスゥルデ」の「血祭」

「白いスゥルデ」は，12年に1度の辰年ごとに，「モンゴル族の威勢を強め，敵の

勢いを圧する目的」で「血祭」をおこなう。エルケセチェンによると，まず，旗王の

許可を得てから吉日を選び，「白いスゥルデ」にヒツジの丸煮1つを献上，紙に描い

た長髭の人物像を的にして，箭簡士がそれを矢で射抜く（Erkeseeen1991：19）。ある

旗手の話では，かつて箭簡士は生きた人間を標的にしていたという。この後シルビチ

職が小スゥルデを手に白い種雄ウマに乗り，ウーラガチン職，旗手らに守られながら

南東に向かって出発し，太陽の運行方向にしたがって，チャハルとガルハタン両ハラー

の各家をまわる。各家は1頭か3頭，あるいは9頭のヒツジを献上する。ヒツジを献

上する際は，かならず白いフェルトを同時に捧げることになっていた。それが「9の

9」すなわち81頭に達し，房の取り換えに使用する白い種雄ウマのたてがみなどがそ

ろうと，「白いスゥルデ」はそれまで祭られていたムー・プラクの地にもどる。

「血祭」は，陰暦10月3日の辰刻に始まる。軍神「黒いスゥルデ」の場合と異なり，

女性たちも遠方から参拝することが許される。モンゴル族以外の者は排除される。シ
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ルビチ職らは，「白いスゥルデ」を肩に乗せて片足跳びしながら外垣を時計回りに（太

陽の運行方向と同じ）3回まわる25㌔　この際，供卓のうえには酒を混ぜたヒツジの血

が供えられる。旗手の■1人が鞭を手にしてこの血を守る。エルケセチェンは，これは

人びとがそれを奪って畷るのを防ぐためであるという（Erkeseeen1989：48）。この血

は，「白いスゥルデ」をふたたびもとのところに立てた後に3人の旗手が飲むことに

なっている（Erkeseeen1989：49；1991：25）。ある旗手によると，「血祭」において，

参加者はすべてこの血を畷ることを願っているという。血を奪って畷り飲むことに，

「血祭」に参加した意義を兄いだしているのであろう。

「白いスゥルデ」が外垣を1回まわるごとに，ガブシグーチソ職が切りとったヒツ

ジの頭に血をつけ，スゥルデに向かって3回振りかける。ついで，バクシ職が大声で

以下のことばを朗唱する（Erkeseeen1991：23－24）。

g〝eed〟′一助e〃eねγ一山

この日，このとき

叩（ね叩抽（お山fヅ加derde如

大海の彼方に

叩叩〟〝α〝か〟Je作カgイ房

出る太陽の方向に

erかe〃∫〟か一g房

まだら足で

e曙也が〟ねγα〃〟川γ〟7－g〟

むき出した赤い唇をした

e曙Jg〟〟e〃ggeトJ房

左前に服を着た

e e∫助川α血叩一拍

麦わら帽子をかぶった

pJm〃gCαγα〃∫叫の′付〟

ばかでっかい白い靴をはいた

∂α叩用〃〆の－〟〝JoJoγalOrOγu

くそったれの頭のうえに

∫i鹿eor新作αdJor桁毎

残灰を捨ててくるように
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「白いスゥルデ」が外垣をまわるとき，旗手たちは「北ハソガイ・アルタン・テべ

シェ地方へ帰るよ」と繰り返し叫ぶ0シルビチ職が参拝者全員を率いてひざまずき，

「輝かしい聖なる白いスゥルデよ，引きつづきわれらと一緒にこの地にとどまるよう

に」と祈麻する0ここで旗手たちが口にする北ハソガイは，モンゴル高原でもっとも

健れた放牧地帯で，モンゴル族発祥の地の1つと伝承されている0吉田の説では，ハ

ソガイということばは，モンゴルの代表的な地理地帯を表す重要な用語であるという

（吉田1980：238－241）。旗手たちの説明では，リクダン・ハーンが逝去し，旗手た

ちが厳しい政治環掛こおかれていた歴史がある0直接リクダソ・ハーンの名を口にす

ることができなくなったため，ハソガイという地名をもって大ハーン名に替えた0こ

れは，「大ハーンのもとへの復帰」を暗示するものであるという。

私は，「北ハソガイへ帰る」という儀礼は，「白いスゥルデ」祭祀の一連の儀礼のな

かで，おそらくもっとも古い要素の1つであると見ている。北アジア・中央アジアの

歴史上，モンゴル高原のもっとも豊かなハソガイ地帯を制する者はモンゴル高原を制

覇することができた。モンゴル帝国の首都カラ・コルムもこのハソガイ地帯にあった0

「北ハンガイ」への儀礼的な回帰は，大ハーンに追随する「白いスゥルデ」の「都へ

の凱旋」を意味するものであろう。一万，7ルタン・テベシェエ27）は，アラシャン

地域に近いアラク（賀蘭）山の一支脈で，オルドス・モンゴル部がいまのオルドス地

域（黄河の湾曲地帯）に定着する以前の放牧地であった（Mostaert1956：2－3）0アル

タン．テべシェを口にするようになったのは，オルドス部からの影響であろう。

サインジャラガルは，「白いスゥルデ」はオルドス地域で祭られて数百年間たった

ため，ダルハトたちの主宰するチンギス・ハーンの軍神「黒いスゥルデ」祭祀の影響

が濃厚であると指摘している（Sayinjirγal1992：33－35）。確かに両者の「血祭」にお

いて，スゥルデに向かって血を振りかける儀礼や唱えられる祭詞はほとんど同じであ

り，祭祀の目的と運営にも共通した要素が見られる。それは「黒いスゥルデ」からの

影響というよりも，スゥルデあるいはトゥクの祭祀に共通して存在した儀礼であろう0

「血祭」は，1940年（庚辰）におこなわれたきりである0旗手たちが1988年（戊辰）

に「血祭」を再開しようとしたが，政治的理由で実現できなかったという0

4．3　供物ジュマをあつかう職掌

「血祭」において，バクシ職が祭詞を唱え，3人の旗手が血を飲んだ後，「ジョリ
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クを出す」儀礼が始まる。この際箭簡士は，30歩先につないであった白いヒツジを弓

で射殺し，屠殺手イルガイチンが2個の腎臓を摘出してヤソガート部出身者の両手に

握らせる。ヤソガート部出身の者は，ヒツジの胴体を抱えて南東方向へ出発する0そ

の際，箭筒士たちはあとを追うふりをする0この儀礼を「生きたジョリクを出す」

（αmfdカ7両γ叩叩〟）という0儀礼におけるヒツジをジュマ励m－α）またはジュル

マ励触れジュルム励血〟）といい・腎臓を握りもって出発するヤソガート部の

出身者をジョリクという0以下では，供物ジュマと特殊な職掌ジョリクについて検討

する。

4．3．1文献に見る「ジュマ宴」

元朝時代の資料に，ジュマは「詐馬」の形で表れる0箭内は論文「蒙古の詐馬宴と

只孫宴」のなかでジュマ（詐馬）をとりあげている（箭内1930：945－956）0それは

元代の詩人周伯埼の詩「詐馬行」と楊允字の詩「滞京雑昧」のなかの記録を考察した

ものである。周伯埼はその詩序のなかで「……（前略）名此日只孫宴0只孫華言一色

服也，俗呼日詐馬延」と記している（楊家路1967）0ここで周伯埼は「只孫」を漢語

（華言）の「一色服」すなわち「同じ色の服装」であるとしている0また・元朝のこ

ろ，「只孫宴」を俗に「詐馬延」と呼んでいたことがわかる0「只孫」はまた「質孫」

とも表記され，『元史』には「質孫，漢言一色服也，内延大宴則服之」とある（宋

1992（76）：1938）。箭内は，「只孫は質孫とも書く，蒙古語Jisunの音詩で，その義は

色である。宴合列席者が同一色の服を用うる所から，その服を只孫衣といひ，その宴

を只孫宴といったのである」と解釈している（箭内1930‥947－948）0

箭内はさらにマルコ・ポーロの所伝を用いて論証したあと，「要するに，凡そ宮中

の大宴で，それに参列する大官が同一色の薩服，即ち所謂只孫衣を著用する場合には，

それが新年宴合でも聖誕節祝宴でも，又は新帝即位の大宴でも・均しく只孫宴と稀せ

られたもの，少なくとも稀せられた筈である」と結論している（箭内1930：951）0

箭内は，「只孫宴」を俗に「詐馬延」と呼んでいたことに懐疑的な態度を示し，こ

れを周伯埼の誤解であるとしている（箭内1930：947）0箭内は，清朝の乾隆皇帝の

御詩など清朝時代の資料でジュマ（詐馬）を説明しようとする0乾隆皇帝は元代詩人

のいう「詐馬」は「競馬」の意味であると独断している0箭内もこれに迎合し「帝の

言ふ所が正しいであらう。……（中略）詐馬は幼童の競馬に外ならぬ……（以下略）」

という（箭内1930：952－953）。しかし，箭内の依拠する乾隆皇帝の御詩自身に大き

な問題がある。偶然にもジュマを漢字で「詐馬」と表記しただけで，ジュマの「マ」
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は「鳥」とは無関係である。

節内の「只孫」に対する研究は評価すべきである0「只孫」とは元朝の皇帝から下

賜された服装のことで・着用者の政治的地位を示すものであろう0箭内の指摘どおり，

「只孫宴」を親衛ケシクタンが皇室より受けた寵遇の一例（箭内1930：950）と理解

できよう。一方，「詐馬」は宴会定席において出される主要な「食べ物」で，「只孫服」

と同じく皇帝より受ける「寵遇」である0「只孫宴」は服装からの名称で，「詐馬延」

は食べ物からの名前である。

節内の誤解には韓儒林も言及している0韓儒林は，箭内は「詐馬」の「馬」という

漢字と乾隆皇帝の詩に惑わされたと指摘し（韓1982：249），「詐馬」はベルシア語の

「衣服」を意味する廊椚α　に由来するとし，これによって「只孫」も「詐馬」も同

一の意味で，両者とも衣服を指すものであると結論している（韓1982：252）0

箭内の誤解と韓儒林の強引な説は，近年否定されている。ナクイサインクはジュマ

を「競馬」とする箭内説，衣服とする韓儒林説を否定したうえ（Naγuyisayink也也

1988：132－137），元代皇帝の飲食を記録した『飲勝正要』にある「柳蒸羊」もジュマ

の一種であるとする（Naγuyisayink弘也1988：138）。ナクイサインクは『十善白史』

と「聖なるノヤソたちの宴の至上の賜物の創造者たる2才ヒツジの赤裸のジュマ」

（助γ血〃叩血叩Orfm－〟叩αm町∂e鹿一日励房弼～り∂J〟geqo〃れ〟〃伽g励みm－α）と

薦する文書資料（Altanorgil1986：25－29）を主な根拠に，『十善自史』にある「四季

大宴」（戯′∂e〃ねγ－〟〃qOr血）はすなわち「国家大事」としての「詐馬宴」（カm－α

qorim）であったと主張している（Naγuyisayinkd也1988：141）0

以上の諸説から，ジュマ（詐馬）は，元代皇帝の献立にものぼり，列席者が皇帝か

ら下賜された同一色の服をまとって出席する「只孫宴」にも定席を飾った「尊い食べ

物」であったと推定できよう。「只孫服」もジュマも元朝皇帝からの特別な恩賜であ

ったと理解しても差し支えないであろう。

私は，チンギス・ハーンの八白官の祭祀老ダルハトからの情報と，サインジャラガ

ルとシャラルダイの『黄金オルドの祭祀』とを資料に，チンギス・ハーン祭祀の政治

構造について論じたとき，チンギス・ハーン祭祀は『十善自史』にある「四季大宴」

を理論的背景にしていると主張した（楊1995b：27－54）。また，チンギス・ハーン祭

祀と密接な関係にある末子トロイ・エジン祭祀もやはり『十善自史』を理論的根拠に

していると指摘した（楊1997：654－655）。チンギス・ハーン祭祀には，ジュマを供

物として使用していた（Narasun1989：438－439）。ジュマの具体的な使用方法につい

て，F黄金オルドの祭祀』は詳しい資料を呈示していない。この点に関しては，アル
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タンオルギルも気づいている（Altanorgil1986：26）0『黄金オルドの祭祀』が引用し

ている「金書」（AltanBieig）という祭祀の指針書には，ジュマに関する内容がある0

それには，モンゴルの大ハーンやジノンをはじめ，6大方戸集団が夏の「湖の大祭」

に義務として捧げる供物の量が定められている0そのうち大ハーンの納めるジュマは

1500であった（Sayinjirγal＆畠araldai1983：119；楊1998‥99，206）0そこで，もしジ

ュマに重心をおくとすれば，チンギス・ハーン祭祀における「四季大宴」は・ナクイ

サインクの指摘どおり，「ジュマ宴」であったといえよう0

っぎに，ジュマの実態を民族誌のなかから兄いだすことにしよう0

4．3．2　民族誌から見た供物ジュマ

近年内モンゴルで出版された民族誌に，ジュマに関する記録を散見する0ナラソン

によると，オルドス地域では，ヒツジを屠殺し，毛をむしりとり，内臓頬を取りだし

て丸ごと煮たものをジュマと呼ぶ。ジュマをチンギス・ハーン祭祀をはじめ，聖地と

されるオヴォの祭やシャマニズムの偶像オンゴソの祭，寺院の祭に使用した0また，

ォルドス各旗の旗王たちが結婚式などにもジュマを用いるが，旗王以外のタイジと庶

民はジュマの使用を禁止されていた（Narasun1989‥438－439）0つまり・ジュマは上

層貴族階級の「尊い食べ物」で，一般庶民とは無縁であった29㌔

一方，ワンジャルはその著書『青い灯明』（K6keラula）のなかで，ときおりケシク

タン部の事例をあげながら，調理方法を中心につぎのように記述している（Vangji1

1991：374）。

ヒツジの腹を割って屠殺したあと，（熱湯をかけて）毛をむしりとり，（垢を）けずりと

る。内臓頬を取りだし，胴体（∂涼月をそれ以上壊さずにきれいにする0胸と腹の内部に

塩や香辛料を適量塗りつける。横胸膜（∂摘～e）を縫いあわせる0鍋もしくは潅木沙柳や石

で特別に設けた蒸し器で丸ごと蒸し焼きにする0蒸しあがったら，角やひずめの角質，踵

などを切りとらずに，ヒツジの立っている姿か寝姿の形で大皿に盛る0ヒツジの頭部に吉

祥マーク（卸αr′”仰g冊f）をつけ・それを主賓の方向へ向ける0

ゥジュムチン地域では，ジュマをジュルム仇血m），「ジュマ食」（カ潤一αfd聯）

ともいい，ヒツジを屠殺し，熱湯をかけて毛をむしりとり，内臓頬を取りだしたあと

は焼かずに丸ごと煮るという（FBlungγ－a＆AmurmendB1993：46－47）0ジュマは，

聖地オヴォの祭やシャマニズムの偶像オンゴソの祭，寺院の祭に捧げる「儀礼用の食
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べ物」レosun－uqOγula）と位置づけられている（FBlungγ一a＆Amurmen血1993：47）0

ゥラト地域では，ジュマは肉類のなかでもっとも「尊い食べ物」と位置づけられる。

ジュマは，聖地オヴォの祭，偶像オンゴンの祭，寺院の祭などに使用され，毎年旗政

府において「王印の集会」（ね椚α叩ヅ加わγねγα〃）が開かれる際に旗王にも捧げられ

ていた。調理法としては焼かずに煮ていたという（Narasu＆Almas1994‥275）。

清朝時代，内モンゴルの貴族たちが清朝皇帝に謁見する際や朝廷への貢物にもジュ

マを使用し（Narasun1989：438－439；Fdlungγ－a＆AmurmendB1993：47），これを「湯

羊」と呼んでいた（Farquhar1970：126）。

ワンジャルは，モンゴル族は歴史的に各種大祭にジュマを使用し，ジュマは雄ヒツ

ジの丸煮（両面刺の一変種であるという（Vangjil1991：374）。ワンジャルを除いて，

各民族誌ではいずれもジュマは丸煮シュースよりも格が上であること，換言すればシ

ュースは「ジュマに次ぐ尊い食べ物」であると記している（Narasun1989：439；

FBlungγ一a＆AmurmendB1993：47；Narasu＆Almas1994：275）。

以上諸民族誌はいずれもジュマは「尊い，神聖な食べ物」であることを強調してい

る。チンギス・ハーンの八白官祭祀をはじめ，軍神「黒いスゥルデ」祭祀や末子トロ

イ・エジン祭祀など，数多くの祭祀を維持してきたオルドス地域では，ジュマを「上

層貴族階級」の特権として認識している。オルドス以外の地域では庶民の利用も容認

されているが，肉頬のなかで最上級を占めるという神聖性は失われていない。

そこで，上層貴族階級におけるジュマの利用に関する儀礼をうかがわせる作法を，

上記のナタイサインクも注目した「聖なるノヤソたちの宴の至上の賜物の創造者たる

2才ヒツジの赤裸のジュマ」と題するテキストから見てみよう。このテキストは，歴

史研究者アルタンオルギル（金峰）みずからが保存していた文書を1986年に『内蒙古

大学学報』（蒙文版）誌上に公開したものである。アルタンオルギルはオリジナル文

書をどこから入手したかなど，書誌学的情報を提供していない。アルクソオルギルは，

テキストの内容をつぎのように分けている。それは，1）冒頭のチンギス・ハーン賛

歌，2）「至上の賜物の創造者，宴の儀礼作法の規定者と2才ヒツジのジュマに関する

もの」，3）ジュマを献上された後の9つの儀礼とその順序，4）モンゴルの政治儀礼

とハーンや貴族を讃えた内容，以上4つである（Altanorgil1986：27－28）。以下には，

モンゴルのハーンや貴族たちが宴会で使用していたと思われるテキストをあげる。

β0γくね〃q叩d－〟〃qOr血－〟〃卯m〟γムeJ曙一日励頻閏由比履geqo〝血－〟〃伽g励みm－α

聖なるノヤンたちの宴の至上の賜物の創造者たる2才ヒツジの赤裸のジュマ
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1：αr叩〃e〃grザ血or〟〃一α0川加わ∂geJeJ一g・

清らかな天界にすみついたころ

2：αm加〃毎々伽－けe〃カJoγ〟（ね〃わ臓J叩〟ヅ血細山・

一切衆生を指導し統合するため

3：α／くね両肌附加両肌油一血r〝7α〃血カ・

著名な賠部洲に昇り

4：αr如〃メg－Jかカγ〟〃～0山川血g叩〃α／血rイ叩〃摘g曙e〃た町融e〃二

十万に百の称号と千の英名を広めて誕生した

5：わ0γ血頭〃C加ggJ叩叩〃－〟カゆα〃山裾γ∫α〝q叩α〃〃叩αd－〟〃卯r血－〟〃

聖主チンギス・ハーンの創造しておいたハーン・ノヤンたちの宴の

6：卯椚町γ　eJ曙一fb〟′〟g曙～日∂Jdg叩0〃血－〟〃JC〟g伽ル研一αヅ日印加わ∂初〃一岬r

至上の賜物の創造者たる2才ヒツジの赤裸のジュマを完全な形で

7：αみ～〟fr曙∫e〃－〟J〟ねくねご

運んできたことから

8：α〃g卯〃－〟レ0∫〟日dJ∂ge（ヅ血）〝拍〃gね∫サブがgq頑e曙抽〟ザ血

最初の（儀礼は）：2才ヒツジの額を切って捧げる

9：dかfヅ∫物故わ0γ血〃叩〃d－〟〃qOr血－〟〃卯m町わeJ曙－fbか〟g曙かJdJ軸e

作法を見せよう。聖なるノヤンたちの宴の至上の賜物の創造者たる2才

10：qO〃山一〟〃JC〟g伽J〟椚－αヅJ〃ご

ヒツジの赤裸のジュマの

11：q叩α血叩り0∫肌〟r肋q叩αrわ0γ血サブがgq〟∫dg〟此〟一d班ヅ川Jeg放

2番目の儀礼：前肢の2本の模骨を切ってひざまずく作法を見せよう。

12：e庫〃〃叩αd－〟〃qO〃〝ト〟〃卯m〟γわekgJわか〟g曙か′∂J∂ge卵〃i〃Ⅷ〃JC喝e〃ル〝トαヅれ

主君なるノヤソたちの宴の至上の賜物の創造者たる2才ヒツジの赤裸のジュマの

13：γ〟r如血叩rJO蝕．′erな伽一針叩頭血裏Jヅ即gqW椚∂曙〟g甜初ザ血d誠一

3番目の儀礼：（ヒツジの）頭の後ろの部分を切って拝ませる作法

14：γ再転眈d曙e戯〃qγαd－〟〃qOrれ〟〃qα椚〟γみeJ曙一才わか〟g曙かJ∂／∂ge

を見せよう。上なるノヤソたちの宴の至上の賜物の創造者たる2才

15：qO〝血－〟〃JC〟g〟〃ル研一αザJ〃ご

ヒツジの赤裸のジュマの

16：dかみed〟gerJO∫〟．qq再血qq叩r Orかサegg早舟加か曙が如り血＝板ルカ

4番目の儀礼：後肢の2つの睦を切って（丸煮を生きたヒツジのように）寝かす作

法を

17：〟虎g批qo抽〟〃叩αd－〟〃qOrfm－〟〃卵m〟γbeJ由一fわか〟g曙かJ∂J∂geqo〃f〝－

見せよう。天命あるノヤンたちの宴の至上の賜物の創造者たる2才ヒツジ
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18：〃〃JC〟g〟〃J〟椚－αヅ加

の赤裸のジュマの

19：ね〟血叩rJO∫〟．J成　dd密聯〝gg　〟」0γ∫町叩〟ヅ血戯r頓〟鹿批

5番目の儀礼：ふたたび上方へ捧げ，（丸煮を生きたヒツジのように）立たせる作法

を見せよう。

20：〟椚〃γ〃血刀g血〃叩αd－〟〃qOr血－〟〃qα∽町∂eJ由一川房J〟g曙かJ∂J∂geqo〃血－〟

安寧なるノヤソたちの宴の至上の賜物の創造者たる2才ヒツジの

21：〃JC〟g〟〃ノ〃椚－αサJ〃ご

赤裸のジュマの

22：カ叩〟血叩rJO£〟．ね揖〃∫∂g房脚γ0∫〟ん叩〟ザ血dかけ才物眈J印加

6番目の儀礼：ふたたびひざまずいて拝む作法を見せよう。円満

23：カ叩仇k〃g〟〃qγαd－〟〃qOrfm一〟〃qα椚〟γわekg－′わか〟g曙かJdJ∂g叩0〃血－〟〃JC〟g伽

幸福なノヤンたちの宴の至上の賜物の創造者たる2才ヒツジの赤裸の

24：カ〝トαヅ川ご

ジュマの

25：加わ血叩rJO且〟．J曙〟〃∫∂∂曙e〃血γ肌∫曙軋む∂たが相即一gザ血d短所－

7番目の儀礼：左側の腰部，尾部（など丸煮の）各部位から（少しずつ）供物（と

しての肉）

26：γα掠〃γねが∫α〟ごみ0γくね〃q叩d－〟〃qOr血－〟〃qαm〟γみeJ由イわか〟g曙CJ

を切りとり，9回振りまこう。聖なるノヤンたちの宴の至上の賜物の創造者たる

27：J∂J∂geqoJ血－〟〃JC〟g伽JlJ研一αザ血ご

2才ヒツジの赤裸のジュマの

28：〃〝fmα血叩り0∫〟J∂gかなγe如J伽geJP0）γ〟～血dかわe〃砂一g．qOr血

8番目の儀礼：丸く大きな恩賜（として）34の節，24

29：dかみe〃〃血γ肌qOr加〃α血α〃椚∂～e．αr如〃JJ叩〟叩〃γα椚〟ヅ血Jerなかe〃一∫

の腰椎，28の骨つき肉，16のヤムなどを

30：如（e）カね〃α掠〟γね〟γね〟∫α〟Jq町α〃〝qαか〟〃qOr〝ト〟〃qαm町　eJ曙－f

恭しく切りとって9回振りまこう。ハーン・ノヤンたちの至上の賜物の

31：∂錨はg曙～fJ∂J∂geqo〃f〃－〟〃f～〟g励み椚－αヅ血ご

創造者たる2才ヒツジの赤裸のジュマの

32：γ血房d房gerJO∫〟　e止血かJな摘∫り′血〟geg－けer什〟g叫的カγ叩〟サブ〃

9番目の儀礼：尊く縁起の良いことばで祈りはじめる

33：戯ルカ再転眈

作法を見せよう。

34：Jd捲geqo〃山一〟〃JC〟g伽J〟研一α小．

2才ヒツジの赤裸のジュマを
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35：〟弛γebJ∂鵬ザ如く声dekf／由ed・

中央の大きな政治の主君たちをはじめ

36：J∂摘Jわ∂g房deゾ血血m血∫∂g〟dd伽郎g聯eかけer・

親族一同の真ん中でひざまずいて切り分けたとおりに

37：J∂血相∂g〟dee〃gお力叩α〃αJ〟叩f

一族全員平安で幸せであるように

アルタンオルギルほ，テキストの後半にある貴族，ハーンを讃える内容のなかに，

清朝時代のべ－ラ，ベースなどの爵号がまったく表れないことを根拠として，清朝以

前に書かれたものであろうと推定している（Altanorgil1986：28）。

以上のジュマに関するテキストの内容を要約すれば，以下のことが明らかである。

1．ジュマは，聖なるノヤンたちの宴会を飾る「至上の賜物の創造者」（卯m〟γ

如J曙一日は摘gegか）として定義されている。

2．ジュマの食用にあたって，9のプロセスからなる複雑な儀礼が伴っていた。

3．ジュマを使用する目的には，「中央の大きな政治の主君たち」とその「親族一

同」の平安を祈麻する点に集中している。ジュマは極めて政治色の強い「尊い

食べ物31）」であるということがわかる。

4．3．3　ジョリクという職掌

ジョリクについて，サインジャラガルは，シャマニズム研究の重要な手がかりであ

ると強調している（Sayinjirγal1992：35－36）。ジョリクをまたジョリヤ（カIty－a）と

もいう。『二十八巻本辞典』（QorinNaimatuTayilburiToli）では，ジョリヤとは，罪

に対する償いとして支払う家畜などを指す，としている（Namjilm－a1994：

1936－1937）。オルドスでは，離婚の際に相手に一定数の大型家畜を手渡すことがあり，

これも「ジョリクの家畜」（カJfγムodo）と呼ばれ（モスタールト1986‥89），やはり

偉いの意味である。

ジョリクという言葉は『モンゴル秘史』第272節に見られる。オゴタイ・ハーンが

金朝征服に赴いて龍虎台に駐営し，征服した人びとの祭っていた土地神と河神に崇ら

れて病気になった。この際，身辺のシャマンが，親族一同に「身代わりのジョリヤ（ジ

ョリク）」を出すように勧めた，という項である（Eldengtei＆Ardajab1986：898）。

このジョリヤについて，村上は，ジョリヤは本来モンゴル語やマンシュウ語で「賠償
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金，賠償物」の意であるとしたうえ，その語源をトルコ語のカJfγあるいはγ〟叫に

求められることを示唆し，モスタールトの「（ジョリクとは）病人などが命乞いのた

め，病の衣をつけて捨て去る人型の身代わり人形で，ラマ僧がつくるもの」

（Mostaert1941：209）との解釈にも賛同している（村上1976：321－322）。『モンゴル

秘別とモスタールトの説明にあるジョリクとは，命乞いのために命じられた身代わ

りであることがわかる。

命乞いに身代わりジョリクを出す風習は，近代までの内モンゴルのスニト・モンゴ

ル族のあいだにもあった。『スニト風俗誌』によると，命乞いのジョリクはラマ僧が

っくった草か小麦粉の人形あるいはヤギで，病人に一番良い服装を着せて，紙に病人

の似顔を書いて燃やす。これを「命のジョリクを出す」（〝由り浦γγ叩Wq〟）という。

スニトではかつて王公貴族たちは，命乞いに生きた人間をジョリクに使った（αm加

わ〟γ一拍〝椚肋緑川伽－iγ〝叩血γ）こともあるという（eaγan1992‥328－329）。生き

た人間をどのようにジョリクとして使用したかは不明である。

リンチソの編集したシャマニズム関係のテキストのなかにはジョリクとボー

（b∂ge）を並列する内容が見られる（Rintchen1975：4）。ボーとはモンゴル語でシャ

マンを指すことばである。ジョリクとボーが並列していることから，ジョリクもシャ

マンのような役割を果たす者であったと考えることもできよう。私が調査で得た資料

では，現代のオルドスでは，ジョリクは主として「不吉なもの」，「汚れ」との意味で

使われている。病人が命乞いのために密かに捨てる衣服や人形もジョリクと呼ばれる。

おそらくジョリクは，シャマンのなかでも，特別な役割を果たす存在であったろう。

以上の諸説を踏まえて，「白いスゥルデ」の「血祭」の際のジョリクについて再考

をこころみよう。まず，エルケセチェンの報告はつぎのとおりである。「白いスゥル

デ」の「血祭」の際，ジュマとされるヒツジは箭筒士によって射殺される。イルガイ

チソ職がそれを解体し，内臓を取り出して，2個の腎臓をジョリク役の両手に握らせ

る。皮を剥き，内臓を取り出されたヒツジのジュマをジョリク役に抱えさせて，南東

方向へ追いだすのである。この際，箭筒士は「グク！ショク！（gdg首0γ）」といいな

がらあとを追う（Erkeseeen1991：24）。サインジャラガルも，ほぼ同じ情報を提供し

つつ，ヒツジのジュマの2本の前足をジョリク役の肩に縛りつけるという

（Saカ可irγd1992：35－36）。

こうした「白いスゥルデ」祭祀におけるジョリクは，命乞いのための身代わり役で

も，催いものとしての意味もないのであろう。「白いスゥルデ」祭祀におけるジョリ

1‘7



国立民族学博物館研究報告別冊　20号

クはやはり供物ジュマと併せて考えなければならない0ジュマもジョリクも特別にあ

っかわれ，特殊な意味をもたせているにちがいない0「白いスゥルデ」祭祀において，

ジョリク役がジュマを抱えて送り出されることを「生きたジョリクを出す」（αm肋

力桝γ叩q〟）という〇一万，命乞いの際のジョリクの使用については，「命のジョ

リクを出す」（α椚加わ′fγγ〝γ叩）という0「生きたジョリク」と「命のジョリク」

は，一見対照的な存在のように見える0元朝時代から近代まで・「命乞い」のために

ジョリクを使用したということは，すなわち，ジョリクは「命乞い」のための生贅で

ぁったといえよう。少なくとも，ジョリクは生贅を演じる役であることはほぼ間違い

ない。

民族誌と古いテキストから，ジュマは最高の供物であることは既に判明した

（4．3．1と4．3．2参照）。ジョリクは，生贅としての性格が強いため・ジョリクもジュマ

も両者とも「白いスゥルデ」に捧げられた最高級の献上品であることがわかる0「白

いスゥルデ」は，生贅の人間ジョリクと・ヒツジのジュマとの両方を享受していたと

いえよう。生贅と最上級の供物を享受している点で「白いスゥルデ」の最高の神聖性

が強調され集約されている。

4．4　テキストに見る「白いスゥルデ」祭祀

「白いスゥルデ」祭祀において，「献香」（∫郁g），「祭史」（∂的），「祈南」（血叩d一

卯れ「祝詞」（fr糎′）などが唱えられる0これらはいずれも古くからテキスト化さ

れている。諸種の儀礼と数多くのテキストはそれぞれ結びついており，そのほとんど

は，バクシ職が唱えるのである。テキストは祭祀老旗手以外に絶対公表しないことに

なっていた。

4．4．1テキストの入手経緯

1997年1月，私はオルドス地域ウーシソ族出身の詩人，民俗学者ウイグルチソ・ハ

スビリクトより「白いスゥルデ」に関するテキストを入手することができた0テキス

トは，中国製の長方形の白い紙を幅8・4cm長さ28cmに2つ折りし，鉛で縦のライ

ンを引き，毛筆で書いたもので，計10葉である0文中ところどころに赤色の点と縦線

が見られる。赤点は句読点のところに，縦線は段落の冒頭と最後の箇所にある（写真

3）。これは，おそらく祭祀者旗手がテキストを記憶しようとしたときに付けたもの

であろう。

ハスビリクトは，このテキストを同じくウーシソ旗出身のウイグルチン●チャガン

1‘8
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力用地恒血肌卸W川捕れ血甜明細刷γ一拍如摘叩献血叩血勅晰粛－f叩蹴勃－

γ加カ〃gγ0云〟〃噸お0川肋ご）というタイトルがある0その裏は「一」（〃鹿）となっ

ている。

テキストを転写するにあたって，アラビア数字は行数を意味する0オリジナルの言

語学上の特徴を訂正しなかった0逐語訳をこころみる際，句読点を付けたが，：や：

のような本来のモンゴル文句読点と一致させるのは難しい0

4．4．2　朗唱されるテキスト

「白いスゥルデ」祭祀において，祭祀老旗手をはじめ，一般の男性参拝者も含め，

「モンゴル人男性」全員が朗唱するテキストがある0これを「白いスゥルデの献香」

と呼ぶ。「スゥルデの献香」はオルドスで，最も広く使用されているテキストの1つ

である。1960年代までは，オルドス・モンゴル人成人男性のなかに「スゥルデの献香」

が出来ない人はいなかったといわれるくらいである0「スゥルデの献香」は毎朝唱え

られる。

ェルケセチェソによると，「白いスゥルデ」祭祀において，ヤルガイチソ職がヒツ

ジを殺し丸煮を煮て供物ジュルドを用意した後・参加者全員が「白いスゥルデ」の前

に座って一斉に朗唱する（Erkeseeen1991：16－17）0テキストでは，【第一葉】の裏面

1行目から【第五葉】の表面8行目までの内容がこれに相当する0

ォリジナル・テキストにはタイトルがついていない0エルケセチェソは報告書のな

かで，これに「偉大な白いスゥルデの献香」レe如～叩那〟肋ザ加∫〝gOr〟∫伽）とい

ぅタイトルをつけている（Erkeseeen1991‥37－41）0興味深いことに，この部分は，

モンゴル高原のケルレン・バラス・ホトの「チンギス・ハーンのトゥク守護神廟」

（とれ朋恵一〃〃叫－“〃∫出御∫加一g）に保存されていたテキストとほぼ同じである0リ

ンチソによると，ケルレン・バラス・ホトの廟は1863年に建てられたものであり，そ

の祭祀文書はオルドスの八白宮で使用していたものを複写したものである（Rintc－

hen1959：9；6い65）。ケルレン・バラス・ホトのテキストのタイトルは「いにしえの

大・小モンゴルのとき，聖主チンギス・ハーンが崇拝していた黄金スウルデの献香」

（gr如r肋γ血如γ－α肋〃gγ0′－“〃砂一g－加わγ血密〃ご飯如卯γ抑〟山椒eMJ加

∫肋ザ山川gO用地f）である0ケルレン・バラス・ホトのテキストで「黒いスゥル

デ」（卯m日劇虎）となっているところが・ハスビリクトからのオリジナル文書では，

「白いスゥルデ」（～叩〃∫〟肋）となっている〇一万，『黄金オルドの祭祀』では，こ

の部分のタイトルを「スゥルデの献香」（suldeザinsang）としている（Sayin5irγal＆
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a∫ddai1983：32小329）。

【第一葉　表面】

l C的紹鹿q勧Hbγ由り血

チンギス・エジン・ポクドの

2　一郎朗γ〃血〃〃Cα叩〃

守護神である白い

3　∫〟肋サ加∫α〃g

スゥルデの献香，

4　ね揖Jγ－〝たなed

儀礼および

5　∫〝叩〟d～αf∬叩Jfか〟

酒，茶，乳製品の

6」臨局掛目叩以血一

種類等を捧げること

7　J仰Jα〃gJ，0∫〟〃

の習慣作法

8Jl琴曲0m∫めαご

大全ありき

【第一葉　裏面】

〃なe（一）

1α伽－〃αわー如〆3）γe如

すべての恩恵で大きな

2　伽α血〃g－fめ〟叩doy呵叩ね

幸せを運び，常に

3　〃など〃喝をα〃一血roJ〟γ〟J〟g抒4）

一利郡で獲得させる老たる，

4　〝JγMerくね〃′ヅ血35）東卵薇

清らかな宝の（ような）上方

5　boγ血ヅ山々〃ggJか川戸6）〟gef

聖主と一体となった

6　γ〝～iトd〃37）た∂ト〟〃∂／meP8）＿dか

金剛の垂れ房の足元に

7　∫6gが〟伽39）椚∂愕〟m放
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ひざまずいて拝もう。

81〝〃αα－αJ川〟00）加me〃γ〟rみαね

ウーマアーアーホと3回（繰り返せ）。

9　みね〝ト〃一血rJ舶佃伽蘭．

ラマ僧に拝もう，

10　b〟r卯か血rm∂曙房椚批

神に拝もう。

11〃OJ和一血r〝7∂曙〟椚眈

経典に拝もう。

12　ム〟朽α〃gq〟川和γ－〟d－血r′”∂曙加が）

仏僧と僧侶たちに拝む。

13　α加〃∫がde加me〃〃e作dd〟γ∫e〃42）

黄金のスゥルデと命名された，

14J′αm如r∂α加灯加∫血由一伽43）

すべての険難な妖怪，

15　初頭W両くね川γ∫α〃qαrけ－α

敵どもを集圧した，威厳

16J・e如上〟～叩〃〃∫山鹿〟）γ町〃r′〝α

大きい白いスゥルデ，急激

【第二菓　表面】

q町αr（二）

l r町αP5）くねγ〟か如r（ねγ〟（ね叩α〃

な巨音で響かせる

2　αJね〃∫房Jdと～α椚〟血が）山新〃

黄金スゥルデ貴方にふたたび

3J蘭画勅勘加mm通れ〟7）

拝もう。金剛の吹流しをもつ

4　カ血〃－少α〃如〟〃桁〟〃gJ聯eが8）

槍を手にして振りまわし，

5　カ如拙ねrαfmγ〟r－血′ク）

若き顔面に

6　知f血γ紺が0）お伽一けe〃

滑らかな髪を

7　∫erむ町叱咤∫e〃51）カ血γ〟〟わ0γ血

まっすぐに立てた若き聖なる
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8　加叩M血炉）～αmα血〆3）J虎血

白いスゥルデ貴方にふたたび

9　〝I∂曙が椚錨封）ご〃f叩卜血〆5リ叩〃

拝む。顔には

10　〝血g叩〃〃f戯ねf5‘）扉叩庖り血

千の眼をもち，秘密の

11蘭肋一一f〃なe加かber57）仇旭

行動を1つも

12　g〃如～f〃′γ〃ト血r58）一如〃

間違うことなく，顔には

13Joγ0血かm曙Jが9）boγ（ね

丸い飾り（光輪？）をもつ聖なる

14　～町〝〃仰）∫i抽ね～α椚α血〆1）ねた血

白いスゥルデ貴方にふたたび

15　〝I∂曙鯉沼放∫放ね′γe如

拝もう。英知無限の

16　初～か房62）ヅ血J〟血血∫〟椚ムe〆3）

力をもつことから，須爾

【第二菓　裏面】

1αγ〟血ヅ血0曙′／d密er一g∫〟血相〟〃

山の頂峰のうえでソダラソン星（の）

2　叩〃qαγα〃qO〃〝〟ねJe〃gr轡）e椚〟〃一ビームe〃

エジン・ハーン，帝釈天を（自分の）前で

3　∫軸舶伽がJ加わの′也－α〃∂0γくね

ひざまずかせていた聖なる

4　～〟γ〝〃‘5）∫〟肋ね椚α血〆6）ねた血

白いスゥルデ貴方にふたたび

5・血相伽励鳥叩m山鹿りOrJγ－

拝もう。躊躇することなく（堅い）意志

6　血ヅ血‘7）飯山血ご∫α〃卵dr－血〆8）

あることから，宇宙に

7　γめ町かα血′仰69）∫α椚町仙

生きる者たる衆生が騒乱や

8　m叩〟yeb70）細山血∫αた血γαPl）

悪行が大きいことから，守るように
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9　お肌聯e〃わ0γ血∫房肋お肌α血′2）J止血

という聖なるスゥルデ貴方にふたたび

10　7舶頑血沈朗灯朗併融

拝もう。おのれおのれの

11新川お73）d町血〃OJ加－〟加わ如

妖怪や敵どもが多いことから

12（血が4）血狛卯朗Jγ甜－fqo抽γ如ノ75）

多くの神力や転生を誕生させ

13　地頭机加叩肌細心76）一助

余計な妖怪の

14　d町血か〟～er曙一甜－i

敵どもの軍隊らを

15　〟〃叩α〃叫γ血r拙喝抒7）

倒して，ばっさりと切る者たる

16　∂0γ加わγα〃78）∫血k血α血r79）‥

聖なる白いスゥルデ貴方に（ふたたび拝もう）0

【第三菓　表面】

γ〟r如（三）

lJW血γ抑〟gefカr小血サ加81）加血如

躊躇することなく（堅い）意志をもつことから

2　〝血g叩〃卵用〃fd伽一少e〝82）刷鹿Jeが3）

千の黒い眼を輝かせて

3　卯叩〟椚伽q岬′0血〃孟加払伽糾）

見，数えきれないほど無数の妖怪の

4　～er曙一〟d－f舶Jdo〟川一飯∽

軍隊らを（自分の）足元に

5　m∂J初gか細85）如正也脚押）如γ血

平伏せさせて踏みつけた聖なる

6・ねγα〃87）∫〟肋ね〝柑血戸島）J止血

白いスゥルデ貴方にふたたび

7　m的血沈doγ助り融㌣加伽礪－891

拝もう。浮猛で巨力をもつ

8　γ飯山加わ′0喝γ〟巾00）カ血〃一画〃911

ことから，鋭い太刀と槍を

9　如血揖伽gJゆ92）摘g摘me〃93）
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手にして振りまわし千万もの（敵の）

10　ね喝一仇九蘭＝肋曙か加－foγね加〝叫

兵士たちの首を切りとり

117〃∂軸ね〃95）鹿〟がe〃∂0γ血～町α〃％）

（ウマに）つけて飾る聖なる白い

12　∫血肋お肌愉九㌦7）拍動血〝∂g房川桁．

スゥルデ貴方にふたたび拝もう。

13（血町力加血明川川98）αm〟〟〃一f

多くの苦難をもつ衆生たちを

14　0mぶりせ〃∫α如γ山野）ヅ血抽血（おご

寛容に守ることから，

15　0血〃r肋100）qoかJ岬か∫叩けゆ101）

多くの神力と転生を誕生させた

16　0nβ岬〃∫α〟fγかわ0γくね

仁愛ある守護神，聖なる

【第三菓　裏面】

1～町〝〃102）∫拙ね～α椚α血rlO3）山新〃

白いスゥルデ貴方にふたたび

2　〝！針が血蘭．カ〟fγ∂0血〃γα占〟叩d

拝もう。命令となって出発し

3　カ〟卵f椚αγ〟∂〟mγ〟1鵬）γめ〟（ねJJαか′

ずるく，悪い，邪教徒たちを

4　g誠伽〃血川γ甜05）∂0γ（おお叩〃106）

徹底的に鎮圧する者たる聖なる白い

5　∫〟肋ねmα血rlO7）肋的日加座伽祓

スゥルデ貴方にふたたび拝む。

6　∂0γ血血舶り肘08）カr／叶え叩r

聖なるスゥルデの命令に

7　助り融明新加抽折仰〝ト血r

従わぬ者，正しい宗教に

8　がが0′叩甜脚）∂〟用γ〟〝柑γ〟

人らざる者，邪悪な

9　0〝，0γねか〃0）‘わrqγ〟叩〟／〟〃111）

連中を没落させて

10　血川γかみ0γ‘ねね岬が12）∫〟血
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鎮圧する老たる聖なる白いスゥルデ

11ね椚α血rl13）肋的＝舶座伽痛．

貴方にふたたび拝む。

12　edがge114）血油川加わ血‖5）

この度宗教と政治の

13　eJ聯dm町〟116）蘭f肋はγ甜17）

連中，悪い働きをする者は

14　お肌Jeが18）0ね〃加）J如119）Jerdem

極端に増えた。知恵

15Jeが20）∫町fd～∂gぱく抽e121）

ある大臣が少なくなった。

1　g〃g加拍鵬d緑〃－f122）

平安な政治と宗教を

【第四葉　表面】

d∂rbe（四）

1α椚〟rJ小山g甜23）∂0γ血ね叩〃124）

安定させる老たる聖なる白い

2　∫房〟e～血α血r125）血拙m血相血相

スゥルデ貴方にふたたび拝む。

3　卯椚町d町血が26）一拍〃が伽

すべての敵を灰の

4Jo細川γ127）∂oJ叩〃g〟町甜28）doγ亘れ

廃虚にして切りたおす者たる弊猛で，

5　γe加129）血道紬狛わγ血～町々〃130）

偉大なる力をもつ聖なる白い

6　∫ぷんねね椚〟血r131）畑山〃椚∂g血矧か

スゥルデ貴方にふたたび拝む。

7　頼りα（ねγ抽132）qα←〃カ鵬加

思想が乏しく黒い心（を）

8Je〃133）－〟oJ〃0γ－idorqy血γ〟血〃114）

もつ者たちの勢いを衰弱させて

9　血川γか　0γ血ね叩が5）∫山鹿

鎮圧者たる聖なる白いスゥルデ

10　ね椚α血r136）ねた飯川∂曙〟椚放

貴方にふたたび拝もう。
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11血矧加日の蘭－〟〃J肋m137）－fmα〃血γ〟J〟g甜38）わ0γ血139）

有用な大臣の計略を発展させる老たる聖なる・‥…

12　印加－fe戯卜伽140）〃なe〃お141）ねた血

これを日に一度

13　a娩血m“加成血頑画

できれは，病気がなくなり

14　erなかe〃g由一∂erガ叩qみ142）

清らかに平和に（暮らしを）楽しみ，

15　jbお山〃g房gefカツαね〃g一少αr

苦難がなく，幸せに

16　月r叩ルカd〟geり〟〃〃α∽〟ト

暮らし。（冬の）雪害がなく，（一年中）夏と秋

17　少αりJ叩ゆ143号印加Jed〟ト伽

のように暮らし。これを日に

【第四葉　裏面】

1〃なe〃Je〃1叫）ねた如かぬわが〟町〟rα血

一度できれば，怒りをもつ

2　血両血〃耶血γα′如e柁椚一g145）椚J〃g叩〃

敵と盗賊や強盗どもを一千

3　わerf146）ヅ血川舟′み〟用γ血仇蜘147）

ベルもの（遠い）ところへ遠ざけ

4　9α椚〟γα椚血〃－J卯m〃gγ〟′

一切衆生を暗黒な

5　∫α〃がαr148）－ぬ”叩血149）ゾ血J〟加わ．

世界から救いだすために。

6　qα椚〃γ〃0〝ト〟d－少αrqαrけ〟J〟〃

すべての経典等で答えて

7　血r〟γ甜50）γ町岬αm封γ151）封d如房

鎮圧者たる，驚嘆すべき堅く，

8　わ0γ（ねね叩〃152）∫血k　α椚α血r153）

聖なる白いスゥルデ貴方に

9　ね桁〃椚∂g〟椚放出椚αr叩〟154）

ふたたび拝もう。混乱（と）

10　′e椚e～〃d沈扇－f155）α椚〟rJfγ〟J〟gむ
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闘争を鋲静化させる者たる

11如加が56）成げ血〃－〟烏山な血－f157）

舌のある敵の弊害を

12　叩けα〃C曙eree〃一g158）g〟町か

洗い出して消しきり，（敵を）切りつくす老たる

13　わ0γ血～叩α〃159）∫〟肋～αmα血rl仰）

聖なる白いスゥルデ貴方に

14　肋的日加座蘭舶h如痛161）〃erJ摘162）お肌e〃

ふたたび拝む。こういう名前であると

15　α血〃が〟〃一叩〃163）くね叩（ねα〃

年齢を（言って）祈り

16．如J如′血〟fl糾）ノブer〟虎おお′〟JM－〟〃

拝もう。全地球国家の

【第五葉　表面】

Jαわ〟（五）

1頭が65）わoJ町∫α〃〆血〝～fザ川∫α揖γ〟加〃

主となった，世界の守護神

2　∂0血γ∫α〃γe摘〃g加f〟血∫一〟〃

となった，あまねく国家の

31頭〃みoJ町∫α〃〟叩′－αγeb摘166）

主となった，召集力を大きくもつ

4　～αγα〃∫房JdeヅJ〃g曙e〃Or〟∫けり肌

白いスゥルデの威光が仁愛を示し

5　叩㌦7）－〟かねたなedqαrαねαJ如蝕

ハソの子孫および普通の庶民，

6　〟山∫ムαqα椚〟γ班別e〃－けど〃可の′かね〃

国家と全属民を愛護して

7　拍ege〃∫〃γα叩－α∴∵∵

ご加護を賜るように。

8　〝Iα〃gg仙川α

吉祥あれ。

4．4．3　秘唱されるテキスト

ェルケセチェンの報告書によると，祭において，丸煮を盛り，その上に供物ジュル
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ドを置く。そしてこれらを「白いスゥルデ」に捧げる。参拝者が9回叩頭する。旗手

が煮汁を「9の9」すなわち81回振りまく。つづいて，バクシ職が極めて厳粛な表情

で奈史ウチュク（滋な）を唱える。エルケセチェンはここで，とくに「厳粛な表情」

を強調している。ウチュクが唱えられているとき，参加者全員が服装をととのえてひ

ざまづく。帯をはずして両手でもち，帽子と刀をそばに置く（Erkeseeen1991：17）。

これは，「黒いスゥルデ」の祭祀においても同じである（Sayin5irγal＆岳araldai

1983：29！ト300）。

私の調査したところ，奈史ウチュクの内容を決して明噺な口調で唱えてはならない，

という新たな情報を得た。チンギス・ハーンの八白宮の祭祀において，「大ウチュク」

は早い口調で詠み上げるという（Sayin5irγal＆岳araldai1983：169）。私が1992年に八

白官で調査していたときの観察では，ウチュクはだれにも聞き取れないように，細心

の警戒のもとで唱えていた（楊1998：65）。ホルチャバートルによると，オルドス・

ウーシソ旗にあるガタギン部の「十三アタガ一・テンゲル祭」において，「ウチュク

の書」（房鹿一助∫〟血′）は，「秘密の書」（〝加わ∫〃血r）とされる。特定の人物以外，

ウチュクを見たり覚えたりすることは出来ないことになっていた（Qureabaγatur

1992：173）。また，チンギス・ハーンの末子トロイ・エジンの祭祀において，ウチュ

クは，チンギス・ハーンの歴史を語るものとされ，秘密を守るために祭祀者は供卓の

下に潜り込んで詠むことになっていた（楊1997：665）。このようにウチュクは「秘

密の歴史」と認識されているのが特徴的である。

テキストでは，【第五葉】の表面9行目から【第九葉】の表面14行までの内容がウ

チュクに相当する（写真4）。同13行目に「このように聖スゥルデの祭史ウチュク終

わり」（e〃emeJ房∂0γ血∫肋k∂誠g噂かe）とあることから，「聖スゥルデの祭史」

（∂0γ血∫房肋∂～房g）をタイトルとして理解してもさしつかえないのであろう。エルケ

セチェンは報告書のなかで，これに相当する部分に「聖主の白いスゥルデの祭史ウチ

ュク」（（東〝∂0γ成り血トね叩∽5血塊り血卜成東）というタイトルをつけている

（Erkeseeen1991：50－54）。

この「聖スゥルデの祭史ウチュク」の内容は，ジャムツァラーノがオルドスより収

集した「黒いスゥルデの祭史ウチュク」（¢〝－α∫錨J血ヅ血∂独or〟∫伽）というテキス

ト（Rintchen1959：73－76）と一致するところが多い。また，同じくジャムツァラー

ノが集めた「黒いスゥルデの祭祀」（Qar－aSu肋ザin takilγ－a）の一部（Rintchen

1959：6㌢70）とも似た表現が目立つ。ジャムツアラーノの「八脚の白いスゥルデの

祭祀」（Rintchen1959：71－73）とは，異なった内容である。
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写真4　白いスゥルデの祭祀文書

ゥチュクを唱えるとき女性は排除される。唱え終わったあと参加者全員が一人ずつ

みずからの父系親族集団名（0如γJが扉，祖先の名，自分の名，男子の名と年齢など

をスゥルデに報告する（Erkeseeen1991：17）。

【第五葉　表面】

9（肌用旭針両肌wH如廃止前山脇加血168）

このように祈りをはじめて祈願し

10　加摘q町一㌦91d密eトeγere止血

さて，上の99の

11g〃grf e〃de〃e1701封沈扇－d〟17日：

天のところから崇拝したとき

12　血〟gef1721如押加Ⅷね諒硯蘭一gが731

イェスゥゲイ・バートルから崇拝したとき

13　γeわざゆJf1741的γ〟←J〟みoJ〟γ∫αが75｝

偉大な精神（の）根本となった

180



楊　モンゴルにおける「白いスゥルデ」の継承と祭祀

14　γ擁e〃甜76）ヅ如く東〃み0／〟γふα〃．

世界の主となった

15　乃椚岬〃∫〟〟J〟177）∂0γ由一αね

テムジン（という）英明聖主から

16　曙〟戯γ∫e〝Jd由er－eJ〟／町一〟〃

創造された上に，フェルトの

【第五葉　裏面】

l dかみe伊〃ね叩〃励み昭er178）一助

四方形の白い敷物の

2　d曙eトビ∫昭ね叩′179）椚0血〃－〟

上に，茂った木の

3JC〟γ〟再∂0叩ゆJe爪か伽

根元を起こして，鉄の

4　曾α（ねγ∬〟〃J〟鵬ザ血J〟妙一g

釘（のように），政治の支え柱

5　わ0血γ∫α〝．J紬一助ye加西か〟

となった。中央の偉大なる主君の

6・か摘JJ∂川がeが80）d由伽er181）∂町－り血

一族親類を生んだ弟たちはわが身の

7　独和一g∂0血γ∫α〃Jd∂～血

支え柱となった。四十

8　摘〝把〃一山e〃grJヅ加∫〟加わoJ〟γ∫αが82）

万（モンゴル）の天のスゥルデとなった。

9　′〃e〃甜83）サ血γe如く痢〃みoJ〟γ∫α〃

世界の偉大なる主となった，

10　由〟〃かね〟184）Jか房ゾ血J〟妙一g

九人の将軍が政治の支え柱

11∂0／〟γ∫α几γe摘〃g揖1糾）〟J〟∫－〟〃

となり，全国家の

12　∫摘肋186）∂0血γ∫α〃ごね〟〃舶ノーdが87）

スゥルデとなった九つの脚をもつ

13　～叩α〃血γ188）一少α〝∂0叩町α止

白いスゥルデを立てて

14　〝∂〃gb e〃grゾ血Jり′αγα如r

長生天の運命によって
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15　曙鎚d～が9）ご用0〃gγOJ“加一J町α〃

創造され，モンゴル国家にとって

16　∫ぷ肋hJγ〃知1恥）．椚伽〝緑地Jl

守護神とし，銀，金

【第六菓　表面】

カnWγ一α（六）

1肌ね〃α191）－少er～血叫．〟山γ〟〟

の宝物等で飾り，ムカライ

2　初山g血g一少er192）○孟〟はイ叩〃193）

駿馬（に）真筆で全財産を

3　飯山γ〃血叩〃α血〟〃1瑚〃〝〝〃甜rα〃

託した。巨大な太陽（と）月の

4リ叩〃ト血195）＝血眼川畑加再血

出自をもち，ダイヤモンドの

5　脚紬鵬1％）叩山摘摘山旭一打〃

心腋をもち，あまねく国家の

6　頭〃わ0血叩〃〟JJ〝∫ガ肋一

主となった黄金スゥルデ

7　戯日成血肌的陶鵬197）川〟椚〟川が98）

にふたたび拝む。秋の

8　朋rα〃∫α〃〃1舛）g曙e〃ge〝加〃e椚er

太陽（と）月の輝かしい光をもち，蔭

9　プek〟山川〃密〃わ0如けα〃200）：

大きい国家の主となった

10　∂0γ血C叩α〃∫血肋一朗rJα抽

聖なる白いスゥルデにふたたび

llJ蘭画血沈仰臥抽両が01）d町加かi

拝もう。生涯にわたって敵を

12　dor町如γ血岬評02）〃em〆03）γe加

没落させた者たる，蔭大きい

13　わ0γ血～叩α〃∫房肋一朗rJ止血

聖なる白いスゥルデにふたたび

14　血離血脚畑地巾－川舟′一〆05）

拝もう。嘲臥（のように）召集力（を）

15　γ由一′〟2伽）β0叩正i〟〟γ山戸07）

1＄2



楊　モンゴルにおける「白いスゥルデ」の継承と祭祀

大きくもち，ボウルチ，ムカライ

16　qq叩β08）〃∂初dJ〟2脚）∴如沼如肌∽

2人の親友をもち，熟した

【第六葉　裏面】

1ム0血derd扉ヅ血力鵬舶用．

鉄鋼の心臓をもち，

2　ム0γ血色汗〃－〃ye如～α叩〃

聖主の偉大なる白い

3　∫〟由一dかねた血mdg級別蘭吏

スゥルデにふたたび拝もう。

4　9〟血γ仙川∂〃g如Je〃grfヅ加

福禄ある長生天の

5．秒α叩如β10）曙血路狛卯血血

運命によって創造されたすべて

6　∂∂g〟（ねゾ血と東〃∂oJ〟γぶα〃ご

全部の主となった。

7　qoね如Jγ∬〟〃211）－fe∂（お〃

都市，町を破壊して

8J′め〟γ山一血β12）Jq〟仙γ一拍

いくとき，福禄

9　∂伸一血213）boJ〟叩朋．わ0γ（ね214）

吉祥となった聖なる

10　ye加わ叩〃∫房／由一dか

偉大な白いスゥルデに

11血助川肋如血躍15）ご房〃dかγe加

ふたたび拝もう。高く偉大なる

12Je〃grfヅ血216）鬼柑γα如r217）曙房（給か

天の運命によって創造され

13　0r血∫摘me〃一少e〃Jdみね〃218）

オルドス万戸を中心として

14　∂町fγ〟J〟γ∫α〃JO〝！0γね〃219）

成立させ，威勢ある

15　dわ′血かf郎e曙〟CJ〃γα∂〟曾山一

散を迎えうつ

16　血rJ0駒川Or血－α如〟γ〟J〟γ∫α〃
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ケ曾t

〉呼つ々迎撃臨幸斗〉芳

一叩加叩捌H叫鱒伽（9〔Z〟0〟か血J叩J∂g〝　9I

（マコ）巧㊥写‘ユ封留ユLq磨叫

Jp血gJJJg〝ggp（；〔こ〟叩〃山卯叩ざil

考鼻革む旦（払夏草）〉了

〝叫　ぶp嘲ク〟〃吋ノ叩血∫　ウl

OJ子封沼等寺でつ々よ1′4Y、咽

：（扁叩画幅皿町叩日脚一明〝∫〟ク血？〔1

0芋毒‘寺碑夏頃静

狩－〟申呼止叫ご（南軍研和昭　Zl

〉葦マ二号割箸‘卓マ写中称

J∂g狩（ZdJJ〝〃明JJ叩一叩和明叩Opll

ユし雄二d h十1キ・キ丁‘（－〔Zl一々

〃血ノ〝∂j触即∂∫け∂∂－ノ∂お耳　Ol

・昌一∠‘（卓マ）写し、ユ叫草津膿　41′r

れ肋血ト（0〔Z〟クmJ〃山，イ叩（6こかp叫ノ句V　6

≡（キ）′く㍉≠・卓1／評　OG等封

〟叩ノ〝イ（托叩粥∂〃pgJ（血明叩動卯∫　宮

誼1寺でつ々夏草註1／4Y、咽

叩薗町（9こ〆叩クMか？明野∫（托〟〝血？　土

管葦毒写し等マ芋α首班‘管等宴写しをユ碑宕牽轟

卿叫Ⅷ血仲川炉小柳肌頑卵和明血坤加叩　9 ●　▲　　　●◆

考嗜む倭￥‘っ々′一＼／・Yき′≠

（柁オー〟〃叫坤〟印0：（〔こ〆叩－M血婚軍戯叫0

9葦毒管等芋α因む〉寄

叩0　叫声〟〃－mJ〃〟叩0　ウ

‘卓了等中称ユし埋つ々

JJ〝p一画如押叩加血〝　〔

つ々蝕′／宰　OG等弱行rr昔で

ほか〟∂JpM〟〝〟OJ（血卿明風脚佑叩押I Z

つ々夏草よ1／4Y、咽管等毒

（附叫叩肌甲叩仲川血和明叫叩　l

（キ）か血J叩

【些宰　蕃斗境】

写碑97存留マ菌射‘卓マ

与OZ　側掘割蜘細掛軸蟻漸那咽



楊　モンゴルにおける「白いスゥルデ」の継承と祭祀

【第七葉　裏面】

1抽β37）二言血α叩〟血〃238）∂〝〟gCJJ

とき，ねぎらってあげた

2　み0γ（お頭〃－〟（αγα〃∫〟肋－dか

聖主の白いスゥルデに

3　上山血〝励吻抽蘭掴）ご卯トα7鋤e♂仰）－f

ふたたび拝もう。黒いトゥべトを

4　jbr飯沼Or血叩α〃－血rqα〃WPJJ）

目指して出発したとき，無数の

5　∫の′揖〟α血γ〟∫〟〃封2）－f

大臣，けものを

6（如〟γ〟J〟がα〃加3）Jq〟椚〟γ∂∂g〟de〃一戸叫

服従させた，すべて全部属を

7　dorqy〟αγ〟J〟〃∂gg〟gCJJqαr少一α

没落させてやった者たる，威厳

8Je如摘　αγα〃∫〟〟〆45）－dか

大きい白いスゥルデに

9　j血抽川畑座蘭鵬御輿鳥肋血Ⅵ相加錯

ふたたび拝もう。四万

10　0r〟♂47）－′カr血mOr血q山一血r．

オイラト部を目指して出発したとき

llJかeMgeP8）如γ〟用γ〟血〃∂g〟g～戸49）

躊躇なしに打撃を与え，

12　d∂血相椚e〃（みe～er曙－ガ〃250））′e〃grfヅ血

四十万（モンゴルの）天の

13　初～伽血γ一〆51）〃emゆ252）Jdd血摘me〃一戸53）

力に加えて，四十万（モンゴル）の

14Je喝伽254）ム0血γ∫α〃255）ごみ0γ（ね～α叩〃

首領となった，聖なる白い

15　血肋痛か仙仙川血が血㌦隼

スゥルデにふたたび拝もう。

16　qαr－ααγ〟山一血rqα〝川geJ

黒い山（のなか）に親友なしに

【第八葉　表面】

肋血α（八）

1さ5



国立民族学博物館研究報告別冊　20号

l J′αわ叩〟ト血β57）卯‘ね〃わ′曙－f

いったとき，石（のように堅い貴方の）軍隊を

2　～血′∂ge鵬〃258）γαわ町～β59）ご

指揮していった老たる，

3　一押巾′－αγe如拙∫〟肋一戸側）飯浦

威厳大きい（貴方の）スゥルデを

4　卯血叩加γαみ町放eb印加叩抽2引）

もっていった者，母，重要人物（と）

5　叩〟血α～血r～加〟椚∂曙〟〃∂～伽em262）ご

（貴方の）正統の子孫たちが叩頭して述べよう。

6　伽戯′町〟加一血β63）血如〃γα如岬山一

高い山に登っていった

7　血β糾）由わかf～e昭一JC川〟

とき，（貴方の）増えた軍隊を

8　7∂ge鵬〃γαわ町放伽dかγg如

指揮していった老たる，高く偉大な

9　∫〟肋－dか∂m～加265）叩〃Jα～血α〆槌）

スゥルデに，．封地をもつ（貴方の）正統な子孫たち

10　～血〟椚0曙〟〃∂誠〃e椚267）‥‥甜rγ一〆槌）

が叩頭して述べよう。淡黄色の

11叩け一㌦9）ヅわた∂g品少erqoJ如γ－α

種堆馬のたてがみで綱

12　∂oJγ喝∫α〃270）ごね励。∂∂g〟虎ザ血印〃

とさせた，話す者すべての主

13　∂oJ町∫α〃271）二七血〟geP72）0加d町血〃－i

となった，限りなく大勢の敵を

14　dorqy〟叩〟血〃∂g房gcP73）・g曙e〃

没落させてやった老たる，輝かしい

15　励γⅣ一山み0γくね～叩α〃∫房肋－dか

出自をもつ聖なる白いスゥルデに

16J止血椚∂曙〟椚〟JJα明が74）卸町一〆75）ゾ川

ふたたび拝もう。白い種雄馬の

【第八葉　裏面】

1舶g品かer卵J如γ一αわoJγ昭和〃276）

たてがみで綱とさせた
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⊥81

御幣（i6ZJか叩？pJ〝血叩」叩p Z

中寺上智マ半期

ご叩叩〝J〟叶（帽がお力09咄O I

（Ⅴ）卿

【埋草　蕃Ⅴ境】

与謝壬マ卑‘卓マ〉、1ユ中華

（〔6オ（こ6こ叩おq押〟けpJ呼－（－d叫Op Op　9I

ユ1朝日キ叩、1卓￥〉撃

〃血J〃（伽オ√町〃血叫∂JJ卿叩；I

O二々ら79上は細二伸臥ゲよ1′4Y

W廟叫叩叩紬吋吋（6甘こ〟叶研卿　ウ1

、咽、1卓￥津野‘91皐等1撃マ

〟ク呵即叫∂√か丞ノ〝か（8晋ガマ細々叫〔1

㌢留尉昭考国0ユン上

（上野ZW－糾明山肌叫一叩〃血紺地　zl

‘管等皐等1管マ画期考壬王マ顎

ご（弗がお力叫〟嘲0（；8か（博て叩ね中開〟〃押∂ll

‘管等皐等碑宮野聖二々GrQ等岬

JJマイ∂御影押野J∂旭（〔晋オ〟〃M叩叩神　01

割呈祝マ掌筆写Vqコ潜むユン上

（Zgオー〝叩巾J吋〟∂坤卿おイ〃Mク∂　6

‘1召草ユ1拳謎々増

JJJ血J叩（柑こ〟∂呵〝甲才一〟即叫，S

Qユン上0っ々Gr雪上は細二伸目

血馳M痛∵（00ガか血J叫J〟叩∂M巾J村　上

ミグよ1′4Y、咽、ヘ音￥謝準

明野〟〝血？卿∂牙∂√か丞ノク∂　9

91皐写しをユ認定牽都〉打砕轟

（6上が勧J〃頓才血印す∂卸Jp旬J血中ガム；

考碍‘Y豊‘写し葦マ

ター〟岬坤〟仰山か∂ご（軋Z〟血叩Oq　ウ

射那粥摺拉増闇等〉男

肋明叫旬M坤句頑輌（比が〟〟ク∂〔

‘写し等マモα封皆等ユン上

皿血押印炉坤旬頑輌血皿旭　Z

誕渚マ草甜α「よ1′4Y、咽」9割浮つ々1′声′キ　領
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貴方の正統な子孫たちが

3　m0曙〃〃∂～伽e椚29‘）．∂励血297）

叩頭して述べよう。幸せ

4　boJ〃叩αれCα叩〃∫〟肋ザ川JOrJγ

となった，白いスゥルデが自由に

5　〝Iedと〃fJ叩抽γαβ98）Jqα〃町〟J

勝利するように。ハソの正統な

6　叩〃Jα～血rJR2卯）～血〟椚∂愕〟〃

正統な子孫たちが叩頭して

7　∂～伽e椚300）Jqα〃叩加301）0み〟叩r～〟

述べよう。眺めて集まり

8　qα（ね叩血′一刀血岬血一拍302）Jqα〃血〃

手にしていくとき，親友

9．両勅弛り伊03）郁〃由が叫γe加わ〃

幕僚たちに，大いなる食餐

10　ル叩喝～PO5）qα叩′－αye加イ〟

（となった）好運者たる，威厳大きい

11～αγα〃∫以上お力rfγme（ね〃

白いスゥルデが自由に

12　〟両町岬轡）：：‥：：：：…・：：

勝利するように。

13　g〃e椚e′房∂0γ（ね∫がde∂～房g

このように聖スゥルデの祭史

14J曙お古〆07号椚α〃gg肋椚αご

終わり。吉祥あれ。

4．4．4　その他のテキスト

オリジナル・テキストの【第九葉】の表面15行目には「献香の儀礼これなり」（〟ムー

∫α〃g－〟〝ね桁Jγ－αα〃〟）とある。これ以降の部分には「献香の儀礼これなり」というタ

イトルをつけることができよう。このテキストは【第十葉】の表面14行まで続く。エ

ルケセチェソの報告書にある「偉大な白いスゥルデの献香の儀礼これなり」（ye如

～ayanszudeTyinsang－untakilγ－aanu）と題するテキスト（Erkeseeen1991‥42－45）の

一部分と，ほぼ同じである。

また，【第十菓】の表面15行目から文書の最後までは，モンゴル語でラシ（rα∫′）

1＄＄



穆　モンゴルにおける「白いスゥルデ」の継承と祭祀

と呼ばれる部分である。

【第九菓　表面】

15　〟おα〃g－〟〝山新Jγ－αα〃〟

献香の儀礼これなり。

16　0mαα－α。加錨如me〃γ〟r如眈

オマ　アーア　ホーと三回。

【第九葉　裏面】

1∂0γくねみね椚－α肋椚γ〟r如〃

聖ラマ，イダム，三

2　er血涙ごみ0ゐα血308）αr如〃」〟g－〟〃

宝，菩薩，十方の

3　erた加わeごみ〟叩α〃加西′サJ〃叫JJ〃
●　　　　　ヽ■　　　　ヽl●

尊貴と，仏師の宗教

4　JIO〝7－〟deた放れわかf〃e〝（ね

経典らをはじめ，ことごとくここに

5　∫叫，α叩町〟grけd伽ご〝OJ〃一〟〃∂町－り血

ご光臨なされ。経典の身体が

6　αm〟rカ叩β脚）g日新〃　〃0〝7－〟〃初～伽

静かに天竺へいくように。経典の力が

7　噂抑殉肌が10）∫〟肋〝grJ〃OJ乃－〟〃

貫徹されたスゥルデたち。経典の

8／IO〝ト〟〝∫叩〃∫α揖γ〟／〟がα〃311）〃∂賊血e〆12）〃OJ〝－〟〃

経典の宗教が守護神とする幕僚たち，経典の

9　deなerOr〟〃emね0m放

広い世界がここにご降臨なされ。

10　∫り′J〃一〟dm肌「αγ〟〟γe如

良い平和が偉大な

11血扉α〃gJ〟r313）ご∫α〃g－〟〃0γ〟γ〟♂141

経箱に，香のすべての

12　劇山加郎膵15）∫α〝g－〟〃伽〟

種類のものを（燃やして），香の匂いらが

13　〟γJ〟叩〟J小曲g〟曙e〃ご∫e～e〃

頂点を満たすように。賢明な

1脚



国立民族学博物館研究報告別冊　20号

14　卵椚町∫山鹿〃erfねたか血ご

すべてのスゥルデらを祭ろう。

15．秒叩α〃316）－〃α椚〟r叫叩〃一〟317）

幸せな良い平和の（お蔭で）

16　jb砲e戸川）叩別封γ椚町〟血－〃一戸19）

障害，天災と悪兆を

17　卵r函JJ闘わが“血〃〃が〟一戸抑

遠ざけ。さらにまた寿命を

18　〟r血dγ－〆21）り削抽小川W

長らえるよう。毎年平和で

【第十菓　表面】

αrわα（十）

lJJ叩′み0加γ“こすα〃f〃∂初♂20）

幸せになるように。親友と幕僚を

2　071ね冊血rqqyfrねJq〟m〟γ

より一層いたわるように。すべての

3　た由なみ町α〃COr用町Jrね323）

恩賜と福禄と威光を賜るように。

4　q川一〟血一α加わα椚即一戸24）〟∫α小一αご

ハソ（にとって）の（悪い）兆候，中傷を断絶させよう。

5　叩r鮮5）∫e砲eJわ0γ〟血が〟〃孟fJ町一㌦26）

退廃の考えが（頭に）つまった姦邪な

6　qαrJ用geり0rC川α〃g抒27）d町血かi

救いようのない邪悪な敵どもを

7　qαMJ喝一助e止戊fJdかわoJγ昭～P28）ご

黒い方向の管轄下に為す者。

8　卵rid町血〃doγ加わ独房J

悪敵，凶悪な（者）すべて（を）

9　わか晦eJ∂〟叩α〃如γ封功〃刈り川〃OJ〃－i

消滅せよ。仏師の宗教と経典を

10　∫（J）αた励329）ごみ0γ（ね∫〟肋J伽e〃γ町α〃

守り（祭り），聖なるスゥルデが万衆を

11血兎郎机伽grJ初m伽∂伊3抑

助け，天の人，吉祥が

12　7円α〃血〆31）拍曙eJde〃g∫eJ晦ei
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我々を加護するように。苦難のない

13　7〝∂ト伽∂伊q〟血γOr〟放

道の吉祥と福禄が光臨するように。

14　〝和〃gg仙川α

吉祥あれ。

15J′e鵬ヅ血∫α〃g誠ged．

平常の献香と

16　∂〟叩α〃〃OJ〃如qo相川γご

仏，経典と僧侶，

【第十葉　裏面】

1　α∂〟用ん〟〃0′〟〃∂odfたかJeんe

極楽の世界の菩提にいたるまで

2　fJ曙em放伽e〃γ〟r∂α〃erde〃才．

信じよう。真の三宝，

3　房〃e〃〃0m－〟〃～′〃α′みαご

真の経典の本質と，

4　〟ね斬Je∫e此e／－∂erゆJek

豊かな意志でもって万象の

5　g椚∂〃一g房J誠〟geJqα蕗f

前に心残りなしの障害（？）

6　おご〟〃dかαγ紬d血如肌

と，高く偉大なる台座

7　りJ∫曙〟ね〃g一助ねた佑〟〃eオ

美しい祭祀の器具，

8　伽dお伽－〟γ蕗fJかJ伽e椚ねたか

根本の境界に，正真正銘の

9　カ所血曙軌跡動外戚血抽函南

幸せが引き続き実り，大きい

10　血血fみ0／J〟γの〃∵・・∴・‥∴∵

海となるように

11332）

12

13

14
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5　お　わ　り　に

以上，本論文は現在オルドス・ウーシソ旗にある「白いスゥルデ」祭祀について，

祭祀者集団，祭祀の期日，祭祀における特殊の供物と職掌に注目し，祭祀テキストを

呈示しながら述べてきた。それによって，以下のことが明らかになった。

第1，オルドス・ウーシソ旗にある「白いスゥルデ」の祭祀者集団は，モンゴルの

チャハル部を本来の出自とし，リクダソ・ハーンの追随者であった。「白いスゥルデ」

は元来，大ハーンの駐在するチャハル部によって維持されていた。チャハル部には，

後金国に激しく抵抗した歴史がある。そのため，「白いスゥルデ」祭祀活動は衰退を

余儀なくされ，きわめて限られた範囲内でしかおこなわれなくなった。オルドスのウー

シソ旗で祭祀活動が再開されてから，サガン・セチェン・ホン・タイジに属するガル

ハタン部は，積極的に関与した。このことは，歴史家サガン・セチェソ・ホン・タイ

ジとチャハル部との関係を物語る材料ともいえよう。

第2，「白いスゥルデ」の祭祀老集団は，旗手「トゥクチ」と自称する。現在にお

ける旗手集団内の職掌は，種類が単純で，組織的にもゆるやかである。しかし，特殊

な職掌ジョリクの存在と，祭祀におけるジョリクの活躍は，大きな意義をもつ。ジョ

リク職は，モンゴルにおける最高級の供物ジュマをあっかい，生贅を演じる。「白い

スゥルデ」祭祀の神聖性は，特別な職掌ジョリクと特殊な供物ジュマに集約代表され

ている。

第3，「白いスゥルデ」の祭祀テキストは，「朗唱の部分」と「秘密の部分」からな

っている。「朗唱の部分」は，これをモンゴル族男性全員が斉唱することによって，

相互の連携とアイデンティティを確認するものである。これに対し，「秘密の部分」

では，チンギス・ハーンの「正統の子孫たち」（甲山α～血αr）とチンギス・ハーンひ

いては天とのつながりが強調されている。

第4，ホルチャバートルの推察によると，「白いスゥルデ」はチンギス・ハーン一

族を生んだボルジギソ部（Bo鹿in oboγ）のスゥルデであった（Qureabaγatur＆

0沖m－e1991：61）。『モンゴル秘史』はボルジギン部を最初から「輝かしい骨」

（柏′α〃タが〟上「白い骨」（ね叩〃タが〟）と位置づけて記録を展開している。そのため，

「白いスゥルデ」は「白い骨」集団ボルジギソ部のスゥルデであったという理論であ

る。ホルチャバートルはさらに「白いスゥルデ」と軍神「黒いスゥルデ」との関連に

ついて，「黒いスゥルデ」は元来チンギス・ハーンの宿敵ジャムハの軍神であったの
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を・チンギス・ハーンがジャムハを鋲圧した後，その軍威を借りようとしてみずから

の軍神に改造したのではないかと主張している（Qureabaγatur＆U沖m－e1991：

6小一61）。

中央アジアの諸民族のあいだでは，「白い骨」は「優越クラン」や「優越血筋」を

意味する（Krader1963：134）0その意味で，「白いスゥルデ」は元来「白い骨」とい

う「優越クラン」のシンボルであったのに対して，「黒いスゥルデ」の方は軍の威力

を示す存在であったという・ホルチャバートルの見解は的を得ているといえよう。

第5・軍神「黒いスゥルデ」は・オルドス以外には存在しない。それは，「黒いス

ウルデ」を全モンゴル軍の軍神とされている以上，軍威と武力を確保するため，決し

てその威力の分散を許されなかったのであろう0これに対して，国旗「白いスゥルデ」

はモンゴル各地でその存在が報告されている。ジャムツァラーノによると，「白いス

ウルデ」は・外モンゴルのハルハ各旗に分散させたとの情報もあるという

（Ⅹ叫叩姐01姐‥233）0「白い骨」を象徴する「白いスゥルデ」は，「白い骨」出自の

チンギス・ハーン一族の者が各集団を支配するように，モンゴルの各集団を統合する

シンボルとなって分散していったのであろう。

今日，モンゴル各地各集団のなかに見られる「白いスゥルデ」はまさにその系統を

受けついだものであろう。

謝　　　辞

貴重な資料を捷供してくださったハスビリクト氏，エルケセチェン氏に衷心より感謝の意を
表したい。

1）私は以前「黒いスゥルデ」を「黒三叉」と表現した（楊1995b：27－54）が，本論文では「白

いスゥルデ」と対応させるため，統一して「黒いスゥルデ」とする。

2）現行のモンゴル国憲法では・モンゴルが統一されて以来伝承されてきた「偉大なる白いト

ウク」は・モンゴル国の「政治における尊い象徴」（′∂鵬ヅ血肋戯曲山摘録励庇J）である

と位置づけている。また・同憲法では・国旗をダルバー（′∂頭巾血伽叩）と呼んでいる

（『Mongγ01Ulus－untJnd蜘nQauli』1992：43）○チンギス・ハーン生誕830周年を迎え，大

規模な記念式典がおこなわれた1992年5月に・伝統的な軍神と国旗が復活した。Fモンゴル

月報』によると，1992年5月5日，大統領令によりモンゴル全軍の「黒旗」を国防相に，国

家儀礼用の「白旗」を第32部隊にそれぞれ授与する式典が国防省でおこなわれた（外務省ア
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ジア局中国課1992：21）。

3）原文は“乃d〟f血mf一血川〃0〃椚∂作〃－〟rerな伽e∂町fJ叩〃qαdγ〟匹α〃γね伽舶／一g房ねγα〃蝕γ－

如〃加は叩〃”（そのときすぐにオノン河の上流にあった九脚の白いトゥクを立てて）とある。

モスタールトはオルドスから『蒙古源流』の写本を3種類もちだしている。1206年の大ハー

ン即位時の記事は，ウーシソ旗ドガール・ジャブ・タイジより入手した版本（Erdeni－yin

Tobei，PartII，ManuscriptA）では71頁，オトク旗のメーリン・ジャンギより入手した版本

（Erdeni－yinTobei，PartIII，ManuscriptB）では63頁，ハンギソ旗の版本（Erdeni－yinTobei，

PartIV，ManuscriptC）では75頁にそれぞれ見られる。江貴が訳注した版本では1206年の記

事以外に，「巻の四」でチンギス・ハーンがタングート遠征に赴くときにも「9脚の白いト

ゥク」を立てたという記述がある（江1940：59）のに対して，モスタールトが収集した三版

本にはいずれも該当記事が見あたらない（Saγang Seeen1956：PartII：100－101；PartIII：

88－89；PartIV：101－103）。

4）各史籍の成書年代については諸説あるが，ここではそれぞれの校注老あるいは整理者の説

にしたがう。

5）ウラジミルツォフは，1913年にウンドゥル・ハソガイ地域を訪れている。かれは，当時の

ウソドゥル・ハンガイ地域の行政単位を「ハルハ北西のゴ・サイトのホシュー（旗）」と表

現している（ウラジミルツォ71941：331）。当時の外モンゴルにおいては，旗名をその支配

者の名で呼ぶのが一般的であったようである。ロー・ジャンジュンの次男の名はゴソチタダ

ンパ（Goneiγdamba）で（Tdmen5irγal1989：6－7），いわゆるゴ・サイトとは，おそらくこ

のゴソチクダンパを指すものであろう。

6）アヤガ（町α）とは木碗であり，アヤガチソは宴会に携わる係の一種であろう。

7）「白いスゥルデ」が最初からラマ僧に祭られてきたのか，それともモンゴル帝国の首都カ

ラ・コルムでラマ教寺院エルデ二・ジョーが造営されたりしたラマ教の盛期に，祭祀者がラ

マ僧に転向したかどうかは不明である。外モンゴルにもかつてはチンギス・ハーンの遺品を

祭る祭祀老集団が各地に分布していた。これらの祭祀者たちは清朝の弾圧から逃れるために，

仮にラマ僧の身分を名乗ったともいわれている。

8）モスタールトがウーシソ旗からもちだした馬乳酒祭に関するテキストのなかには，馬乳酒

祭において馬乳酒を振りまいて捧げる聖なる対象のなかに，「白いスゥルデ」が含まれてい

る（Serruys1974a：64）。

9）ムー・プラクとは，「悪い湧き水」の意味である。

10）いわゆる「五色の史書」とは，「青い歴史」（K6keTedke）すなわち『SubudErike』，「赤

い歴史」（UlaγanTedke），「白い歴史」（CaγanTe此e）すなわち『十善自史1，「黄色い歴史」

（Sira TeBke）すなわち『蒙古源流』，「褐色の歴史」（Boro Tedke）の5つである

（Mostaert1956：37－38）。現在ウーシソ旗在住の旗手ソンニト老によると，ソンニトの父ロ

ンホダイが1950年代以前にチャハル・ハラーの長官ジャランをつとめていたころ，「白いス

ゥルデ」祭祀に関する文書類は大きな布に包んで保管されていた。共産党政権が成立した直

後の1950年，まずスゥルデが倒され，各種文書はウーシソ旗のシ二・スウメ寺に運ばれて焼

かれたという。1966年，「文化大革命」期に入ると，鎧と弓矢は焼き払われ，剣は「トリ公

社小学校」の倉庫に放置してあったというが，その後どうなったか，いまだに不明である。

11）モンゴル国西部ウンドゥル・ハンガイ地域の「白いトゥク」にも，白い馬に武将が跨がる

モチーフの絵があった（Tdmenjirγal1989：34）。ハイシッヒによると，デンマークの王立地
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理学研究所のハズルンド（Haslund）が1938年から1939年にかけて内モンゴルのチャハルと

オルドスを旅行した際に撮影した写真は，現在デンマークの国立博物館（DanischenNa＿

tionalMuseum）に保管されているという0そのなかに遊牧をしていたダルハトたちを含む

祭祀関係の内容も見られる0興味深いのは・2枚の古い絵を写した写真である。写真から見

る限り，祭祀者らしき人物の背後にスゥルデのようなものがある。スゥルデには，白馬に武

装人物が跨っているモチーフが描かれている0ハイシッヒはこれを「黒いスゥルデ」に想定

したうえ，白馬に騎士というモチーフは中央アジアに広く存在する「ゲセル・ハーン英雄物

語」のイメージだと指摘している（Heissig1984：1←25）。チンギス・ハーンの祭殿八白宮を

はじめ・オルドス地域にある様々な祭殿オルドには，古い絵画を保存し祭っていた（ホルチ

ャバートル＆楊1997：69－77）。

12）森川は，諸々の歴史資料を検討したうえ，オルドスのリンチン・ジノンは，このとき王子

エルケ・ホンゴルと手を組もうとしたことは間違いないと主張している（森川1990：56づ7）。

13）ウーシソ旗チャハル・ハラーの4つのソムとは，第1ソム，第2ソム，第3ソム，それに

ジュルジャガ・ソムであった0第1ソムはトゥクチ（旗手）・ソムともいう。

14）オルドスにはチャハル・モンゴル族とリクダン・ハーンに関する伝承が多く，リクダン・

ハーンの遺留品とされる聖物も多い（Sayin5irγal＆岳araldai1983：409－410）。

15）清朝時代，オルドス部に対する周辺からの監視は厳しかった。陳西省北部の神木県に駐在

する神木理事大臣は，もっぱらオルドス東部の三旗を監視する役であった。1824（道光四）

年，神木理事大臣と緩速将軍が連名で道光皇帝に上書し，八白官の祭祀老ダルハトの爵号は

「朝廷大号」（政治的爵号）であることを理由に，使用の禁止を提案したところ，許可され

た0この件は全モンゴルの反発をまねいた。1826（道光七）年，ハルハ・モンゴルのセチェ

ン●ハソ・ジャサクト・ハンをはじめとする総計10盟の王公らが上奏したことにより，翌年

道光皇帝はついに禁止令を撤廃した（Narasun1993：54）。

16）ウーシソ旗にはつぎのような10のハラーがあった。それは，ウーシソ，ウイグルチン，ガ

ルハタン，ビストゥ・チャハル・イケ・ケレイト（大ケレイト），バガ・ケレイト（小ケレ

イト），ドトライ（Doturai），トゥス・ドトライ（TusDoturai），クンディ（K6ndei）であ

る0ウーシソ，ウイグルチン，ビストゥ，ガルハタン，チャハル，大小両ケレイトなど，す

べて部族集団の名称である0ドトライとは「内部」の意で，トゥス・ドトライとは「正中心」

の意味であり，旗王直轄のハラーであった0タンディの原義は不明であるが，ウーシソ旗最

後の旗王ヨソルンノルプの回想によると，このハラーは清朝中期以降に形成されたという

（Y6ngrinorbu1986：97）0ハラーは，いくつかのソムから構成されていた。オルドスの場合，

1つのハラーは通常4～5のソムからなる。

17）トゴとは「鍋」で・トゴトゥとは「鍋のあるところ」との意味である。シルデクは「ウマ

の鞍敷き」である0いずれもかつてリクダン・ハーンの軍隊が遺留したものと伝わっている。

トゴトゥは現在行政組織上・ウーシソ旗のナリン・ゴル郷に属する。ナリン・ゴル郷の住民

の98パーセント以上が漠族である0大量の漠族に囲まれている旗手たちの放牧生活はきわめ

て困難な状況にある01991年，私が調査していた時期，かれらのうち家畜頭数が100を越え

る者はなく，ウーシソ旗のなかでも貧困層に入る。草原がほとんど漠族農民に占領されたた

めである0かれらは現在ナリン・ゴル郷から離脱してその北のトリ郷に加入しようと旗政府

にはたらきかけている0トリ郷の方はモンゴル族人口が多いからである。

18）清末の漠族侵入によって，集団全体で北へ移り・1937年まではウルン，ジャングト，シャ
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ラムド盆地にとどまっていた。やがて共産党のオルドスへの浸透にともなって，大量の漠族

がウーシソ旗南部に進出したため，無定河を渡り，チョーダィ，オトク旗の南部に居住しは

じめた。ガルハタン部は長城の南に住んでいたころから，アンバイ・オヴォを祭ってきたと

いう。

19）この点に関して，森川による最新の論考がある。森川は，サガン・セチェソが如何なる目

的で『蒙古源流』を編纂したかを論じた際に，つぎのように指摘している。種々のモンゴル

年代記のリクダソ・ハーンに関する記述を比較したところ，サガン・セチェンの場合は，リ

タダソ・ハーンを直接批判する記述がない。それはチャハル王家にシンパシーをもち，かつ

てリクダソ・ハーンと行動をともにしたオルドス王家の一員としてのサガン・セチェソにと

っては，リクダン・ハーンの事績を批判することができなかったからであろう，という（森

川1997：112－113）。

20）森川は，エリンチソをホトクタイ・セチェン・ホン・タイジの次子シダタイ・セチェソ・

ホン・タイジの孫とするが，これは，森川の依拠している『金輸千輌』の記載（Dharm－a

1987：211）に誤りがあるためであろう。

21）チンギス・ハーンの軍神「黒いスゥルデ」と国旗「白いスゥルデ」は，ある一定の時期に

なるとモンゴル各地を巡回する。その際互いに遭遇しないように祭祀老たちが厳重に注意を

はらう。とくに軍神の方が国旗より威力が強いとされていたため，「白いスゥルデ」の方が

避けていたと伝えられている。エルクート人がダルハトから逃げるのはむしろこのためであ

って，ネストリウス信者であるから回避していたのではない，との説明を受けたこともある。

22）サインジャラガルとシャラルダイによると，オルドスのテレンダース部は，内部で「白い

テレソグース」と「灰色のテレソグース」に分れている。「白いテレソダース」は，稲妻を

出迎える役（〟γ血γ〟J）をし，「灰色のテレソグース」は見送る役（房d曙房J）である。「出迎え」

役と「見送り」役は雷神と直接交流できるシャマン職である。雷が止まないときには，ドー

ダーチンは右腕を肩まで露わにし，30センチメートルほどのやじりと，「天の矢」を手にし

て空に向かい，「アタガ一・テンゲルの父よ，こんなに子孫をいじめるのか」と叫ぶ。そし

て「大海の彼方，くずれた鼻をした，縞模様の足をした，左前に服を着た者（すなわち漠族）

の上へ行け！ハデ！ハデ！」と稲妻を導く役をつとめていた。雷を誘導する際に使用される

やじりは，シャマン専用の道具であるが，氏族会議の席上，これを使ってみずからに与えら

れることになっている肉の部位レα椚〟）を正確に探しだすことによって，同一集団の者を

確認しあう（Sayinjirγal＆岳araldai1983：456叫57）。また，落雷による死者が出たら，ドー

ダーチンはウマ取り竿（〟ツーα）を使って決められた距離を測ってそれを埋葬する。墓の上

にハラガナク（qarγanaγ）という潅木を束ねて三角形をつくり，81個の十字（加0伊）を型

どる（Sayinjirγal＆豆araldai1983：455－457）。これは普通の葬式とはまったくちがって，非

常死に対する処理法である。プリヤート・モンゴル族もまた，落雷のあった場所からは居を

移し，その際「雷神の矢」を天に送り返していた（ハルヴァ1991：198）。ドーダーチンがつ

くる潅木の三角形も「雷神の矢」の一種であろう。ドーダーチンは職名で，テレングースが

本来の父系親族集団名であったにもかかわらず，現在ではほとんどのドーダーチソは，本来

の父系親族集団名テレングースを忘れている。

23）ウーラガには重要な儀礼的要素が見られる。たとえは，テレンダース部のドーダーチンは

ウーラガをつかって落雷による死者の処理にあたる。

24）オルドス暦については，qurea（1988）を，モンゴルの月名については，小林（1957）を
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参照されたい。

25）祭祀において，参加者が時計回りに回る儀礼は広く見られる。モンゴル高原からシベリア

にかけて見られるシャマンの「叙品式」において，シャマンは白樺の樹をめぐって9回まわ

る01回ごとに天の一層に到達し，しだいに昇天すると信じられている（ハルヴ，1991：

羽2一朝3）0『周書』によれば・古代トルコ（突蕨）のハーンが即位する際，臣下らに担がれ

て太陽の運行方向にしたがってまわっていた（『周書』1971：卯9）。モンゴル族を含む遊牧

民のハーンは「天命を受けた」，「天より生成された」，「天のハーン」などの称号をもち，天

との合一を強調する（松原1991：421）。

26）パーレン伽γα用〃g）とは悪罵ことばで，オルドス・モンゴル語で「くそったれ」の意味

である。民間ではもっぱら漠族に対してだけ使う。

27）ェルケセチェソは，アルタン・トゥシ（tasi）としている（Erkeseeen1991：23）。

28）サインジャラガルは・「白いスゥルデ」はオルドス地域で祭られて数百年間たったため，

ダルハトたちの主宰するチンギス・ハーンの軍神「黒いスゥルデ」祭祀の影響が濃厚である

と指摘している（Sayin5irγal1992：33－35）0確かに両者の「血祭」において，スゥルデに向

かって血を振りかける儀礼や唱えられる祭詞はほとんど同じであり，祭祀の目的と運営にも

共通した要素が見られる0それは「黒いスゥルデ」からの影響というよりも，スゥルデある

いはトゥクの祭祀に共通して存在した儀礼であろう。

29）オルドスでは，結婚式や宴会へ贈物として持参するヒツジの丸煮をジュルマン．シュース

OL／umansなusa）という（Namjildorji1992：256）。ジュルマを「赤裸のジュルマ（ジュマ）」

（n∂弛伽bLhna）とも表現する（Mostaert1941‥218）。また，モスタールトの収集した文書

のなかに含まれる結婚式に関するテキストのなかには，「赤裸のジュルマと牛の乾肉をはじ

めとする9つ」（niEugunbLhnaakerqataγuuterな抽nniieLsa）とある（Serruys1974b：274）。

30）私は・このことばはおそらく′∂g聯′f（分け前）の書写ミスであろうと理解している。

31）以前，ヤムという「尊い食べ物」について論じたことがある。ヤムほ専らチンギス．ハー

ンをはじめとする大ハーンから祭祀者に下賜された恩賜である（楊1997：660イ63）。それ

に対してジュマを使用するのは，「聖なる貴族」（∂0γ血〃叩d）自身である。

32）テキストのもつ言語学上の主な特徴は以下のとおりである。

1：母音eと子音∫は，つづり上の形は似かよっている。

2：子音タとjの区別が明確ではなく，jをタのように書いている。

3：軟口蓋音gと口蓋垂音γ（G）をさほど厳密に区別して使用していない。

4‥語末形におけるγ（G）と〃とJの外見はほぼ同じである。とくに，ウーシソ旗ではnを1

のように書くのが一般的であった。

5‥与位を表す血と血は，ほとんどすべてが血となっている。

6：一部において，たとえば【第五葉】の表面10行と12行の由伽と由〟gefの例が示すように，

カを∫と書いている。

7：オルドス・モンゴル語口語発音からの影響が見られる。その実例として，たとえば【第

五葉】の裏面1行の励み如rを加わがgerと・【第九菓】の表面10行のj如叶αをカ明α

としている点がある。文語表記のカと虎をjiと発音するのもオルドス・モンゴル語口語

発音の特徴である。テキストでは，とくに庚〝をほとんど西〝と表記しているのも，そ

の実例である。

8：現在ではjと表記する子音を～と記している0たとえば【第五葉】の裏面3行の蜘γ〟r
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を伽γ〟′とつづっている。また【第五葉】の裏面15行の曙甜軋【第六葉】の裏面5行

と12行の喝舶初，【第九菓】の表面7行の0如γα血などがその例である。オルドス●モ

ンゴル語口語では文語の～をjと発音する。

9：対格語尾を属格語尾として使用し，属格語尾を対格語尾として使っている例も見られる。

例えは【第七葉】の裏面13，14行のd6eintdmen－itereg nboluγSanのiは対格ではなく・

属格として理解した方が適当であろう。またエルケセチェソもたとえは【第八葉】の裏

面11行と16行のように，一部の対格iを属格わとして理解している。

10：造格の加汀（おr）と如r（er）を厳密に使い分けていない。【第十葉】の裏面4行の

ぶe砲eJ－如′がその一例である。

33）リンチンのテキストでは－barが欠けている（Rintchen1959：60）。

34）リンチソはnigenkian－durolγayuluybiとしている（Rintchen1959：60）。エルケセチェソ

は，〃鹿〃如〃－血roJγ呵用J町むとしている（Erkeseeen1991‥37）。7伽〟0〃gOJ加肋加

awuwattiではSedkiLunarbanPryurangian－uner－eanuとある一句をNamesofthesixteen

momentsofthoughtと訳している。別の箇所ではnjien－egiar．－aとあり，inamomentとの訳

を付けている（Sark6zi1995：97，461）。

35）リンチンのテキストにはerdeniTyinが欠けている（Rintchen1959：60）。

36）リンチンとェルケセチェソはanggtPralとしている（Rintchen1959：60；Erkeseeen1991：

37）。

37）リンチンはV～irtuとしている（Rintchen1959：60）。エルケセチェソはVa～irtuとしている

（Erkeseeen1991：37）。

38）ェルケセチェソは抽mefとしている（Erkeseeen1991：37）。

39）リンチンのテキストでは〆barinとしている（Rintchen1959：60）。

40）ェルケセチェソはqo〃gとしている（Erkeseeen1991：37）。

41）ェルケセチェソはq〟Vα〃γ－MM〝川蘭画血蘭としている（Erkeseeen1991：37）。

42）リンチソのテキストではnereyidugsenとなっている（Rintchen1959：60）。エルケセチェ

ソも〃e〃ツ肋g∫e〃となおしている（Erkeseeen1991：37）。

43）リンチンのテキストではSimnusとなっている（Rintchen1959：60）。エルケセチェンは

∫JJm放卜伽としている（Erkeseeen1991：37）。

叫）リンチソのテキストでは叩中一〃γe如摘doγ∫加卯川∫〟肋～血α血rJα仙川∂巧伽蘭となっ

ている（Rintchen1959：60）。

45）リンチンのテキストではyayaramγaiとなっている（Rintchen1959：60）。エルケセチェン

はγ叩αrmαねγαfとしている（Erkeseeen1991‥37）。

46）ェルケセチェソはむ〝トか血rとしている（Erkeseeen1991‥37）。

47）リンチソのテキストではakn－aV～irtuとなっている（Rintchen1959：60）。エルケセチェン

は血をJ〟としている（Erkeseeen1991：37）。

48）リンチンのテキストではjidd－banbarinkilingkgsenとなっている（Rintchen1959：60）。

ェルケセチェンはg〟血g〃堵一g〃としている（Erkeseeen1991：37）。

49）リンチンのテキストではjd血γu～irainiyurtaiとなっている（Rintchen1959：60）。エルケ

セチェンは～血∫〃け〟rイ〟r－如〃としている。～α血はオルドス・モンゴル語口語発音である

（Erkeseeen1991：37）。

50）リンチソのテキストではjdnggiduγSanとなっている（Rintchen1959：60）。
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51）リンチンのテキストではserbeyiisenとなっている（Rintchen1959：60）。エルケセチェン

はd由聯細野′・∂町他郷e〃としている（Erkeseeen1991：37）。

52）リンチンのテキストではbJdγuboγdbsii肋となっている（Rintchen1959：60）。

53）ェルケセチェンは～血α血rとしている（Erkeseeen1991：37）。ね椚α血rはオルドス・モン

ゴル語口語発音である。

54）ェルケセチェンはこの椚∂愕戌〝はをすべて椚∂曙伽蘭に統一している（Erkeseeen1991：37

他）。

55）リンチンのテキストではturで，エルケセチェソもturになおしている（Rintchen1959：

60；Erkeseeen1991：38）。

56）リンチンのテキストではtoyorinmingranqara〃idiiteiとなっている（Rintchen1959：60）。

エルケセチェンは血弛細山血沈血血としている（Erkeseeen1991：38）。

57）リンチソは〃加わ〟血－′〃なeかわrとしているが，別のテキストには〃加わ目地一′〃なe〃－

berとあることをも指摘している（Rintchen1959：60）。エルケセチェンはnなeken一飯とし

ている（Erkeseeen1991：38）。

58）ェルケセチェンは血rになおしている（Erkeseeen1991：38）。

59）リンチソのテキストではniγur－tarantOyOrin～imegteiとなっている（Rintchen1959：60）。

エルケセチェンはか爪印イガにしている（Erkeseeen1991：38）。

60）リンチンのテキストでは～ayanがない（Rintchen1959：60）。

61）ェルケセチェンは～fmα血rとしている（Erkeseeen1991：38）。

62）リンチソのテキストでは郁～紬′で，エルケセチェンも初肋。となおしている（Rintc＿

hen1959：60；Erkeseeen1991：38）。

63）リンチンのテキストではざ戎桝frとなっている（鮎ntchen1959：00）。

糾）リンチンは∫“血Ⅶ〟〃の後に属格〃をつけたうえ，∫〟血Ⅶ研一〟密〃卯γα明〟珊〟∫Jり・fと

なっている（Rintchen1959‥00）。エルケセチェンはqom〟∫ね　e〃gr叫　としている

（Erkeseeen1991：38）。

65）リンチンのテキストではねγα〃はない（鮎ntchen1959：60）。

66）ェルケセチェンはか椚α血rとしている（Erkeseeen1991：38）。

67）リンチソのテキストではカ所血再血となっており，エルケセチェンもカrJγねfヅ血になお

している（Rintchen1959：60；Erkeseeen1991：38）。

68）リンチンのテキストでは∫α〃卵〝－加となっている（鮎ntchen1959：60）。エルケセチェン

は∫α〃∬ト血′としている（Erkeseeen1991：38）。

69）リンチソのテキストではyabuquamitanとなっている（Rintchen1959：60）。エルケセチ

ェンは複数形α椚〟α〃〃〟γ〟dにしている（Erkeseeen1991：38）。

70）ェルケセチェンは邦血り血としている（Erkeseeen1991：38）。

71）リンチンのテキストでは相加叫血となっている（Rintchen1959：61）。

72）ェルケセチェンは～血α血′としている（Erkeseeen1991：38）。

73）リンチンのテキストではSimnusとなっている（Rintchen1959：61）。エルケセチェンは

∫fJh由一伽としている（Erkeseeen1991：38）。

74）ェルケセチェンは0血〃如ed虎としている（Erkeseeen1991：38）。

75）リンチンのテキストでは－iがない（Rintchen1959：61）。

76）リンチンはSim〃uSとなっている（Rintchen1959：61）。エルケセチェンはsihnusとしてい
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る（Erkeseeen1991：38）。

77）リンチソのテキストでは細々〝∫即納〝加〟αrね′－α捕叩～∫となっている（R血cben1959：

61）0エルケセチェソは伽脚り町助け加血相止飢抽叫膚としている（Erkes由n1991：3れ

78）リンチンのテキストでは～ayanはない（Rintchen1959：61）。

79）ここでね抽＝舶昭伽蘭という一句が欠如している。エルケセチェソはここでね肋

仰針が血桁を補足している（Erkeseeen1991：38）。

80）リンチンのテキストでは〝′〟となっており・エルケセチェンも〝肋Jとなおしている

（Rintchen1959：61；Erkeseeen1991：38）。

81）ェルケセチェンはか巧血再血としている（Erkeseeen1991：38）。

82）ェルケセチェンは〃肋か少erとしている（Erkeseeen1991：3鋸。

83）リンチソのテキストでは揖〟〃gね〃となっている（鮎ntchen1959：61）。

84）リンチンのテキストではSimnus－iとなっている（Rintchen1959：61）。エルケセチェソは

∫fJ椚由一伽としている（Erkeseeen1991：38）。

85）リンチンのテキストでは椚∂伽g砲〃g如〃となっている（鮎ntcben1959：61）。

86）ェルケセチェンは抜身鹿e〃としている（Erkeseeen1991：39）。

87）リンチンのテキストではねγα〃がない（鮎ntchen1959：61）。

88）ェルケセチェンは～血α血rとしている（Erkeseeen1991：39）。

89）リンチソのテキストではdoγ孟血∬此伽′となっている（R血chen1959：61）。エルケセチ

ェンはた滋抽′としている（Erkeseeen1991：39）。

恥）00gγ〟巾とは刀の尊称である0リンチソのテキストではJo喝γ椚γとなっている（鮎nt－

Chen1959：61）。

91）リンチンのテキストでは劇ね血〃となっている（鮎ntchen1959：61）。

92）リンチソのテキストにはkiHng坤はなく（Rintchen1959：61），エルケセチェソはkil＿

血gJI所としている（Erkeseeen1991：39）。

93）ェルケセチェンは′房me〃如γ血〃－〟と補足している（Erkeseeen1991：39）。

94）ェルケセチェソはJerな伽－∫0仰加としている（Erkeseeen1991：39）。

95）ェルケセチェンは椚〝〃～町加としている（Erkeseeen1991：39）。リンチンのテキストでは，

‥・～erな一助如γ加〃－fJerな伽－′0γ細山〃mOJ叫加e此eわoJ叩町鬼西卵帥となっている（鮎nt＿

Chen1959：61）。

96）リンチンのテキストではbqranはない（Rintchen1959：61）。

97）ェルケセチェンは～血α血′としている（Erkeseeen1991：39）。

98）リンチンのテキストではか血〃抑となっており，エルケセチェンもカムd加跡になお

している（Rintchen1959：61；Erkeseeen1991：39）。

99）リンチンのテキストでは∫ク的〟となっており，エルケセチェソもガ的〟になおしている

（Rintchen1959：61；Erkeseeen1991：39）。

100）リンチンのテキストでは伽〃如誠r肋となっており，エルケセチェソは0加弛即戯

ridiになおしている（Rintchen1959：61；Erkeseeen1991：39）。

101）リンチンのテキストではq〟抽γゆとなっている（Rintchen1959：61）。エルケセチェンは

γαr作動をqoかJγ叫になおしている（Erkeseeen1991：39）。

102）リンチソのテキストではEayanはない（Rintchen1959：61）。

103）リンチンのテキストでは，～imadurとなっている（Rintchen1959：61）。エルケセチェン
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は～血〝血′になおしている（Erkeseeen1991：39）。

104）リンチンのテキストではカ伽iburuγuOmuytuとなっている（Rintchen1959：61）。

105）リンチソのテキストではdorwitqrulun近場enとなっている。（Rintchen1959：61）。

1鵬）リンチソのテキストではね叩〃はない（鮎ntchen1959：）。

107）ェルケセチェソは～血〟血′としている（Erkeseeen1991：39）。

108）リンチソのテキストではsuLdbが欠けている（Rintchen1959：61）。

109）リンチソのテキストではkibb，eg～iとなっている（Rintchen1959：61）。

110）ェルケセチェソは0椚0仰山としている（Erkeseeen1991：39）。

111）リンチンのテキストではbururuyabuddltan－idorztyitayulunとなっている（Rintchen

1959：61）。

112）リンチンのテキストでは～叩〃がない（鮎ntchen1959：61）。

113）ェルケセチェンは～血α血rとしている（Erkeseeen1991：39）。

114）リンチソのテキストではd〟geは欠けている（鮎ntchen1959：61）。

115）ェルケセチェソほお血J錨鵬一戯′になおしている（Erkeseeen1991：39）。

116）リンチソのテキストではmaruがなく，かわりにbururuとなっている（Rintchen1959：

61）。

117）ェルケセチェソは抽d榔′としている（Erkeseeen1991：39）。

118）ェルケセチェンはたe加e〃としている（Erkeseeen1991：39）。

119）リンチソのテキストではみ0血叩dとなっている（Rintchen1959：61）。

120）リンチソのテキストでは肌ねmtenとなっている（Rintchen1959：61）。エルケセチェソは

er由mJe〃としている（Erkeseeen1991：仰）。

121）ェルケセチェソは露g曙d肋としている（Erkeseeen1991：仰）。

122）リンチソのテキストでは点滅〃が欠けている（Rintchen1959：61）。エルケセチェソは

e〃g加が血相鵬ヅfとしている（Erkeseeen1991：仰）。

123）ェルケセチェソはのm〝殉職′町むとしている（Erkeseeen1991：仰）。

124）リンチソのテキストでは～aranがない（Rintchcn1959：61）。

125）ェルケセチェソは～血－α－血′としている（Erkeseeen1991：00）。

126）リンチソのテキストではqamuγaer如nd4yLsun－udliとなっている（Rintchen1959：61）。

エルケセチェンは卵椚町m町〟‘ねγ血〃としている（Erkeseeen1991：仰）。

127）ェルケセチェンは′鵬〟〃γとしている（Erkeseeen1991：仰）。

128）リンチソのテキストでもddruγ～iとなっている（Rintchen1959：61）。エルケセチェンは

が叫壷を血用γむにしている（Erkeseeen1991：叫）。

129）リンチソのテキストではmasidoγSinとなっている（Rintchen1959：61）。

130）リンチソのテキストではbaγanがない（Rintchen1959：61）。

131）ェルケセチェソは～血α血rとしている（Erkeseeen1991：仰）。

132）リンチソのテキストではゆ〃J仇ねq〟fとなっている（鮎ntchen1959：61）。エルケセチェ

ンはγα血γ〃としている（Erkeseeen1991：仰）。

133）ェルケセチェンは桝おお〃としている（Erkeseeen1991：仰）。

134）リンチソのテキストではdoruitayu／unが欠けている（Rintchen1959：61）。

135）リンチンのテキストでは～arqnはない（Rintchen1959：61）。

136）ェルケセチェンは～血α血′としている（Erkeseeen1991：仰）。
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137）リンチンのテキストではtusatusqyid－unqurimとなっている（Rintchen1959：61）。

138）ェルケセチェンは椚α〃血γ〟／町～fとしている（Erkeseeen1991：叫。

139）ここでね叩〃威肋ね湘励〝融飯川的伽政との語句が欠落していると思われる。エルケ

セチェンは加叫勅両戯伽痛叫枕的励卸肌融鋸血血潮肌鵬脚痛とつけ

加えている（Erkeseeen1991：仰）。

140）リンチンのテキストではe戯r－ud一伽となっている（Rintchen1959：61）。

141）ェルケセチェソは〃な…血叩としている（Erkeseeen1991：叫）。

142）リンチンのテキストではe喝〟′朗g如α椚〟γ血〃g桝α加g一両′となっている（鮎ntchen
1959：61）。

143）リンチンのテキストではねγ∂此品棚g妙e〃舟山gef∫町加わγ－〟〃両肘勅卜如r動ゆ

となっている（Rintchen1959：61）。

144）ェルケセチェンは〃な川血叩としている（Erkeseeen1991：40）。

145）ェルケセチェンはdね粥川としている（Erkeseeen1991：仰）。

146）ェルケセチェソほお一gとしている（Erkeseeen1991‥咄01柚とは1本の法螺の音が聞

こえる距離を指す。

147）リンチンのテキストではα〟独伊M｝W〝励めγ血如励明血画両卿m叩血相座－

γanber－eyinγゆraqdorztyitaγulunburuγutaruLhLとなっている（Rintchen1959：61－62）。エ

ルケセチェソはみ〟川γ〟妙としている（Erkeseeen1991：叫）。

148）ェルケセチェンは∫α〃∬′としている（Erkeseeen1991：00）。

149）リンチンのテキストではγ〝γ叩fとなっている（Rintchen1959：62）。エルケセチェンは

叩′γ叩〟としている（Erkeseeen1991：40）。

150）リンチンのテキストではtoni／yaγ～iとなっている（Rintchen1959：62）。

151）ェルケセチェンは叩頭押肌巾血としている（Erkeseeen1991：41）。

152）リンチンのテキストではsidbtu・aqya〃がない（Rintchen1959：62）。

153）ェルケセチェンは～血血′としている（Erkeseeen1991：41）。

154）リンチンのテキストではkimuraLdunとなっている（Rintchen1959：62）。エルケセチェン

はた血〟mq〟としている（Erkeseeen1991：41）。

155）リンチンのテキストではtemebeLdbkuiとなっている（Rintchen1959：62）。エルケセチェ

ンはねme～e肋た叫′としている（Erkeseeen1991：41）。

156）リンチンのテキストではeneLietaとなっている（Rintchen1959：62）。エルケセチェンは

抽α付〟としている（Erkeseeen1991：41）。

157）リンチンのテキストではsiJtgeとなっている（Rintchen1959：62）。エルケセチェンは

∫fJ由e〃としている（Erkeseeen1991：41）。

158）リンチンのテキストではaqrkiteLeとなっている（Rintchen1959：62）。エルケセチェンは

的仰如毎としている（Erkeseeen1991：41）。

159）リンチンのテキストではEayanがない（Rintchen1959：62）。

160）ェルケセチェソは～血α血rとしている（Erkeseeen1991：41）。

161）リンチンのテキストでは町imuとなっている（Rintchen1959：62）。エルケセチェンは※

※※記号で表記している（Erkeseeen1991：41）。

162）リンチンのテキストでは17ereteiとなっている（Rintchen1959：62）。

163）リンチソのテキストでは〃uSu－banとなっている（Rintchen1959：62）。エルケセチェンは
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〃∬〃－如〃としている（Erkeseeen1991：41）。

164）ェルケセチェソはカ仏血憫血としている（Erkeseeen1991：41）。

165）ェルケセチェソは頭〃を頭〃に統一している（Erkeseeen1991：41）。頭〃はオルドス・モ

ンゴル語口語発音である。

166）ェルケセチェソはここでγe励gbfα椚〟〝－…〟晦e〃み0血卿〃，〆〝血誠ヅ加吻eトe

∫α揖γ〟血〃∂0血叩α〃，∫か－蘭り励ね柏としている（Erkeseeen1991：41）。

167）ェルケセチェソは叩γα〃としている（Erkeseeen1991：41）。

168）ェルケセチェンの報告書にはこの一句が欠けている（Erkeseeen1991：50）。

169）ェルケセチェンはqo〃g妙－〟としている（Erkeseeen1991：50）。

170）ェルケセチェソは励gri加わとしている（Erkeseeen1991：50）。

171）リンチソのテキストでは如er－りe作り由伽J〃grf一曲わ∬d就払血となっている（Rintc＿

hen1959：73）。

172）ェルケセチェンは加画面としている（Erkeseeen1991：50）。

173）リンチソのテキストではy戯keibqγqtur－qaqegudkai－daとなっている（Rintchen1959：

73）。エルケセチェソは柏をd打にしている（Erkeseeem1991：50）。

174）ェルケセチェンは∫助力〟としている（Erkeseeen1991：50）。

175）リンチソのテキストではγぬ∫助力〟ヅ加励γ〟ト血となっている（Rintchen1959：73）。

176）ェルケセチェソは〆′仙誠としている（Erkeseeen1991：50）。

177）ェルケセチェンは∫肋としている（Erkeseeen1991：50）。

178）ェルケセチェンは励み鹿erとしている（Erkeseeen1991：50）。

179）ェルケセチェンは∬γね叩rとしている（Erkeseeen1991：50）。リンチンのテキストでは

几〃g叩血γ几叩止り血γ〟′如〃叫〟〃〃励み∬郁甜γね叩＝〃0血〃用的γ〟相加となっている

（Rintchen1959：73）。『モンゴル秘史』第57節において，SqγJbyqrmodunは，ハーンの即位

と結びつく形で現れる（Eldengtei＆Arda5ab1986：104）。オルドスにある八白宮の祭祀者ダ

ルハドの伝承では，甜γね叩′椚0血〃は，チンギス・ハーンが帝釈天より授かった「黒いスゥ

ルデ」を受け取った聖なる樹となっている（Sayinjiryal＆畠araldai1983：281－282，299）。

180）リンチソのテキストではJ房鵬肋押〃となっている（Rintchen1959：74）。

181）ェルケセチェソは虎g伽〃erとしている（Erkeseeem1991：50）。

182）リンチソのテキストではd∂～血伽脾d由e〃∫ガ肋み0山師〃，d∂血〃船価γe如qm∫〟肋

となっている（Rintchen1959：74）。

183）ェルケセチェンは〆r血誠としている（Erkeseeen1991：50）。

184）リンチンのテキストではsuutuboyddtyinyLs伽drlug一助となっている（Rintchen1959：

74）。エルケセチェンはγ由伽かルg－〟としている（Erkeseeen1991：50）。

185）ェルケセチェンはye鵬／Ig如才としている（Erkeseeen1991：51）。

186）リンチソのテキストではsukieを∫itugenとしている（Rintchen1959：74）。

187）ェルケセチェンはγね伽摘出房としている（Erkeseeen1991：51）。

188）リンチンのテキストでは同じくEayantuγとなっている（Rintchen1959：74）。

189）ェルケセチェンの報告書にはこの一句が欠けている（Erkeseeen1991：51）。

190）ェルケセチェンはあ0仇としている（Erkeseeen1991：51）。

191）ェルケセチェンはeJ焼畑としている（Erkeseeen1991：51）。

192）ェルケセチェソはm叩班g房fv〃g～血が叩g一加汀としている（Erkeseeen1991：51）。
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193）リンチソのテキストでは肋qu〟goiongEingsang－durとなっている（Rintchen1959：74）。

194）ェルケセチェンはめmα〃にしている（Erkeseeen1991：51）。

195）ェルケセチェンは血にしている（Erkeseeen1991：51）。

196）リンチンのテキストではα血郎e血〃血′紺地′〟，α′加励脚〃e血血一少er～血紳と
なっている（Rintchen1959：74）。

197）リンチソのテキストでは・・・dartakinm励加鵬はない（Rintchen1959：74）。

198）ェルケセチェンは仰椚〟川〃としている（Erkeseeen1991：51）。

199）ェルケセチェンは〃m〃肌用e相としている（Erkeseeen1991：51）。

200）リンチンのテキストでは〃α仰山加－〟〃密〃お山卿〃となっている（Rintchen1959：74）。

201）ェルケセチェンは血としている（Erkeseeen1991：51）。

202）ェルケセチェソはゐ叫血叩旬頑としている（Erkeseeen1991：51）。

203）ェルケセチェンは朋珊α′としている（Erkeseeen1991：51）。

204）リンチンのテキストでは〃加抽f如血〃－油川勅〃αゆ叩如如血∫軌おとなって
おり・takinmdqamaはない（Rintchen1959：74）。

205）ェルケセチェンは∂雌geとしている（Erkeseeen1991：51）。

206）ェルケセチェンは邦血相としている（Erkeseeen1991：51）。

207）ェルケセチェソは椚〟卯〟としている（Erkeseeen1991：51）。

208）リンチンのテキストではqqyarは欠けている（Rintchen1959：74）。

209）ェルケセチェンは〃∂抽′房としている（Erkeseeen1991：51）。

210）ェルケセチェンは知印加にしている（Erkeseeen1991：51）。

211）リンチンのテキストでは耶血d抽γαdとなっている（Rintchen1959：74）。

212）ェルケセチェンは血にしている（Erkeseeen1991：51）。

213）ェルケセチェソは∂晩癖としている（Erkeseeen1991：52）。

214）ェルケセチェンはねγ血の後ろに頭痛とのことばをつけ加えている（Erkeseeen1991：
52）。

215）リンチソのテキストでは・‥助ね抽桝的〟血＝ま欠けている（鮎ntchen1959：74）。

216）リンチンのテキストでは0血加′〃gr抽～eとなっている（鮎ntchen1959：74）。

217）ェルケセチェンは知叩如rとしている（Erkeseeen1991：52）。

218）リンチソのテキストではtdbLbnは欠けている（Rintchen1959：74）。

219）ェルケセチェンは0〝叩′α〃としている（Erkeseeen1991：52）。

220）ェルケセチェソはれクー血′としている（Erkeseeen1991：52）。

221）リンチンのテキストでは～α椚血rね仙川的伽狛ま欠けている（Rintchen1959：74）。

222）ェルケセチェンは対格iを省略している（Erkeseeen1991：52）。
223）リ

ンチソのテキストではulus－unゆnanggLsqaγan－durとなっている（Rintchen1959：
74）。

224）リンチンのテキストでは0lunn棚γudとなっている（Rintchen1959：74）。

225）リンチンのテキストではね叩〃がなく・∂0γ血∫抽となっている（Rintchen1959：74）。

226）ェルケセチェンほ～れ〝一加としている（Erkeseeen1991：52）。

227）リンチンのテキストではaqmqdurtakinmdrgumuiQikい（Rintchen1959：74）。

228）リンチソのテキストではBurteusin－iとなっている（Rintchen1959：74）。エルケセチェン

は対格′をつけ加えている（Erkeseeen1991：52）。
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229）ェルケセチェンはこの対格′を削除している（Erkeseeenl軌：52）。

230）リンチソのテキストではdhγuliysan－durとなっている（Rintchen1959：74）。エルケセチ

ェンは血γ〟〟叩α〃としている（Erkeseeen1991：52）。

231）『モンゴル秘史』第105節と109節において，ブーラ・ケーレという地名はチンギス・ハー

ンの夫人ボルテがメルケト部にさらわれ，またチンギス・ハーンらによって奪還されるとこ

ろに表れる（Eldengtei＆Arda5ab1986：256；271）。この点から，祭史（∂弛）というテキス

トは，多くの祭祀老ダルハトが語るように・「歴史」に基づいて書かれていることがわかる。

232）リンチンのテキストではみ〟′fmγ〃ん〟となっている（鮎ntchen1959：74）。

233）ェルケセチェンはが肋梯∫としている（Erkeseeen1991：52）。

234）リンチソのテキストではねγ血ゆ〃－〟Je加地kとなっている（鮎ntchen1959：74）。

235）ェルケセチェンは∫α〃血〃γ血川としている（Erkeseeen1991：52）。

236）ェルケセチェソは0…としている（Erkeseeen1991：52）。

237）ェルケセチェンは血rを血rにしている（Erkeseeen1991：52）。リンチンのテキストでは

∫町伽rカr叩αり叩〃誠由一かe〃∫αr叫〃ん〟〃カ山勘∫〃加〃叩γ即日日比頑挿′〟がe〃dれ甜γαmJ

〟gefゐ血叩〃0〃町政りαム叩〟ト血rとなっている（R血chem1959：74）。なお，このいわゆ

る「七年戦争」とは・1219年から1225年までのチンギス・ハーンによる中央アジア遠征を指

すものである0『モンゴル秘史』第264節では・∫〝叫〟′如かぬr血血叩〃Odγαあゆとある

（Eldengtei＆Arda5ab1986：877）0また・『モンゴル秘史』ではふLhJdingsultanとなっている

（Eldengtei＆Arda5ab1986：856－857他）。

238）リンチンのテキストでは∫α〃血γ血〃となっている（Rintchen1959：75）。

239）リンチンのテキストではね抽爪的斬加納はない（鮎ntchen1959：75）。

240）リンチンのテキストではqar－07bngγudlturとなっている（Rintchen1959：75）。オルドス

●モンゴルは今でも乃〃gγ〟dと乃∂由を全く同じ意味で使用する。

241）ェルケセチェソは椚0′血q山一血′q〝叩爪としている（Erkeseeen1991：53）。

242）ェルケセチェンは血γ〟〃としている（Erkeseeen1991：53）。

243）ェルケセチェソは勅〟叩′叩α〃としている（Erkeseeen1991：53）。

244）ェルケセチェンは鋸g血お小としている（Erkeseeen1991：53）。

245）リンチンのテキストではqar－a日嗣肋となっている（Rintchen1959：75）。

246）リンチンのテキストではtakinmdnumaiはない（Rintchen1959：75）。

247）ェルケセチェンは叩血dとしている（Erkeseeen1991：53）。ハスビリクトとェルケセチェ

ンによると，オルドスの古い文献ではオイラトを0′〟dと書くことが多いという。

248）リンチソのテキストでは′か批e川gefとなっている（鮎mtchen1959：75）。

249）ェルケセチェンは∂晋榔fとしてしこる（Erkeseeen1991：53）。

250）原文ではこれを消している。

251）ェルケセチェンはJ〟ggになおしている（Erkeseeen1991：53）。

252）リンチソのテキストではdbbintumen－dtgenkub伽nem所となっている（Rintchen1959：

75）。

253）ェルケセチェンは対格∫を属格〟にしている（Erkeseeen1991：53）。

254）ェルケセチェンは′erな伽としている（Erkeseeen1991：53）。

255）リンチソのテキストでは瑚′伽〃一拍rな加わ′叩α〃となっている（Rintchen1959：75）。

256）リンチンのテキストでは～aya〃とtakinmdnamuiはない（Rintchen1959：75）。
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257）リンチソのテキストではqar－aqyuhZヅibinug頑hmyabuqui－durとなっている（Rintchen

1959：75）。

258）ェルケセチェソはJ∂ge〝〃としている（Erkeseeen1991：53）。

259）リンチンのテキストではqatanberな－iEinutukirunyabuyEiとなっている（Rintchen1959：

75）。

260）ェルケセチェソはトをカになおしている（Erkeseeen1991：53）。リンチンのテキストでは

qar－aSukieとなっている（Rintchen1959：75）。

261）リンチンのテキストではekeqadaγatuはない（Rintche1959：75）。エルケセチェソは

叩血叩血としている（Erkeseeen1991：53）。

262）ェルケセチェソは∂～伽桝をすべて∂～鹿川に統一している（Erkeseeen1991：53，54）。

263）ェルケセチェソは町〟血ヅfとしている（Erkeseeenl卵1：53）。

264）リンチンのテキストでは伽dzirayuhllibinudkeknyabuqui－durとなっている（Rintchen

1959：75）。

265）ェルケセチェンは伽かイとしている（Erkeseeen1991：53）。

266）ェルケセチェンは誠一朋rとしている（Erkeseeen1991：53）。

267）リンチンのテキストでは伽ぬr∫〟肋サfqα血叩加γ血γ～ん∂椚～加叩J〝払肘r～血

m∂増加∂～血emとなっている（鮎ntchen1959：75）。

268）ェルケセチェソは∫わーαとしている（Erkeseeen1991：53）。

269）ェルケセチェソは好け－αとしている（Erkeseeen1991：53）。

270）ェルケセチェソはねJγ叩甜〃としている（Erkeseeen1991：53）。

271）リンチンのテキストでは極er一g煎り－αヅ血舶初卜かer如働けe∂0′叩叫gdた〟加徳地サ如

く痢nboluysanとなっている（Rintchen1959：75）。

272）ェルケセチェソは拙喝蘭にしている（Erkeseeen1991：54）。

273）ェルケセチェンは∂甜〟g～fとしている（Erkeseeen1991：54）。

274）リンチンのテキストでは～aranとtakinmdrgzimaiがない（Rintchen1959：75）。

275）ェルケセチェソは（湧～－αとしている（Erkeseeen1991：54）。

276）ェルケセチェンはあ0／γ叩α刀としている（Erkeseeen1991：54）。リンチンのテキストでは

qα用如け－αゾ血舶初／一少grqO／ぬγ－α∂oJ町∫α〃となっている（鮎ntchen1959：75）。

277）ェルケセチェンはqα用〝和qdとしている（Erkeseeen1991：54）。

278）リンチンのテキストでは押出r〟γ一りe抽〟卯ね〃〟血γα〃誠′少－ち卵相加は川柳虎〟′恒

boluγSanとなっている（Rintchen1959：75）。

279）ェルケセチェンはめnり′血γ〟／町むとしている（Erkeseeen1991：54）。

280）リンチンのテキストでは卯巾′－αye加J絢〝一郎〟肋ザ加わrけ椚e血J〟gdとなっている（Rint＿

Chen1959：75）。以下，両テキストの文の順番は不同である。

281）ェルケセチェンはe～わ伽〃としている（Erkeseeen1991：54）。

282）ェルケセチェンはfをカにしている（Erkeseeen1991：54）。

283）ェルケセチェンは～血血椚〟〃∫としている（Erkeseeen1991：54）。

284）リンチンのテキストではqatudkdbegzidとなっている（Rintchen1959：75）。Fモンゴル秘

史』では，kdbegzinは王子を指す言葉として現れる（Eldengtei＆Arda5ab1986：902103）。

285）ェルケセチェンは属格〟にしている（Erkeseeen1991：54）。

286）ェルケセチェンはみ0／γ町むとしている（Erkeseeen1991：54）。
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287）ェルケセチェソは叩伸助としている（Erkeseeen1991：54）。

288）ェルケセチェンはみoJγ叩～fとしている（Erkeseeen1991：54）。リンチソのテキストでは

qamuγulus－tayanyabb，－a－tubohLγ～iとなっている（Rintchen1959：75）。

289）ェルケセチェソは〆〃を省略している（Erkeseeen1991：54）。

290）ェルケセチェンはカを省略している（Erkeseeen1991：54）。

291）ェルケセチェソは加わdoねq〟fとしている（Erkeseeen1991：54）。リンチソのテキストで

は∂〃dか町〟血ヅ血e椚伽一g砂血e〃doか崎〟′となっている（Rintchen1959：75）。

292）リンチソのテキストでは∂kidkdbegadのように複数形となっている（Rintchen1959：75）。

293）ェルケセチェンは対格Jを属格房になおしている（Erkeseeen1991：54）。

294）ェルケセチェンはみ0／γ叩〟としている（Erkese玩n1991：54）。

295）ェルケセチェンは誠Wrとしている（Erkeseeen1991：54）。

296）リンチソのテキストでは∂bgト伽～血叩〟Jα～用昭血叩伽∂～鹿川となっている（Rint－

Chen1959：75）。

297）ェルケセチェンは∂娩〟血としている（Erkese玩n1991：54）。

298）リンチソのテキストではわ0γ血∫ガ肋サ血かfγme曲浦gefとなっている（鮎ntchen1959：

75）。

299）ェルケセチェンはα～′朋rとしている（Erkeseeen1991：54）。

300）リンチンのテキストではqα〃町〟J誠一〝αr～血〟，卵〃ね〟加座e〃～血爪的伽∂～血椚とな

っている（Rintchen1959：75）。

301）ェルケセチェンはγ〝γα加としている（Erkeseeen1991：54）。

302）ェルケセチェソはγαム叩山一血としている（Erkeseeen1991：54）。

303）ェルケセチェソは痛としている（Erkeseeen1991：54）。

3鋸）ェルケセチェソは初〃膿瘍としている（Erkeseeen1991：54）。舶加地はオルドス・モンゴ

ル語口語発音である。

305）ェルケセチェソは鬼岬岬直としている（Erkeseeen1991：54）。

306）リンチンのテキストでは裡yfr0ム〃叩ザ∫〃加〃γα∂叫山一血rge〃e此曙〟擁，卯γα叩αfα椚〝ト

血r　郁㈹励し　卯血両面　た訃戯r　舶励∴卸町仰山イ　卵ゆ－αye如J〟　卯用　∫〟肋ザ血

briγmedbtugeiとなっている（Rintchen1959：75）。

307）ェルケセチェソはこの一句を省略している（Erkeseeem1991：54）。リンチンのテキストで

はさらに40行ほどの文が続く（Rintchen1959：75－76）。

308）ェルケセチェソはみod血血〟－αとしている（Erkeseeen1991：42）。

309）ェルケセチェソは町α′としている（Erkeseeen1991：42）。

310）ェルケセチェソは噸お蜘〃としている（Erkeseeen1991：42）。

311）ェルケセチェンは∫誠γ〃ね〟〃としている（Erkeseeen1991：42）。

312）ェルケセチェソは〃∂初か〃erとしている（Erkeseeen1991：42）。

313）ェルケセチェソは血rとしている（Erkese玩n1991：42）。

314）ェルケセチェンは0γ紬としている（Erkeseeen1991：42）。

315）ェルケセチェンはここでJ房廟とつけ加えている（Erkeseeen1991：42）。

316）ェルケセチェソは卸町α〃としている（Erkeseeen1991：42）。

317）ェルケセチェンはここでα払加汀をつけ加えている（Erkeseeem1991：42）。

318）ェルケセチェソは地銀卜伽としている（Erkeseeen1991：42）。
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319）ェルケセチェソはiをカにしている（Erkeseeen1991：42）。

320）ェルケセチェンはα〝〟〃∬〟サブとしている（Erkeseeen1991：42）。

321）ェルケセチェンは〟〃〃和一仔としている（Erkeseeen1991：42）。

322）ェルケセチェンはここで対格fをつけ加えている（Erkeseeen1991：42）。

323）ェルケセチェンの報告書にはここからさらに40行ほど別の内容がある。ハスビリクトの文

書にはない（Erkeseeen1991：43－45）。

324）ェルケセチェンは〝〝和小としている（Erkeseeem1991：45）。

325）ェルケセチェンはq〟〃刑としている（Erkese玩n1991：45）。

326）ェルケセチェンは∫J吻e小としている（Erkeseeen1991：45）。

327）ェルケセチェソは町かとしている（Erkeseeen1991：45）。

328）ェルケセチェンはみoJγ町むとしている（Erkeseeen1991：45）。

329）ェルケセチェンはねた卸としている（Erkeseeen1991：45）。

330）ェルケセチェンはた鯉川伽一′∂桝としている（Erkeseeen1991：45）。

331）ェルケセチェンは椚e〃血としている（Erkeseeem1991：45）。

332）以下4行は，毛筆で塗りつぶしてあり，大半は判読不明である。助〃虎αrという，人名ら

しきもののみ確認することができる。

文
Altanorgi1

1986

献

IsegeiToγurγatan－uQamuγBeleg－iBBt也gegeiJum－aQorim－unYisnYosun（モンゴ

ル文「遊牧民の最も幸ある大宴－ジュマ宴の九つの儀礼」）F内幕古大学学報j（幕
文版）2，25－29。

Baγan－a，臥（校注）

1984　AsarqyeiNeretB－yinTeBke（モンゴル文『アサラクチ史』）北京：民族出版社。
Bou San

1988　07血肌用且血卸は0如γねⅥ－〟れ岬αf（モンゴル文『オルドスのエルクート部につい

て』）東勝：内幕古伊克昭盟楷案館。
Caγan，D．

▼1992　g伽仏助力〃gAyali（モンゴル文Fスニト風俗誌』）呼和浩特：内幕古人民出版社。
Cingel

1992　〟b〃gOJれ∫ふ那肋布乃〟如rTb〟（モンゴル文『モンゴル風俗習慣辞刺）Ulaan＿
baatar：Ht拍hdiinHebleliinGatzar。

Coyiji（校注）
1983　dJJ〃乃抽（モンゴル文F黄金史』）呼和浩特：内幕古人民出版社。

Dharm－a

1987　A／如日払血加劫勒抑mg他面血（モンゴル文『金輪千幅』）呼和浩特：内幕古人民
出版社。

Eldengtei＆Arda5ab

1986　肋〃gγOJ－〟〃州γ〟ね7わあ～加か5沙鵬g〟仏日セγ池〟rf（モンゴル文Fモンゴル秘史－

還原注釈』）呼和浩特：内蒙古教育出版社。
Erkeseeen

1989“Yis血K61tBCaγanTuγ”－unTuqaij6blelge（モンゴル文「九脚の白いスウルデに関

する考察」）『内幕古社会科学』（葉文版）3，43－53。

1991月JJ〃ぶ。肋ヅ血7ヰγ坤－a（モンゴル文「黄金スゥルデの祭祀」）F烏審旗文史資料J15，
政協烏審旗文史委整理。

Farquhar，D．M．

1970　Some TechnicalTermsin Ch，ing DymaSty Chinese Documents Rclating to the
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MongoIs・InLouisLigeti（ed・）Mbngo／ianStudies，119－127．Budapest：Akademiai
Kiado．

Fran901Se，A．

1972　LePとreAontoineMostaert．Tbung劫0（通報），Vol．LVIII，218－220．Leiden：The
Netherlands．

FBlungγ－a＆AmurmendB，L．

1993　極刑滋血功血gd叩〟（モンゴル文Fウジュムチン・モンゴル族の風俗習剋）呼和
浩特：内幕古人民出版社。

外務省アジア局中国課
1992『モンゴル月報』第220号。

韓儒林

1982「元代詐馬宴新探」『琴丘集－元史及西北民族史研剋pp247－254，上海：上海人民
出版社。

江　　責（訳注）
1940『蒙古源流』東京：弘文堂。

ハルヴ丁，ウノ

1991『シャマニズム』田中克彦訳，東京：三省堂。
Heisslg，W．

1984　Unbekannte CingglS Khan－Thanka？Zentml AsLdtLsche Studien17，19－26．

Wiesbaden：OttoHarrassowitz．

Humphrey，C．

1979　TheUsesofGenealogy：AHistoricalStudyoftheNomadicandSeden－tarisedBuryat．

触torq［介oductiona〃dSociey・235－260・Cambridge：CambridgeUmiversityPress．
忽思彗撰

F飲膳正妻』（四部叢刊続編子部，出版年不明）。
井上　治

1992「《チャガン・テウケ》の二つの系統」『東洋学割73（3・4），ト24。
）ⅨaMllapaHO，q．

1961KyJILTtIHHrHCaBOpLtOCe・CbntrqlAsiaticJbumal，Vol．VI，194－234．Wiesbaden：
OttoHarrassowitz．

Jimbador5i

1984　助血rrb〟（『水晶鑑』）．北京：民族出版社。
小林高四郎

1957 「モンゴル人の歳月名に就いて」『民族学研究』21（1・2），55・づ5。
Krader，1．

1963　Socid／0WnizationqftheMb〃gOL7brkic触toTdNbmads・IndianaUniversity．
留金鎖（整理注釈）

1981月血〃β町〝肋Nb椚－〟〃CbγanTe此e（モンゴル文『十善自史』）呼和浩特：内幕古
人民出版社。

Lubsangeoyitan

1981肋〃gy0ん〟〃血′一g4叩／頓血乙助か招（モンゴル文『モンゴル風俗鑑』）呼和浩特：内
幕古人民出版社。

松原正毅

1991「遊牧社会における王権」『王権の位相』pp．415－叫1，東京‥弘文堂。
F〟b〃gγOJ∽“州〃仇dお伽¢α〟〟』

1992　Ulaanbaatar．

森川哲雄

19知「オルドス部の清朝帰順をめぐって」『歴史学・地理学年報』14，4㌢72。

1997「サガン・セチェンと『蒙古源流』の編纂」『比較社会文化』3，101－115。
Mostaert，A．

1934　0rdosicq・BulletinofTheCatholicUniversltyOfPeking9，ト96．

1941Dictio〃nainOrdos・TomePremier（A－I），TheCatholicUniversityPeking．
1942　Dictio〃naireO′血S・TomePremier（J－Z），TheCatholicUniversityPeking．
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1956Introduction．EhkniTyin7bbbi，MongolianChroniclebySaγangSeeen，PartI，Har－

vard－YenchingInstituteScriptaMongolica2・Cambridge，Mass・：HarvardUniversity
Press．

1957　SurleCultedeSaγangSeeenetdeSonBisaieulQuturtaiSeeenChezlesOrdos・肋r－

vardJbumalqfAsiaticStudies，VOl．20．pp．534－566，Harvard－YenchingInstitute・

モスタールト，A．

1986「オルドス・モンゴルに関する民俗資料」『モンゴル研究』17，8ト1鵬。

村上正二
1977『モンゴル秘史』1（訳注）東洋文庫163，東京：平凡社。
1976　Fモンゴル秘史』3（訳注）東洋文庫294，東京‥平凡社。

NaTa

1989　A加〃gr伽（F金髪』）呼和浩特：内幕古人民出版社。

Namjildorji

1992　0r血∫ふ〃gび肋ザ血乃臓（モンゴル文Fオルドス風俗鑑』）海拉爾‥内幕古文化出
版社。

Nam5ilm－a（整理）
1994　00血肋加納顆γ肋〝fmf（モンゴル文『二十八巻本辞典』）呼和浩特‥内幕古人

民出版社。
Narasun，S．

1989　0r血川〃ふ〃gAγali（モごゴル文『オルドス風俗割）呼和浩特‥内幕古人民出版社0
1993　einggisQaγan－uNaimanCaγanOrdu－yintJgBlekdNi（モンゴル文「チンギス・ハー

ンの八白宮について」）『内蒙古社会科学』（葉文版）6，42一朗。

Narasu＆Almas，S．

1994　Uね血〃血JIgA叩Jf（モンゴル文『ウラト・モンゴル族の風俗習慣』）呼和浩特：内

幕古人民出版社。

NaγuylSayhkt拍

1988　Mongγ01－unラum－aQorim－iSin－e－berTayilburilaquNi（モンゴル文「モンゴルのジュ

Pop‰T・Ant。ineM。Stae，t，C．Ⅰ．C．M．．Cen，nlAsi。ti。J。um。／，V。1．XV（3），164－169．

Wiesbaden：OttoHarrassowitz．

qasbiligtu
1984　0血か〟〃eor血（モンゴル文『オルドス・モンゴルの結婚儀礼』）呼和浩特：内幕古

人民出版社。

Qurea（bilig），N．
1988　Erten一也Mongγ01Sara－yinJarimNereyid也LdnUeir（モンゴル文「古代モンゴルの月

名」）『内幕古図書館工作』3（4），5－18。
1994　Erten一也Mongγ01－unYamuT也gegek仕Yosu－uTuqaiAngqan－uSudulul（モンゴル文「古

代モンゴルのヤム分配に関する初歩的考察」）『内蒙古社会科学』（幕文版）3，4か47。

Qureabaγatur，S・

1992㈱）伽嘲畑山血町血如月叫叩乃間中血神川叩（モンゴル文『ガタギソ・十三
アタガ一・テンゲル祭』）海拉爾：内幕古文化出版社。

Qureabaγatur，S．＆U沖m－C，C・
1991肋〃gγOJ－〟〃朗ge〟的払伽7坤′叩乃…叩ヅ加5町“J（モンゴル文Fモンゴルにお

けるシャマニズム祭祀文化』）海拉爾：内幕古文化出版社。

ホルチャバートル＆揚海英
1997「モンゴルの祭祀用絵画について－新発見の八白官所蔵絵画－」『内陸アジア史

研究』12，6㌢－77。

Rasipungsuγ

1985　助血rgr丑g（モンゴル文『水晶珠』）呼和浩特：内幕古人民出版社。

Rintchen，B．

1959　LesMdteriauxPourLぜtudbduchamanねmeMongol．Wiesbaden：OttoHarrassowitz
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1975　肋teriauxPourL甘tudbduchaman由meMbngol．Wiesbaden：OttoHarrassowitz40．
SaγangSeeen

1956　Ehknilin7bbEi（IntroductionbyAntoineMostaert），PartII，PartIII，PartIV，Har＿

Vard－YenchingInstituteScriptaMongolica2・Cambridge，Mass・：HarvardUniversity
Press．

Sayinjirγal

1992

Sayinjirγal＆Saraldai

1983　A加Ⅵ0′血〃朝7わ坤－a（モンゴル文F黄金オルドの祭祀』）北京：民族出版社。
Sark6zi，A．

1995　A BuddhLst TbrminologicalDittionary（TheMongolianMaha vyutpatti）．Har－
rassowitzVerlag，Wiesbaden．

Serji，J．

1993　Mongγ010boγ－unNer－eEgdsk也5arimOnealiy（モンゴル文「モンゴルのオボク名の

Serruys，H．

宋凍

CaγanS也IdeKigedTeg血－tiTayilγ－a（モンゴル文「白いスゥルデ及びその祭祀」）『内
幕古社会科学』（葉文版）5，2㌢38。ヽ′

発生過程における特徴」）『内蒙古社会科判（葉文版）4，48づ4。

1974aKumLss Cbremonies and Hb作e Rao甜－T7zree Mbngolian　7hts．Asiatische

Forschungen，Band・37・Wiesbaden：OttoHarrassowitz．

1974bFourManualsForMamageCeremoniesAmongtheMongoIs．Zentrq／AsiatLscheStu－

dien8，pp・247－331・Wiesbaden：KommissionsverlagOttoHarraSSOWitz．

1975　ACatalogueofMongoIManuscriptsFromOrdos・Jbuma／qftheAmericanOriental

Socieo／・VOl・95，pp・191－208・ColumbiaUniversity．

1992（76）『元史』（第七冊）北京：中華書局。

1984　Keyimori－yinTuqaiTobeiSin3ilege（モンゴル文「キ・モリに関する一考察」）『内蒙
古社会科学』（蒙文版）1，152－170．

1993　肋〃gγ0伽血〃馳お〟mJ的〟yb∫〟〃（モンゴル文『モンゴル族肉食文化』）呼和浩
特‥内幕古人民出版社。

Suyul，N．

1992
einggisQaγan－uK61dgBuγureiNoyan－uGer一血tJye－yinBieimel（モンゴル文「チン

ギス・ハーンの駿馬ボウルジュ・ノヤンの家系譜」）F内幕古社会科判（葉文版）2，
46－71．

T也menJlrγal，D．

1989　肋〃〃朗〟fU〟伽月bj抽－∂〃dか加〃gα用〟椚（モンゴル文Fハン・ホフィ．ウ＿ラ

旗－ウンドゥル・ハンガイ・ソム』）ウラーン・ゴム。
ウラジミルツォ7

1941『蒙古社会制度史』外務省調査部訳，東京：生活社。
VanHecken，J．L．

1963

Van由il，B．
1991

和田　清
1959

箭内　亙
1930

楊海英

LesLamaseriesD’Otoγ（Ordos）・MbnumentaSerica，VOl．XXII（1），pp．121－167．

朗わん摘〃gγ0′Uお肌沖仙月面dor血〝mf（モンゴル文曙い灯明－
ンゴル族風俗習慣辞典』）海拉爾：内幕古文化出版社。

『東亜史研究』（蒙古篇）東京：東洋文庫。

「蒙古の詐馬宴と只孫宴」『蒙古史研究』pp・945→56・東京：刀江書院。

1995a『オルドス・モンゴル族の社会構造－ヤスの機能とその歴史的変容－』（博士学
位申請論文）総合研究大学院大学。

1995b「チンギス・ハーン祭祀の政治構造」『内陸アジア史研究』10，27－54。

1997「オルドス・モンゴルの祖先祭祀－末子トロイ・エジン祭祀と八白宮の関連を中心

211



国立民族学博物館研究報告別冊　20号

に」『国立民族学博物館研究報告』21（3），635－708。
1998『「金書」研究への序説』国立民族学博物館調査報告7。

楊家酪（主編）
1967『元詩選』上・下（中国学術名著第三輯・歴代詩文総集第二期書）台湾‥世界書局。

Y6ngrlnOrbu Y

19860g也SinQosiyu－uVan専一unUyeJalγamjilaγSanToyimobaQosiγuQariyaSumuEgBrge

TusiyalAlbanYosuJerge（モンゴル文「ウーシソ旗歴代旗王の系譜及び旗・ハラー
・ソム制度，各種賦役について」）中国人民政治協商会議内蒙古伊克昭盟委員全文史資
料研究委員会編『伊克昭文史資料』第一，pp．92－101，東勝：内幕古郡爾多漸報社印
刷。

吉田順一
1980

趨爾巽等撰
1976

「北方遊牧社会の基礎的研究－モンゴルのステップと家畜」『中国前近代史研究』（栗
原朋信博士追悼記念）pp．235－259，東京‥堆山闇。

『清史稿』（第二八，四七冊）北京‥中華書局。
『周書』（第三冊）

1971北京：中華書局。
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